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2014 年 3月 16日　大学COC事業キックオフシンポジウム



「尼いも」の農作業体験 年 月 日
（尼崎商工会議所との連携）

庄下川での親水プロジェクト 年 月 日
（尼崎市立立花北小学校との連携）

防災カフェ 年 月 日
（尼崎市立大庄公民館との連携）

杭瀬交流フェスティバル 年 月 日
（杭瀬小学校区学習センター運営会議との連携）



〈巻頭言〉 

 
「地（知）の拠点整備事業」は、大学での学びを通して地域の課題などに対する学生の認識

を深め、その解決に向けて主体的に行動できる人間を育成するとともに、大学のガバナンス改

革や大学の強みを生かした大学の機能分化を推進し、地域再生・活性化の拠点となる「地域の

ための大学」の形成を支援するため、平成 25 年度から文部科学省によってはじめられた事業
であります。 
 本学も、これまでに「地域に開かれた地域とともに歩む大学」を目指し、多くの分野で連携

し各種の事業を進めてまいりました尼崎市ならびに尼崎商工会議所を主なパートナーとして

「〈地域〉と〈大学〉をつなぐ経験値教育プログラム」をテーマに本事業に応募し、採択されま

した。 
 本学は設立時の「捨我精進」という建学の精神を受け継ぎ、人や社会など他者と支え合える

自立した人間の育成を実践し、現代社会を力強く生きる女性として社会に送り出すことを教育

理念としており、この理念を具体的な教育の場では「学んだ知識」を経験を通して「生きた知

恵に変える」という「経験値教育」を教育のバックボーンとして実践しております。 
 本学はこの様な教育理念と本学の設立当初の経緯を踏まえ、所在地である尼崎市を中核とし

て地域を対象に、これまで尼崎に所縁のある近松門左衛門の業績を中心とした近世芸能関連分

野の研究を対象とする近松研究所を設立し、その研究成果の普及に努めたり、あるいは社会人

を対象として生涯学習事業を 30 年以上にわたって実施するなど、地域に開かれた大学づくり
を同時に進めてまいりました。 
 今回の「〈地域〉と〈大学〉をつなぐ経験値教育プログラム」事業の実施を通して、これまで

に培ってきた地域貢献活動や事業における経験を基盤に、さらに本学が持つ各種の知的資源を

活用し、地域の活性化や地域の知の拠点としての役割を果たし、大学の大きな使命の一つであ

る社会貢献を実行してまいりたいと考えております。同時に、本学の教育の基本的なコンセプ

トであります「経験値教育」を実践する「場」として活用し、この事業の中で、各種の課題を

解決し目標を達成することにより、学生の社会参画への動機づけやその育成などを実現し、さ

らに、この事業を一つのステップボードとして、これからの本学の教育の主要な柱の一つとし

て本事業の主旨を発展充実させてまいりたいと考えております。 
 本報告書は、平成 25年度に実施しました本事業の成果をまとめたものです。ご高覧を頂き、
これからの事業の推進に対し、ご理解とご支援、ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。 

 
平成 26年 3月 

園 田 学 園 女 子 大 学 
園田学園女子大学短期大学部 

学長 富永 嘉男 
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歴史の旅 in尼崎（2013年 11月 10日） 

 

 

               第 3回 まちづくり解剖学（2013年 12月 12日） 

 

 



 

地域研究報告 

尼崎伝説データベース（稿） 

 研究代表 ：大江 篤      
共同研究員：久禮旦雄・久留島元 

 
本データベースは尼崎六地区に伝わる伝

説・民話といった「フシギな話」を一覧とし

たもので、文部科学省「地（知）の拠点整備

事業」（大学 COC事業）に採択された園田学
園女子大学の「〈地域〉と〈大学〉をつなぐ経

験値教育プログラム」地域志向研究の一環と

して作成したものである。 
このような「フシギな話」は、本来地域に根

差したコミュニティによって伝承されていく

ものであり、それ自体がひとつの文化遺産と言

える（大江篤「尼に伝わる不思議な話」『南部

再生』vol.47、2014年 4月）。兵庫県出身の民
俗学者・柳田國男はここに、当たり前の日常を

送る日本人の心性を読み取ろうとした。 
柳田の試みは、次の世代にも継承され、全

国的な民俗調査の結果、様々な「フシギな話」

が収集された。また柳田以前にも江戸時代の

地誌や怪談集に同様の記事が書き留められて

いる。兵庫県に限っても播磨地域の『西播怪

談実記』や丹波地域の『多紀郡郷土史考』、但

馬地域では兵庫県教育委員会編『但馬海岸』

（1974）などが確認できる（大江篤「兵庫の
怪談」『幽』vol.17、2012） 
しかし、これらのデータは基本的に研究者が

活用するもので、一般の市民によるアクセスは

困難な状況であった。そのため、近年の妖怪・

怪談などへの関心の高まりとともに、これらの

情報を地図や書籍などにまとめ、町おこしと連

動して活用する試みが広まっている。 
たとえば姫路商工会議所青年部伝説・

『MACHIOKOSHI』委員会作成、播磨学研
究所研究員埴岡真弓監修「播州姫路 伝説巡

覧図絵」、愛知県豊橋市の株式会社うちうら

（代表取締役社長 内浦有美氏）による「豊

橋妖怪 MAP」・『豊橋妖怪百物語』、愛知県田
原市における電子書籍『お散歩 e本 ふしぎ

編』などが代表的なものである。 
尼崎地域では、すでに尼崎郷土史研究会会

報『みちしるべ』33 号・34 号に、先行する
史料・地誌・伝説集や聞き取りなどをもとに

した「特集 尼崎の伝説」が掲載されている。

本データベースはこれに基づき、そのほか『近

畿民俗』55号、坂江渉『神戸・阪神間の古代
史』などを参照し、大江篤本学教授の指導の

もと、共同研究員の久禮旦雄・久留島元が入

力作業を行い、作成した。 
将来的にはこの中からおおよそ 100話を

「尼崎百物語（仮）」として選定し、地図化や、

典拠史料の検討、現地調査の結果などを加え

た書籍化などによって活用することを予定し

ている。 
ここでは、「尼崎伝説データベース（稿）」

を紹介するとともに、大江篤が、阪神南地域

ビジョン委員会コミュニティ部会セミナー

（園田学園女子大学、2013年 12月 7日）、
大庄地域振興連携推進会議生涯学習部会研修

会（尼崎市立大庄公民館、2014年 2月 25日）、
園田小学校みまもりネット交流会（食満県民

交流広場、2014年 3月 15日）、尼崎倶楽部
（都ホテルニューアルカイック、2014年 3
月 19日）に講演した際の資料から関係する
箇所を抜粋したものを紹介したい。 
 
大江 篤（人間教育学部児童教育学科教授）  
久禮旦雄（三重大学非常勤講師） 

久留島元（同志社大学非常勤講師） 



 

凡例 
一、 データベースの内容につ

いては、尼崎郷土史研究会

会報『みちしるべ』33 号
（2005年 3月）、34号
（2006年 3月）に基づき、
辰井隆『武庫川六甲山附近

口碑伝説集』（民俗学研究

所、1941年）、『近畿民俗』
55号（1977 年 11月）、『南
部再生』28（2008年 3月）、
坂江渉『神戸・阪神間の古

代史』（神戸新聞総合出版

センター、2011年）など
の情報を加えた。 

二、 伝説の収載順序は、『みち

しるべ』に基づき、中央・

小田・園田・立花・武庫・

大庄とした。 
三、 地名は『みちしるべ』に基

づき、適宜、現在通行する

呼称で補訂した。 
四、 各伝説には出典を記した。

略号として『みちしるべ』

に準じたものは以下のと

おり。 
・ 尼郷土 『尼崎郷土誌』 
・ 尼今昔 畠田繁太郎『尼崎

今昔物語』 
・ 尼散歩 『尼の散歩道』 
・ 尼志 『尼崎志』 
・ 尼事典 『尼崎地域史事典』 
・ 尼神社 『尼神社あんない』 
・ 尼伝説 『尼崎の伝説』 
・ 尼文学 『尼崎の文学』 
・ 尼みを 『尼崎みをつくし』 
・ 戌井 『戌井の伝承』 
・ 浅井 『浅井の伝承』 
・ 絵太閤 『絵本太閤記』 
・ 大庄誌 『大庄村誌』 
・ 小田し 『小田のしるべ』 
・ 小田要 『川辺郡小田村村

勢要覧』 
・ 落穂 『摂陽落穂集』 
・ 解放史 『尼崎部落解放史』 
・ 川筋 『兵庫の川筋』 
・ 川角 『川角太閤記』 
・ 川千鳥 『武庫の川千鳥』 
・ 川辺郡 『川辺郡誌』 
・ 神崎今 『神崎・今は昔』 
・ 神崎川 『ふるさと―神崎

川と小田』 
・ 奇観 『攝陽奇観』 
・ 笈埃 『笈埃随筆』 
・ 京童跡 『京童跡追』 
・ 源盛衰 『源平盛衰記』 
・ 考察 『尼崎史の考察』 
・ 口碑 『武庫川六甲山口碑

伝説集』 
・ 三才 『和漢三才図会』 
・ 参盛衰 『参考源平盛衰記』 
・ 市現勢 『尼崎市現勢一覧』 
・ 市史 『尼崎市史』 
・ 春秋 『大阪春秋』 
・ 書紀 『日本書紀』 
・ しるべ 『みちしるべ』 
・ 神代記 『住吉大社神代記』 
・ 信長記 『信長公記』 
・ 新阪神 『新阪神史話』 
・ 摂群談 『摂陽群談』 
・ 摂風土 『摂津風土記』 
・ 摂名所 『摂津名所図会』 
・ 千本桜 『義経千本桜』 
・ 園 『わたしたちのふるさ

と―園田』 
・ 園田 『あなたは園田を知

っていますか』 
・ 太功記 『絵本太功記』 
・ 立花志 『立花志稿』 
・ 地域史 『地域史研究』 
・ 藤簍 『藤簍冊子』 
・ つる 『武庫のつる』 
・ 富松記 『富松風土記』 
・ 中山道 『わたしたちの歩

いた中山みち』 
・ ニュース 『郷土史ニュース』 
・ 稗史 『伝説と稗史』 
・ 春雨 『春雨物語』 
・ 阪史話 『阪神史話』 
・ 播名所 『播州名所巡覧図絵』 
・ 東今北 『東今北の歳時記』 
・ ひょうご 『ニューひょう

ご』327（1994年） 
・ ひ盛衰 『ひらがな盛衰記』 
・ 筆拍子 『攝陽見聞筆拍子』 
・ 平家 『平家物語』 
・ 法然伝 『法然上人伝』 
・ 細川記 『細川両家記』 
・ 丸綱目 『難波丸綱目』 
・ 水輪 『小田の水輪』 
・ 昔と今 『むかしと今と』 
・ 武庫郡 『武庫郡誌』 
・ 武散歩 『武庫の散歩みち』 
・ ものがたり 『尼崎の歴史

ものがたり』 
・ 礼賛 『故郷礼賛』 
・ 老翁 『老翁夜話』 
・ TOM 『TOMRROW』32
（1994年） 

 
その他、参照した図書 
・ 尼民話 三好美佐子『尼崎

の民話』（甲南出版社、1997） 
・ 上方 『上方』59（1935
年 11月）、71（1936）、72
（1936） 

・ 義空伝 「京兆大報恩寺沙

門義空伝」『大日本仏教全書 

本朝高僧伝』（仏書刊行会、

1989 年復刻版） 











タイトル 伝承地 関連人物 寺社、墓碑 タブー 概要 文献

1 義経・弁慶の隠れ家 大物町 源義経、弁慶 大物主神社 嵐が収まるまで義経一行が滞在している間、弁慶が大豆12石を借りた。 摂群、上方、尼伝、TOM

2 管弦町の由来
大物町一丁目（旧小
字名「管弦町」）

義経、静 大物滞在中、義経のつれづれを慰めようと静御前が音楽を催した。 摂群

3 静　化粧の井
東本町一丁目（旧小
字名「静の井」）

静 静御前が化粧に使った水。静餅屋の前、国道43号線のため破壊。

4 静なごりの橋 東本町 義経、静 辰巳八幡神社 義経と静が名残を惜しんだ橋。昭和3年の碑が移建。 摂群、尼志、上方、尼伝、TOM

5 飢餓ヶ浦 義経、弁慶 大物滞在中、弁慶が米を借り飢餓をしのいだ。 摂群

6 鐡箍洲 辰巳の浜 義経一行
義経一行が大物から船出すると辰巳の州で嵐となったが、供の者が鼎を置いて神
に祈った。

7 宮内氏 尼崎 義経一行、宮内氏 義経は船人のいたわりに感じて「宮内」の名を与え、大豆5俵、薙刀を与えた。 摂群、筆拍子

8 船弁慶（謡曲） 大物の浦 義経一行、知盛霊
義経一行が大物の浦から船出すると知盛ら平家一門の霊が現れたが、弁慶が祈り
退けた。

船弁慶、義経記、尼伝、尼文、TOM

9 大物崩れ 大物町
細川晴元、細川高
国、三好元長

広徳寺
享禄四年、敗走した高国は大物あたりで大瓶に隠れた。晴元は子どもに瓜を与え
て探させた。

細川記、尼志1・2、上方59、市史1、
阪史、新阪神尼伝、しるべ29、尼文、
TOM

10 島村蟹 大物の浦（野里川） 島村貴則
高国勢の武士、島村貴則は敵兵二人を両脇に手挟み身を投げた。人面の蟹は島村
の生まれ変わり。

三才、尼志1、尼今昔、尼伝、しるべ
29、TOM

11 沖の火 大物の浦 秦武文 善通寺・武文の墓 尊良親王に仕えた秦武文がの亡魂が火の玉として浮き出る。
摂群、摂名、川千、尼志、尼今昔、尼
伝、TOM

12 武文蟹 大物の浦 秦武文 尼崎から兵庫の浦にかけてとれる甲羅が人の顔をした蟹は、武文の霊が化した。 三才、尼志1、尼今昔、尼伝、TOM

13 歌枕浦の初島 大物の浦南部 初島稲荷神社 大物の裏の南は大小の洲が点在し、歌枕「浦の初島」として知られる。
摂群、摂名、川辺、川千、尼志2、上
方59、尼伝、しるべ22、尼文

14 芦刈島 松島あるいは初島
「芦刈」。貧しい夫婦の妻が宮仕えし、貴族と結婚。物詣での途中で故郷を通
り、芦を刈ってる夫に気づき涙する。

大和、宝物、摂群、摂名、筆拍子、尼
今昔、尼神社、昔今、尼伝、尼文、
TOM

15 海水が真水になる話 初嶋大神宮 初嶋大神宮 初島大神宮を信仰していた人が念仏を唱えて潮を汲めば真水になった。 摂名、尼志2

16 初島大神宮の雷 初嶋大神宮
境内に雷（雷獣）が落ちた。ある人が捕らえてその上に石を置いた。氏子の家に
は雷が落ちない。

尼志、ひょうご327

17 辰巳の仇討ち 辰巳の渡
高畑寿教、妻槙女、
佐和新九郎

辰巳八幡神社「仇討
址」

伊予藤堂家の小姓頭、高畑寿教が佐和新九郎に殺され、妻槙女は尼崎辰巳の渡で
仇を討った。

奇観、尼志2、上方59、尼伝、TOM

18 辰巳八幡神社の雷 東本町一丁目 辰巳八幡神社
井戸に雷が落ち、とじこめられた。頼んで出してもらったので雷が落ちなくなっ
た。

三浦邦雄氏

19 妖怪の棲む樹
別府町ミツカン酢の
倉庫

走って通りぬける
松島町へ抜ける川沿いの道に、ミツカン酢の倉庫があった。そこの大きな樹に妖
怪がいるという。

三浦邦雄氏

20 醤油蔵の狸囃子 大物町
醤油醸造元大塚萬次
郎

醤油倉から、空樽を狸がたたく音がする。 細川（小林）キヌ氏

21 難波の葦
尼崎周辺の島（一説
に東難波八幡神社
池）

尼崎、あるいは大阪西成郡の島に生えていた葦は片葉の葦。 摂群、尼志2

22 大物川の淀 東本町、大物川の堤
法事の帰り東大手橋へ向かって歩いていたが、いつまでも着かず、ご馳走の折が
なくなっていた。

難波あや子

23 正光寺の砂かけ狸
東町北浜2丁目（正
光寺は東大物町に移
転）

切り倒した職人が
寝込んだ

正光寺に枯れた大楠があり、砂が降ってきた。国道工事で楠を切ると狸が死んで
いた。

24 大物橋のみいさん 大物町
宮本氏自宅の庭、
祠

大物橋の北東詰の浜地のざくろの木の下に白い蛇がおり、歯痛を治してくれる。

25 円平寺 大物町三丁目 円平寺の百姓 円平寺 百姓が鋤で観音像を掘り当て、浄土宗寿仙が創建。 摂群、尼志1

26
若宮さん(大物主神社)
の由来

大物主神社（大物町
2丁目）

平清盛 大物主神社
平清盛が大物浦で嵐にあい、厳島明神に祈って風雨を鎮めた。厳島明神を勧請し
て若宮弁財天社としたが、明治七年に大物主神社と改めた。

京童、摂群、摂名、尼志2、尼事典

27 皿屋敷（お米虫）
悪い家老（木田玄
蕃）、お米

（深正院）
尼崎藩の悪い家老が侍女お米に懸想し、殿様の皿を割ったと言って責め殺し、井
戸に沈めた。

現勢、尼志1、上方59、尼今昔、尼
伝、TOM

28 山崎宗鑑隠棲の地 大物町 山崎宗鑑
（山崎宗鑑居住之所
碑）

山崎宗鑑が出家後、大物付近で数年を過ごした。碑は太平洋戦争後、不明。
尼志2、上方59、しるべ5、TOM、尼
伝、尼事

29 秀吉と栖賢寺 大物 豊臣秀吉
栖賢寺（京都に移
転）

秀吉が髻を切り、信長の弔い合戦をする決意を固めた。 川角、尼文、尼事

30 秀吉と味噌すり坊主 広徳寺 豊臣秀吉 広徳寺 明智の伏兵に追われた秀吉が味噌をする坊主にまぎれて難を逃れた。
絵太閤、尼志1、上方59、尼今昔、市
史2、尼文、尼伝、尼事、尼歩、TOM

31 絵本太功記十段目 尼崎
真柴久吉、武智光
秀、母さつき

浄瑠璃。真柴久吉を追ってきた光秀が物音のする一間に竹槍を刺すと光秀の母。 浄瑠璃「太功記」、尼伝、TOM

32 砂かけばばあ 築地町
築地町の西端の戎橋のたもとの石屋を通ると、石のかげから砂かけばばあが砂を
かける

ひょうご321尼子

33 庄下橋 庄下橋
庄の下にある。一説に、聖徳太子が中山寺を建立したとき橋の下の妖怪が障化し
た。

摂群

34 油かえしの火の玉 八軒町庄下川 庄下川に火の玉が出る。前世に中山寺の油を盗んだ咎を返しに行く。 尼今昔

35 茶巾屋の狸 戎橋付近
「尼の名物一丁目の茶巾」といいはやされた餅屋・茶巾屋に狸がいて、人をよく
化かした。

上方59

36 お化け屋敷 開明町
生田伝八郎、遠城治
左衛門、安藤喜八郎

「崇禅寺馬場の返り討ち」で生田伝八郎に加勢した尼崎藩士の屋敷に怪しいこと
がおこり、「化物屋敷」と呼ばれるようになった。

しるべ２

37 本興寺の開基
本興寺（開明町3丁
目）

日隆上人、細川満元
（あるいはその子持
之）

本興寺
尼崎領主細川満元（あるいは持之）の子が占い師が女の子としたのを、日隆上人
の法力で男の子としてもらうように頼み、実現。帰依して寺院を建立。

三才、尼志1、新阪神、尼伝説、TOM

38 大覚寺の縁起
大覚寺（旧大覚寺
町、現在寺町9）

日羅上人 大覚寺

聖徳太子の命により霊地を探していた日羅上人が、光を放つ高山を求めて能勢に
行くと槻の木が光を放ち、妙香を発していた。不動の真言を唱えると不動の剣が
振ってきたので剣尾山と名づけ、槻の木で千手観音を彫り本尊として「月峰寺」
を創建した。長洲の浦の人々は月峰寺を拝むために浜に燈炉堂を建てた。これが
大覚寺の始まりとなった。

大覚寺縁起（尼志1、市史4・10）、摂
群談、三才、尼伝説、尼事典、TOM

尼崎伝説データベース（稿）



39
十王堂（返す堂）の由
来

大覚寺（寺町9） 十王堂（現存せず）

海賊が盲僧を殺し、奪った金で栄えるが生まれた子は目が見えない（一説には
「殺されたのはこんな晩」と告げる）。浜で横笛を吹いている時に海に落ち、行
方不明になり、両親は諸国巡礼に行く。出羽の湯殿山でわが子と出会うが、盲人
に妨害され、恨み言を言われる。親は行いを反省し、大覚寺に十王堂（反省した
ので「返之堂」とも）を建立した。

摂群談、現勢史、尼志1、尼伝説、TOM

40
大納言行忠と源義則の
歌

大覚寺（寺町9） 大納言行忠、源義則 大覚寺
大納言行忠が詠んだ歌が大覚寺の寺記にある。源義則も西国に行く途上、大覚寺
に滞在して歌を詠んだ。

摂群談、市史4に「行忠郷詠差状三
通」あり

41 佐々成政 法園寺（寺町5） 佐々成政
法園寺、墓碑、時世
歌碑

佐々成政は秀吉を尼崎の法園寺に幽閉し、切腹させた。
川角、尼志1、尼今昔、市史2、新阪
神、しるべ23、尼伝説、尼事典、TOM

42 三合橋と五合橋

五合橋（中在家村-
東向島東・西町、五
合橋線）、三合橋
（西本町6丁目、現
存せず）

尼崎藩主が橋をかける際に、人夫一人に一日3合の米を支給したので三合橋、五
合の米を支給したので五合橋と名づけられた。

現勢史　尼伝説　、TOM

43 愛敬三社の由来
貴布祢神社（西本町
6丁目）

（『尼崎志』は尼崎
城主松平氏が遠州浜
松にいたときの話
で、松平忠頼とす
る）

貴布祢神社境内　愛
敬三社

社を建立し、祭る
尼崎城主（あるいはその側近）が碁の際に殺した山伏の霊、あるいは武士が殺し
た伊勢御師の霊を鎮めるために祭った。

現勢斯、尼志2、尼伝説、TOM

44 浜恵比須神社の御神体
元浜恵比須神社（旧
町名中在家、現西本
町2丁目）

恵比須神社（現在は
貴布祢神社に合祀、
手水石のみ残る）

石に軽くなれ、重
くなれと祈るとそ
うなる、社をつく
り祈る

中在家の浜で網にかかった戎の形をした石はとても重かったが、老人が祭ると約
束すると軽くなった。以後も祈りによって軽重が変化した。戎様が霊験を示した
のだとして神社が建立された。

尼志2

45 戎神社

戎神社（別所村、東
山町→西本町4丁目
と改称、現在は神田
中通3丁目に遷座）

戎神社
狛犬の顔が紅くな
ると大漁の予兆

木彫りの狛犬の顔が紅くなると大漁とされていたので、娘が紅を塗ると狂い死に
し、家も没落、その後紅になることはなくなった。社殿が縮小したから、あるい
は神職の髪が縮れていたからなどの理由で「ちぢみさん」と呼ばれる。

尼志2

46 蓬川の堤 蓬川の堤
堤を通る魚屋を女に化けた狐がいたずらをするので、ある人が陽物石をもってい
き現れた狐の急所に突き入れて帰った。以後狐はでなくなったが「石○○」とつ
ぶやく声が聞こえたという。

上方59

47 難波の梅
難波（東・西難波
町）

仁徳天皇

（難波熊野神社（西
難波町5丁目）に「な
にはの梅」碑、難波
八幡神社（東難波町3
丁目）に「亀文公句
碑」、加島家（西難
波町5丁目）に「なに
はの梅」碑）

尼崎の難波に仁徳天皇が行幸した際、献上された梅を大阪の難波高津宮に植えた
ところ、西側にばかり花を咲かせるので故郷を思っているのだとして尼崎に戻し
た。

塩尻、摂群談、摂名所、筆拍子、尼志
2、上方59、市史10、ニュース8-9、昔
と今、尼伝説、尼散歩、TOM、（『慶
長十年摂津国絵図』には梅の絵）

48 地名「梅の木」の由来 東難波村 （仁徳天皇） 9月17日に例祭
難波高津宮から梅が戻された場所を「梅の木」、その隣を「神楽田」として宮を
祭り、9月17日を例祭の日としていた。梅にゆかりのある姓が村に七氏ある。

上方59

49 地名「梅の本」の由来 西難波村 武蔵坊弁慶
武蔵坊弁慶がこの地の梅に「一枝を切れば、一指を切る」という制札を立てたの
で地名を「梅の本」という。

上方59

50 鶯宿水 東難波村・西難波村
難波の梅の傍らに井戸があった。仁徳天皇の時代、梅の花が散って井戸に浮かぶ
と妙香と軽い味の水となり、枯れることがなかった。落花の頃は鶯が井戸の側を
去らないので「鶯宿水」、また「梅の水」とも呼ばれた。

筆拍子

51
梶ヶ島住吉神社の御神
体

梶ヶ島住吉神社
（梶ヶ島15-2）

神功皇后 梶ヶ島住吉神社
神功皇后の朝鮮出兵の際、村長に授けた船の楫を彫って作った神像が楫ヶ島住吉
神社の御神体である。第二次大戦の戦災で焼失した。

神崎川

52 子安池
杭瀬熊野神社（杭瀬
本町1丁目）

杭瀬熊野神社
杭瀬熊野神社の境内で池を掘ったところ、石の地蔵が出てきたので池のほとりに
祭った。妊婦がこの池の水を飲むと安産。

小田し、小田村勢、尼伝説、尼散歩、
TOM

53 白と黒の鮒 杭瀬
村人が家の前でカンテキを出して鮒を煮付けていたところを僧に諭され、川に逃
がした。杭瀬あたりの片方が白く、片方が黒い鮒はその鮒の生まれ変わり。

神崎川

54 残念さん
尼崎東墓地（明徳寺
子院墓地、杭瀬南新
町4丁目）

山本文之助鑑光
尼崎東墓地（明徳寺
子院墓地）

願をかける
蛤御門の変から敗走した山本文之助鑑光は尼崎藩で捕らえられ、便所で「残念」
といって自決した。文之助の墓に参ると残念なことを引き受けてくれるので願い
が叶うとされ、「残念さん」として信仰を集めた。

小田村勢、上方59、市史2、地域史4、
昔と今、尼伝説、新阪神、尼事典、尼
散歩、TOM

55 寺江亭 杭瀬寺島のあたり 五条大納言藤原邦綱

史跡　寺江亭址伝説
地の碑・「聖址不
滅」碑（神崎川堤防
上）

平清盛の側近、五条大納言邦綱は神崎河尻に別荘として寺江亭（寺江山荘）を
持っており、天皇・上皇・貴族が福原・西国に向かう際に立ち寄った。

玉葉、勘仲記、小田し、小田村勢、尼
今昔、市史1・4、しるべ2・9、尼伝
説、尼事典、尼散歩、TOM

56 石のたたり 今福 （藤原邦綱）
石を持って帰ると
たたりがある

今福の神崎川と左門殿川が分流するあたりの川底にこぶし位の石が多く敷き詰め
てあり、移したり家に持って帰るとたたりがある。寺江亭の遺跡とも言われる。

神崎川

57 今福興法寺 今福 （法然、織田信長） 今福興法寺
今福村の興法寺は法然上人の開基。石山合戦の際、信長の焼き討ちに遭い、住職
は石蓮寺村（現豊中市若竹村）に逃れて寺を再興した。今福の旧家は今でも興法
寺の檀家で、寺の門前だった家は「寺前」という屋号を伝えている。

小田村勢、しるべ2、興法寺住職談話

58 今福の大工 今福
神崎川に接した今福には船大工が多く、江戸時代の中ごろには宮大工になるもの
も出た。京都御所・四天王寺の工事にも携わった。船大工の道具を家宝にしてい
る家もあるという。

しるべ、小田村勢、興法寺住職談話

59
万丈堤防（バンジョ
堤）

常光寺・今福・梶ヶ
堤・杭瀬・長洲

戸田氏鉄
神崎川の洪水を防ぐため、藩主戸田氏鉄の指導で「万丈堤防」、俗に「バンジョ
堤」を築いた。

しるべ、小田村勢、市史2、神崎川、
尼事典



60 浄光寺の縁起
浄光寺（常光寺3丁
目）

釈恵満、弘法大師、
沙門慶海、性海法印

浄光寺

夜毎に不思議な光が海中から出ていたが、昆陽寺の僧釈恵満が夢のお告げで観音
が光を放っていることを知り、引き上げて堂に祭った。恵満の死後、天長年間に
弘法大師が訪れ、浄光寺と名づけた。南北朝時代、北朝の箕浦次郎左衛門俊定が
ここに陣をかまえ、南朝の楠木正儀の攻撃を受けて寺は焼失した。寺僧は庵をか
まえて観音を安置し、再興を期した。慶長年間、沙門慶海が観音を伝法の浦（現
大阪市此花区）に移したが、貞享三年性海法印が夢に光を放つ尊像を見て捜し求
め、黄金の観音像と浄光寺縁起を得た。性海法印は常光寺の村人と寺を再建し、
尊像を迎えた。

摂群談、小田村勢、市史10、尼伝説、
尼事典、尼散歩、TOM

61 牛墓 常光寺　今福
お盆の際、牛に塚
の周りを回らせる

常光寺の竹の花（小字）の畑の中に、浄光寺合戦（箕浦と楠木の合戦）の戦死者
を祭ったという塚があり、今福・常光寺の牛を飼っている家は、毎年お盆の早
朝、牛を装飾してこの塚の周りを回らせる。

しるべ、神崎川

62 車持君 長渚（長洲） 履中天皇 禊

履中天皇の皇妃が亡くなられたので原因を求めたところ、車持君が筑紫で勝手に
宗像神社の神戸になっていた車持部を奪い返した罪のためであろうといわれた。
天皇は車持君に悪解除・善解除の罪を負わせ、長渚崎（長洲の海岸）で禊をさ
せ、車持部を召し上げた。

書紀、市史1・4、尼事典

63 長輪月 長洲
長洲の村人は月の名所として長洲を「長輪」と呼んだ。秋の夕暮れに月見に趣き
深いところという。

摂群談

64 長洲浜の名産 長洲
元禄年間、尼崎長洲の名産として「簾引魚」「煎雑喉」「鳥貝」「海馬」があっ
た。

摂群談

65 長洲堤のなつめ 長洲 弘法大師
長洲堤のなつめは
熟れない

長洲堤の両側にあるなつめは、昔、弘法大師が訪れて老婆に分けてくれるよう頼
んだが断られた。以後なつめは熟れなくなった。他の場所に植え替えれば熟れる
という。

現勢史、尼伝説、TOM

66 菅公船繋ぎの松 長洲 菅原道真
「菅公繋船松」（長
洲小学校北門）

大宰府に赴く際、菅公は長洲に泊まり、この松に船を繋いだという。
尼志　小田村勢、昔と今、尼伝説、
TOM

67 菅公足洗いの池
天満神社（長洲東通
3丁目）

菅原道真
天満神社、「菅公足
洗之池」

菅公が長洲に泊まった際、この池で足を洗ったという。
小田村勢、尼今昔、市史10、尼伝説、
尼散歩、TOM

68 菅公の画像 天満神社 菅原道真 天満神社、菅公歌碑

菅公は「長洲（ながす）」という地名に自らを重ね、歌を詠み、自画像を書いて
里長に与えた。この画像に酒を供えると画像が酔いを帯びた。『尼崎志』によれ
ば青山某が画像を姫路に持ち去ったが一族に不幸が続き返納した。しかしその後
また行方不明となったという。

摂群談、現勢史、尼志2、昔と今、尼
伝説、尼散歩、尼事典、TOM

69
鶏を飼わない・ねぎを
作らない

長洲（旧中長洲村） 菅原道真 天満神社

天満神社の氏子は
ねぎ・鶏を育て
ず、食べない。ね
ぎ畑にはいるとね
ぎが枯れる。梅干
とねぎを同食しな
い。

菅公が長洲に泊まった際、鶏が時を告げたのを嘆いたので天満神社の氏子は鶏を
飼わず、食べない（わざと早く告げさせたとも、遅く告げたともいう）。菅公が
長洲をたつとき、人も草木も悲しみ頭を下げたのにねぎ（一説には川を流されて
きたねぎ）だけがしゃんとしていたので村人は憎み、ねぎをつくらず、食べない
ようになった。他に昭和17・18年の長洲国民学校発行のパンフレットには天満社
の氏子がねぎ畑に入るとねぎが枯れる、梅干（菅公）とねぎ（時平ら）を同食し
ないなどの言い伝えもある。

現勢史、小田村勢、尼今昔、市史10、
しるべ3、昔と今、尼伝説、尼散歩、
尼事典、TOM、天神記

70 神功皇后と神埼 神崎 神功皇后
神功皇后が新羅に出兵する際、神崎の松原に神々を集め戦勝を祈った。また長
門・熊襲を征討する際にも祈ったが、神々が集まらないので神前審神浜を住吉大
神に寄進して神々が集まることを願った。

神代記、摂風土、市史4

71 スサノヲノミコトと鯉 神崎・戸之内 スサノヲノミコト 神崎須佐男神社
鯉を捕らえず、食
べない

神崎・戸ノ内・庄本（豊中市）は産土神にスサノヲを祭っている。昔スサノヲ
（神功皇后とも）が賊に川辺に追い詰められた際、鯉が橋になり、逃れたため、
この三村は鯉を食べない。戸ノ内が大水にあったとき、鯉が寄ってきて神を庄本
に移したので鯉を捕らえず、食べないことになったともいう。祭礼の意匠にも鯉
が用いられる。藻川・猪名川・神崎川の合流する神崎は鯉の巣で「鯉淵」と呼ば
れていた。

小田し、小田村勢、市史10、しるべ
１、尼伝説、TOM

72 遊女トネクロ 神崎 遊女トネクロ
神崎の遊女トネクロは西国に下る途中、海賊に殺されるが、その際、歌をうたい
極楽往生した。

宝物集

73 性空上人と神埼の遊女 神崎 性空上人
平安時代中ごろ、普賢菩薩を信仰していた性空上人は生身の普賢を見たくば神崎
の遊女の長者を見よとのお告げを受ける。長者の歌を見ながら性空上人が目を閉
じると普賢菩薩の姿が浮かんだ。

古事談・十訓抄

74 遊女塚と淘上橋 神崎 法然上人、上田秋成
「遊女塚」（神崎町
梅ヶ枝公園）

法然上人が讃岐に流される際に神崎の泊に入った。五人の遊女の訴えに念仏を授
けると遊女たちは神崎川に身を投じた。遊女の亡骸がかかった橋をゆりあげ（淘
上）橋と呼んだ（現在の神崎橋とも）。上田秋成はこの伝承を元に長歌を詠み、
『春雨物語』にも取り入れている。

法然伝、明義抄、遠流記、摂群談、三
才、摂名所、藤簍、春雨、小田し、小
田村勢、市史１、しるべ9・10、しる
べ23、春秋58、尼文学、尼伝説、尼散
歩、TOM

75 梅が枝の手水鉢 神崎　神崎の郭 梶原景季、梅が枝
浄瑠璃。梶原景季は、恋人の遊女梅が枝に、質入しているよろいを受けだしたい
が三百両の金がいると相談する。梅が枝が手水鉢を無間の鐘に見立ててたたく
と、上から三百両が降ってきた。

ひらかな盛衰記、尼伝説、TOM

76 熟さない桃 神崎 僧
みすぼらしい姿の僧が庭先の桃を食べさせてほしいと頼んだが断られたので、
「桃はなっても石桃だ」と言って立ち去る。以来、桃が熟さない。

解放史、尼伝説、神崎今

77 おくり狐 神崎
化かされないよう
大声で歌う

神崎の寺内を通る細い道に、日本髪を結って縞の着物を着た「おくり狐」が出
た。

神崎今、水輪

78 オイテケ池の河童
下畔公園（次屋三丁
目）

河童が夜、通る人に「オイテケー、オイテケー」と叫ぶ。食べ物などをおいて逃
げないと熱病にかかって死ぬ。村長は賞金をかけたところ、武士が来て河童の右
手を切り落とした。

神崎今、神崎川

79 馬橋1 次屋二丁目小寺家前 馬橋の由来

次屋のあたりで合戦があり、追われて逃げる武士が百姓に助けを求めたが、百姓
は追う側に加勢して武士を討ち取ってしまった。下坂部の人がこの橋のあたりに
来ると行く手が暗くなって歩けなくなる。大勢でその人の名を呼ぶと、それを頼
りに帰れる。

小田村勢、尼伝説、水輪49、TOM

80 馬橋2
次屋二丁目小寺家前
下坂部、久々知

友御前
荒木村重の時代、友御前というお姫さまが村人の密告にあい殺された。下坂部、
久々知の村人が橋を通ろうとすると白い馬が現れ渡れなくなる。村人が大声で呼
ぶと馬が消える。

神崎川

81 義人弥次右衛門 浜・次屋・潮江 庄屋の弥次右衛門
伊邪那岐神社、弥次
右衛門之碑

元文元年の春、弥次右衛門は８４、５才だったが、領主の苛酷な年貢取立てを幕
府に直訴し、元文四年五月十六日、伝馬町の牢で牢死した。

小田村勢、上方97



82 矢文石
久々知須佐男神社
（久々知一丁目）

源満仲 矢文石 須佐男神社の拝殿前にある大石に、源満仲がふんばって多田城へ矢文を射た。 小田村勢、尼伝説

83 春日さんの神鹿
伊居神社（下坂部四
丁目）

奈良春日大社から神鹿が下坂部春日社へ使いにくる途中殺された。下坂部の村人
が哀れに思い参道の第二灯籠下に埋葬した。のち骨片が出土した。

老翁

84 潮江の由来 潮江 源融
源融が塩竃を模した庭園を造ったとき、潮を汲んだことから「潮江」の地名がつ
いた。

摂群談

85 力持ちの石 下坂部 澤田猪平
澤田猪平は、村の青年のすすめによって、村の力持ちの石を家に持ち帰り、風呂
場の段石にした。

老翁

86 常願寺の縁起 常願寺 真雅僧正
真雅僧正が諸国行脚で下坂部に立ち寄ったとき、夢に吉祥天女が現れ、僧正はそ
こに安住山常願寺を建立した。

小田村勢、老翁、尼伝説

87 三本松 下坂部小学校 供の御前
明治17、8年ごろまで供の御前の墓と呼ばれる三本松があったが、いまは小学校
敷地で松はない。

小田し、神崎川

88 猪名の篠原 神崎と伊丹の間
篠を折ると狂気に
なる

神崎と伊丹の間に「猪名野篠原」があり、水が湧いていた。通る人が篠を折ると
たちまち狂気になる。

筆拍子、奇観

89 左門殿川と左門殿橋
左門殿川、左門殿橋
杭瀬・寺島

戸田左門氏鉄
元和三年、尼崎城主となった戸田左門氏鉄が開削した川を左門殿川、橋を左門殿
橋という。大阪では左門橋と呼ぶ。

尼志三、市史、阪史話

90 錦楽寺の由来 吉備彦神社 吉備真備

吉備真備に野馬台詩の読み方を教えたクモは穴に入って行方がわからくなった。
真備はその土を錦の袋に入れて帰朝し、その土をおいた上に錦の袋にちなんで錦
楽寺を建てた。寺がなくなったあと一品神社が祀られた。参詣すると囲碁が上達
する。社殿下には唐土を埋めた空井戸がある。村には雷が落ちない。

摂群談、尼志2、しるべ5

91 治田寺の開基
治田寺（戸之内町２
丁目４）

行基 治田寺
童子が木を「尊像である」と指したのを聞いた行基の報告により、天皇が寺院造
営の宣下を行った。行基は薬師如来像を彫り、寺院を作り、東西の川（猪名川・
藻川）に橋を架けた。

治田寺縁起（兵庫県史資料編中世４）

92
頼朝・二位尼・実朝の
遺骨

治田寺（戸之内町２
丁目４）

二位尼（北条政
子）・源実朝

治田寺

北条政子が政務をとっていた時、北庄園は源実朝の領地であった。治田寺旧記が
上聞に達し、田地を寄付され、伽藍を建て増して聖林寺と呼ばれた。その後、頼
朝・政子・実朝の遺骨が将軍九条頼経より贈られ、治田寺本尊の手の上の瑠璃壺
に収められている。

治田寺縁起（兵庫県史資料編中世４）

93 治田寺の本尊
治田寺（戸之内町２
丁目４）

行基僧正・鎌倉二位
禅尼（北条政子）

医王山治田寺
本尊の薬師仏は鎌倉二位禅尼が安置したものとも、行基が治田寺を建立する際に
池の中から得たものともいう。

摂群談

94 椋橋古城
治田寺（戸之内町２
丁目４）

池田勝入（恒興） 治田寺・椋橋古城 治田寺境内に椋橋古城の旧跡がある。池田勝入（恒興）の出城であった。 摂群談

95 椋橋城 戸ノ内 椋橋城
椋橋城は旧小字「殿ノ内」にあったという説があり、それが転じて「戸ノ内」に
なったとも。細川氏の抗争の際に焼失したといわれている。

地域史6、松田佑氏

96 椋橋の名の由来 椋橋
林と堤に生えている木が高くそびえ、太陽をさえぎり橋の上も暗くなったので暗
橋＝椋橋と呼ばれた。

治田寺縁起（兵庫県史資料編中世４）

97 魚の橋 戸ノ内 行基 殺生禁断
行基が椋橋を訪ねて来た際、洪水で橋が落ちていた。鯉が水面に並び、行基はそ
れを渡った。人々はそれを「魚の橋」と呼び、河の上下十八町の人たちは殺生禁
断を定めた。

治田寺縁起（兵庫県史資料編中世４）

98
鯉を捕えない・食べな
い１

戸ノ内・庄本椋橋総
社（豊中市庄本町１
丁目）

行基 椋橋総社
鯉を捕らず、食べ
ない

行基が戸ノ内と庄中の間の（旧）猪名川に橋を架けようとしたが大水で工事が困
難であった。その時、鯉が集まって堰を作り水流を防いだので、橋を架けること
ができた。それ以来戸ノ内・庄本では鯉を捕らず、食べない。江戸時代にはこの
橋は廃されて渡しになり、今も庄本側に渡しの灯篭が残っています。戸ノ内の対
岸にある庄本の椋橋総社には、鯉伝説の説明板と鯉池が残る。

椋橋総社伝承

99
鯉を捕えない・食べな
い２

戸ノ内素戔鳴神社
（戸ノ内町２丁目
６）

行基 戸ノ内素戔鳴神社
鯉を捕らず、食べ
ない

行基が椋橋荘に来られ、猪名川に橋を架けようとしたが、流れが激しくて工事が
できなかった。行基は素戔鳴神社に参籠して工事ができるよう祈願した。すると
鯉が集まり魚橋をつくり工事を助け、橋が完成した。行基は氏神が神魚を遣わし
たのだとして、椋橋荘の住民に鯉の漁をしたり食べたりすることを禁じた。

戸ノ内素戔鳴神社縁起　『みちしる
べ』33巻38頁71番参照

100
戸ノ内素戔鳴神社の縁
起

戸ノ内素戔鳴神社
（戸ノ内町２丁目
６）

素戔鳴尊・伊香我色
乎命

戸ノ内素戔鳴神社 祭祀
神代に素戔鳴尊が神魚に乗って神埼の水門を経て椋橋荘に来た。椋橋部連の祖・
伊香我色乎命が祭って氏神とした。

戸ノ内素戔鳴神社縁起

101 小中島の雷
小中島素戔鳴神社
（小中島1丁目16）

雷が落ちない

素戔鳴神社の井戸に雷が落ち、氏神が怒ってふたをして閉じ込めた。雷は今後小
中島には落ちないと約束して出してもらった。以後雷は小中島には落ちなくなっ
た。小中島素戔鳴神社は昭和46年、山陽新幹線敷設に伴い社地を移転し、その際
井戸もなくなった。

園田　尼伝説

102 おばただの宮 上坂部・七松 孝徳天皇 小墾田神社 祭り

上坂部の村では、孝徳天皇が都を飛鳥から難波長柄豊碕宮に遷される際に仮宮の
「おばただの宮」（江戸時代から小墾田宮とされる、歌枕）を営んだと伝え、小
墾田神社を祭り毎年10月2日に祭りを行っている。『摂陽群談』には七松村にも
同様の言い伝えがあるとする。明治の初期には板田小学校・小墾田小学校があっ
た。

摂群談・丸網目・小田村勢・しるべ4

103 板田の橋
上坂部・七松・尼崎
城下・伊佐具神社

二条院讃岐・善信法
師・源実連（伝未
詳）

伊佐具神社　歌碑

歌枕である「板田の橋」は大和にあったともされるが、『摂陽群談』では川辺群
上坂部村にありとする（『夫木集』は尾張国説、『歌枕名寄』は七松村・尼崎城
下との言い伝えがあるとする）。伊佐具神社境内に『玉葉和歌集』にある「板田
の橋」の歌碑があるが、その建立の経緯は不明。

摂群談・しるべ4・伊佐具神社略記

104 赤松円心と伊佐具神社
伊佐具神社（上坂部
3丁目）

赤松則村（円心）・
並川誠所・山口屋伊
兵衛（菅廣房）

伊佐具神社

赤松円心が必勝を祈願して伊佐具神社に甲冑・太刀を奉納し、散逸しないように
船形の大石で覆った。境内には赤松円心の墓といわれる石造五輪塔がある。また
社号標石は並川誠所が山口屋伊兵衛（菅廣房）から援助を受けて建てたものであ
る。

太平記・伊佐具神社略記・しるべ20・
市史1、20・園田/摂津志・摂名所・市
史4・伊佐具神社略記・園田/しるべ
18・大阪市立博物館紀要32



105 西明寺井の由来
瓦宮・善法寺・額
田・高田・神埼・戸
ノ内

北条時頼
「不朽西明寺堰記念
碑」　善法寺白井神
社（善法寺町14）

藻川筋最下流の西明寺井は、最明寺入道北条時頼が西国行脚の途上、この地の農
民が用水に困窮しているのをみて、井堰を作らせたことによるとする。また法然
上人ゆかりの西明寺（現食満6丁目）がもと神崎にあり、この井の下端が神崎で
あることから「西明寺井」となったとの説もある。

小田し・小田村勢・しるべ8、11

106 富田の七ツ石 富田
「強盗石」に座る
と盗人になる

七ツ石と呼ばれる石があり、1個か2個ずつ四か所に分かれていたが、1個は猪名
川の堤切れの時に川に落ちてなくなり、6個が3か所に集まって「妻夫石」「強盗
石」などと名付けられた。「強盗石」は金石（未詳）で、神代に盗人がこれを切
り取り「明神強盗」と名乗ったことから名付けられたと伝えられた。この石に座
ると盗人になるとされる。

市史6（川辺郡富田村附込指出帳）・
ニュース13

107 富田村の牛の菖蒲 富田 塚
富田村の旧小字門廻りに、長さ四間・巾二間ほどの塚があり、5月5日に牛の角に
菖蒲の花を飾り、この塚の周りを引きまわしたという。

塚・市史（川辺郡富田村附込指出
帳）・伝承者松田佑

108 武田勝親の墓 富田 武田勝親
「武田勝親之墓」善
念寺（東園田1丁目
105）

武田勝頼の子・勝親は武田氏滅亡の後、家臣の栗原左衛門尉に護られて醍醐の密
教寺院に逃れた。そこで齋藤氏の養子となり、尼崎藩主戸田氏鉄に仕えた後、辞
して富田村に住み、寺を創建して善悦と号して103歳で入寂した。孫の知元が寺
号を善念寺とつけ、後、代々その子孫が寺を守っている。善念寺は戦災で焼失し
たが、墓碑が残っている。

墓誌・摂名所・尼事典・しるべ17・尼
伝説・園田・尼散歩・ＴОМ

109 富田の村びと 富田 富田の村人は太古池田から移住してきたという。 伝承者藤田寛治・採話松田清香

110 船詰神社

船詰神社（旧所在地
富田村神上、現所在
地東園田町1丁目
359）

船詰神社、船詰神社
旧跡・礎石（東園田
町2丁目、船詰公園）

船詰神社は旧富田村の鎮守で、土地区画整理で昭和50年に移転するまで小字「神
上」にあった。神社には周濠があり土器が出土することから古墳ではないかとも
される。祭神は鳥之磐楠船命（記紀では天鳥船）で、猪名川・瀬戸内海水運の守
護神としてまつられたとされる。船詰は船溜まりに由来するという説もある。

伝承者船詰神社宮司栃尾光一

111 シャリ田 富田村
村人は近寄らな
かった

旧船詰神社のあった富田村字神上の東に「シャリ田」という小字があった。旧猪
名川の堤ぎわで、昔多くの人が漂着し、葬る人もないまま骨になった。田はな
く、南北に長い溝形の池があって村人は近寄らないように言われていた。今は住
宅地になっている。

伝承者松田佑

112 だらん所 富田　椎堂

昭和40年から44年の改修工事以前、船詰神社の東側の猪名川に「だらん所」「ど
うらん所」と呼ばれる淵があった。猪名川が水運に利用されていたころの船着き
場であり、商人が胴乱（腰につける四角い巾着）から金銭を出して取引をしたこ
とによる名とされる。

園田・伝承者松田佑

113 田能村大和守
田能　田能春日神社
（田能5丁目7）

田能村大和守
田能村大和守碑（農
業公園）

田能村荘の領主田能村大和守が、寛正2年（1461）、隣接する興福寺・春日社領
の原田荘（豊中市）との間に久米井（灌漑用水路）の領有権をめぐる水論を起こ
し寺社側の領界杭を抜き取った。興福寺・春日社は幕府に訴えたが、大和守はす
でに逃亡しており、田能村荘は欠所として管領の支配下に置かれた。寺社は再び
訴えを起こし、代替に橘御園荘内の入組地が与えられた。寺社側の村民は大和守
の屋敷を焼き、神木を立てて勝利を宣言したという。これが田能の春日神社の発
祥である。

阪市話1・市史1・尼事典

114 天狗さんの涙 南清水
土を持って帰ると
雨が降る、悪いこ
とが起こる

南清水にあった天狗塚（大塚山古墳）は土を持ち去ると大粒の雨が降り、「天狗
さんが泣いてはる」といい祟りを恐れて家に帰ったという。土を家に持って帰る
と悪いことが起きるといい、その家の塀が倒れ、病人が出るという。天狗塚は前
方後円の中期古墳であったが、現在は全く失われて小祠を残すのみである。

市史1、10・園田・尼伝説・尼事典・
ＴОМ

115 安養寺の縁起
安養寺（東園田町5-
125）

織田信長、准如上人
旧小字法界寺には行基の開いた天台宗普光山法界教寺があったが、石山合戦のと
き織田信長に焼かれた。その後、准如上人が安養寺を再建した。

安養寺縁起（同寺に掲示）

116 猪名寺廃寺
猪名寺、法園寺（猪
名寺1-31）

法道仙人、荒木村重
猪名寺廃寺心礎、廃
寺址碑（猪名寺1-
41）

猪名寺は、大化年間に法道仙人が開き、行基が薬師仏を刻んで安置したという伽
藍を備えていた。荒木村重の乱で焼失した。（現在は法園寺と廃寺址公園）

摂群談、市史1、尼辞典、尼散歩

117 三平伝説 御園 三平
三平供養塔、三平井
組由来碑、三平記念
碑

ある年（一説に天正三年）五月の干ばつのとき、庄屋の息子（一説に浪人）三平
は、禁を犯して堤防を破り、水路に水を引いた。三平は責任を取って自害し、水
路は義挙をしのんで「三平井」と呼ばれるようになった。

市史2、六樋、昔と今、地域史2酒井
1、尼伝説、尼事典、尼散歩、園田、
TOM

118 一本松のお地蔵さん 園田食満1-1 歯が痛いとき、一本松のお地蔵さんにお願いすれば治る。 山下忠治氏

119 歯神さんと鯰
白井神社（東園田町
4-53-1）

手力男命 道標
江戸時代には「歯神さん」と呼ばれ、灰谷霊験があるとされた。祭神は手力男
神。鯰は手力男神の死者で、鯰をとらえたり食べたりすると歯痛になり、鯰を食
べませんと祈ると歯痛が治るという。

摂津志、摂名所、市史10、しるべ別冊
「道標」、「神社」「絵馬」、尼伝
説、尼散歩、尼事典

120 食満の地名の由来 食満
食満の地名の由来は、①牧草が多く牛が満腹していた。②土地が豊かで食に満つ
る。③仁徳天皇の時代、七色の野菜を献納していたことから食満の名をつけても
らった。の３説がある。

山下忠治氏（③は宇保登氏からの聞き
書き）

121 ダイジョーゴさん 上食満大将軍公園
境内に手を加える
と雷を落とす

明治45年に稲荷社に合祀されるまで大将軍社があり、ダイジョーゴさんと呼んで
いた。雷が祭っていあったともいい、慶大にてをくわえたりすると雷を落とす祟
り神として恐れ、近寄らなかった。祭らなくなってから雷が落ちるようになった
ともいう。

市史10、ニュース18・しるべ9・10・
34田中敦、尼伝説

122 天神さんの屋敷あと 中食満（食満7-6） 天満宮址碑
「天神さんの屋敷あと」といわれる小高いところに梅の古木があり、天まで届い
ているといわれる。牛をつないだり、不浄なことをすると祟りがある。屋敷は菅
原道真ではく、天つ神を祀っていた。

市史10、しるべ13・19・34田中敦、
ニュース12田中、しるべ別冊「尼崎の
伝説」、尼伝説

123 ギョーギさんは逃がす
中食満、富田、戸ノ
内

ギョーギさんとい
うフナは食べない

下食満にいるギョーギさんというフナは、ふつうのフナより細長くて白っぽく、
内臓部分が青紫色に透けて見える。このフナは水死者の生まれ変わりだといい、
誰も取らず食べないで逃がす。

市史10、松田佑氏（昭和2年生）

124 西明寺 西明寺（食満6-12） 西名寺山門前標石
文治年間、法然上人が開いた。法然が流されるとき船中で本尊の阿弥陀仏を刻ん
だ。

摂群団、市史10、山下忠治氏

125 橘御薗と難波江館 橘御薗
平安時代から鎌倉時代にかけ、立花御そのという摂関家荘園があり、特産品とし
てかんきつ類をしあ倍していた。鎌倉時代、橘御薗の海近くに「難波江館」とい
う鷹司家の別荘があった。

勘仲記、市史1・4、しるべ9生沢英太
郎、尼事典



126 名月姫 尾浜
刑部国春、名月姫、
能勢家包、松王丸、
平清盛

伝名月姫の墓宝篋印
塔、尾浜八幡神社

尾浜の豪族、刑部国春の娘名月姫は14歳のとき能勢家包にさらわれて妻になる
（家包に嫁したともいう）。父国春は悲しみのあまり出家し諸国行脚していた
が、平清盛による大輪田泊改修のための人柱にされることになる。家包夫妻は父
国春の助命を嘆願し、その姿を見た清盛の健児・松王丸が人柱にたったので国春
は救われた。

幸若舞「築島」、摂群談、摂名所、尼
今昔、立花志、昔と今、尼文学、尼伝
説、尼散歩、TOM

127 国春の山荘の古跡 三反田浜
三松刑部左衛門尉国
春

三反田字浜に、神崎の住人三松刑部左衛門尉国春の山荘の後と伝えられる場所が
あった。国春居宅は神崎と三反田浜の両方にあったともいう。

摂群談、三才、立花志

128 恋やヶ淵
七松（東七松歩道
橋）

名月姫
現在の市立昭和中学校の南西あたりは昔、七松村の水路の合流点で、「恋やヶ
淵」（コヤグチともなまった）と呼ばれ、名月姫が投身自殺したところという。

ニュース2西村勇作

129 七ッ松村の由来 七松 源頼信

昔、七ツ松村は葭原村という寒村だった。寛仁3年、源頼信が通りかかったとき
松の傍にいた小さな童子が村の窮状を訴えて消えた。頼信はこのことを奏上し、
水田を寄付して八幡宮を勧請した。頼信は一本の松のところに六本の松を植え、
八幡宮を七ツ松八幡宮と称した。

立花志、しるべ14西村伊作

130 荒木村重一族の処刑 七松 荒木村重
慰霊碑　七松八幡神
社（七松町3-10）

天正七年十二月十三日、有岡城で信長軍に捕らえられた村重の一族は七松に連行
され上臈122人は磔、下級武士の妻子388人、若党124人は農家に押し込まれて焼
き殺された。

信長記、川千鳥、立花志、市史2、
ニュース6・7西村伊作、尼事典

131 板田沼 七松 孝徳天皇
七松村に「板田沼」一名「おばただの沼」（小墾田沼とも）がある。孝徳天皇が
営んだ「おばただの宮」があったともいう。

摂群談

132 さかさ川の小笹と葦 水堂 武士
川の一部で流れが逆になる「さかさ川と呼ばれる部分がある。天正十年、山崎の
合戦で追われた武士が、川に飛び込み身を隠した。さかさ川に生える小笹は片葉
で、葦のははさかさ巻になる。

園、解放史、戌井、尼伝説、TOM

133 目のふちの黒い魚 水堂 武士

目のふちの黒い魚
は行儀菩薩のお使
いだから、取った
ら罰が当たる。

戦いで目を負傷した武士が「さかさ川」の水で顔と目を洗ったら痛みがとれ傷が
治った。この武士は行基を信仰していたので、行基の使いの魚が目の毒を吸い
取ったが、代わりに魚の眼のふちが黒くなった。「さかさ川」の眼のふち黒い魚
は行基のお使いの魚なので、取ったら罰が当たる。

園、解放史、戌井、尼伝説、TOM

134 円光地蔵 水堂

水堂の畦道の端に「円光地蔵」があった。「如来坊」と呼ばれる一石五輪塔を中
に、「善導坊」といわれる丸い石が左右に並んでおり、その前を「地蔵前」と
いった。開発がすすみ「円光地蔵の如来坊」は水堂総合センターの横に祭られ、
「善導坊」はどこかへ合祀された。

園、戌井

135 赤エビ（1） 水堂 武士
赤エビは捕らえな
い。

円光地蔵の横の小川に、体長三センチほどの赤い川エビがいた。このエビは切腹
した武士の血が川に入り、恨みでずっと赤いという。村人は気味悪がりながらも
大切にして、捕らえたりしなかった。

園、解放史、戌井、尼伝説

136 赤エビ（2） 水堂
大井戸長者墓殿、戌
井貧乏宮殿

大井戸長者墓殿の倉庫から小豆が一俵なくなり、戌井貧乏宮殿が赤いものを食べ
ていたといわれ疑われるが、腹を裂いて出てきたのは赤エビだった。

戌井

137 金衆寺の豆狸 水堂
身の丈ほどの真菰の茂ったさかさ川の川辺を歩くと、頭の上から砂が降ってき
た。これは金衆寺の豆狸のいたずらだという。

戌井

138 馬の足形石 水堂 天武天皇
足形石（水堂北公
園）

天武天皇が皇太子だったころ、水堂を通りかかり（一説に有馬へ行く途中）、皇
太子の乗った馬（一説に車を引く馬）の足形が石に残った。石は水堂来た公園に
あるが、足形面を下にしているため見えない。

園、尼伝説、TOM

139 昆陽川の行基さん 塚口昆陽川 行基
行基さんは食べな
いで逃がす

行基菩薩が通りかかったとき、農民がフナを焼いていた。行基が魚を買い上げて
逃がしたところ生き返って泳ぎだした。以来、昆陽川には焦げたような茶色のま
だら模様のある魚がいて「行基さん」と呼ばれており、土地の人は食べずに逃が
す。

塚口神社縁起

140 如来塚 塚口昆陽寺 行基 行基が昆陽寺にいたとき、はるかに光明を見て、仏像を得た。 摂群談、立花志

141 笠の池 塚口東富松 行基
塚口村と東富松村の境に「笠の池」という池があった。行基が皮膚病（かさ）に
かかっている人に池の水を浴びせたところ皮膚病が治った。

立花志、尼伝説、TOM

142 塚口の藤 塚口
元禄時代、塚口村本願寺御堂（正玄寺）の藤は、蔓が四方に茂り、花は地につく
ほど垂れていた。

摂群談

143 富松の夜泣き石
東富松富松橋東詰：
円受寺

東富松川にかかる富松橋東詰、東富松の円受寺にある大きな石は「夜泣き石」と
呼ばれる。理由は①もと川にあったので「川に戻りたい」、②もと昆陽にあった
ので「昆陽に戻りたい」、3二つの石は夫婦だったので「一緒になりたい」と泣
く

富松記、円受寺住職橋本一哉氏、TOM

144
朝川から現れた阿弥陀
仏

東富松 塩田半兵衛
天保6年、塩田半兵衛は朝川のほとりから「半兵衛、半兵衛」と呼ぶ声を聴き、
阿弥陀仏を見つけた。塩田家に祀られている。

立花志

145 梅の木塚
東富松（塚口町5-
25）

用明天皇、
用明天皇の墓。梅の名所。一説に、武庫川あたりで討たれた高師直の部将の首
塚。

立花志、口碑、尼伝説、TOM

146 茨木童子 東富松須佐男神社 茨木童子

東富松で生まれながら牙が生えた眼光鋭い子どもが生まれ、茨木に捨てられて茨
木童子となった。のちに父母が危篤であることを知った茨木童子は見舞いに戻っ
たので、父母は団子でもてなした。童子は、「自分は東寺の門に住んでいるが、
二度とは来ないだろう」と告げて去った。あとを追った両親が行方を見失ったと
ころが「安東寺」で、童子が戻ったとされる日に「餌祭」が行われる。須佐男神
社の「八朔祭」に伝承されている。

摂群談、立花志、市史10、昔と今、尼
伝説、TOM

147
武庫川と猪名川のけん
か

武庫川・猪名川
住吉大神、猪名川女
神、武庫川女神

住吉大神の妻になりたいと、猪名川の女神と武庫川の女神が対立し、猪名川の女
神が自分の川の大石を投げつけ、武庫川の女神は植えていた芹を引き抜いて投げ
つけた。

神代記、市史4、川筋、尼伝説、TOM

148 ゴゼン上り 西昆陽
大雨で武庫川の堤が切れて村が水につかった。それ以来、正月七日に池尻の稲荷
社に参詣し「炒豆が生えるまで、大雨が降らんように」と祈る。これをゴゼン上
りといい、現在は七月に行う。

口碑　伝承者故・氏田良一氏、尼伝
説、TOM

149 行基さんの忘れ杖 西昆陽　稲荷神社 行基
行基が西昆陽の田を見回っていて、忘れた桜の枝の杖が根付いた桜が西昆陽の稲
荷の西側にある。

石井松男氏（S20生）、尼崎の歴史も
のがたり

150 髭の渡し 西昆陽常松 髭安兵衛
髭の老人が茶店をひらいていたので「髭の渡し」といわれ「髭茶屋」という地名
になっていた。同一人物かわからないが、西昆陽墓地に寛政11年没の「髭安兵
衛」の墓があり、茶店を開いていた。

市史2・6、尼事典、尼散歩、しるべ30

151 ギョーギンさん 常吉 行基
ギョーギンさんは
捕らえても逃がす

焼かれている鮒を行基が逃がしたので、常吉の用水路のギョーギンさん（鮒）は
逃がす。うろこが少なく、内蔵は黒く透けて見える。

谷口寛二氏（S11生）



152 源太郎さん 常吉 源太郎
正徳2年の武庫川の氾濫で常吉村が土砂に埋まったとき、一人で土砂を運ぶ源太
郎に村人は勇気付けられた。

中村伊三郎氏（M23生）

153 常吉村の狸 常吉須佐男神社
田の藁ぼうとが燃
える

正徳2年の氾濫のあと、狸が夢に出てきて「須佐男社の稲荷社は復旧したが、わ
しは祀ってもらってない」と言ったので、狸も祀った。現在は忘れられている。

中村伊三郎氏（M23生）

154 破風のない家 常吉（武庫庄） 渡辺綱、茨木童子
破風のない東屋造
り

渡辺綱が羅生門の茨木童子の腕を切り落とした。常吉の渡辺綱の家に伯母が訪ね
てきて鬼の腕を見せてくれと言う。腕を見せると伯母は鬼の姿になり、破風を
破って逃げた。

源盛衰、平家、摂群、摂名、市史10、
昔と今、尼文学、尼伝説、尼事典、も
のがたり、TOM

155 伍左右衛門家の豆狸 常吉 伍左右衛門
昭和のはじめ、常吉の伍左右衛門さんの屋敷に榎か木こくの大木があり、豆狸が
出入りしていたが、うろにふたをしたらいなくなった。

谷口寛二氏（S11生）

156 二人塚
武庫庄、阪急武庫之
荘駅北側

「二人塚」あるいは「ミョート塚」と呼ばれる塚があり、「アサホリの塚」とも
いわれ、井堀・朝堀の塚と伝えられていた。武庫之荘5丁目には「浅堀」の小字
があり、その苗字の家もあった。現在、塚は消滅している。

摂群談、口碑、尼伝説、TOМ、尼崎市
埋蔵文化財遺跡分布地図

157 義民五兵衛さん 武庫庄 五兵衛
墓碑（武庫之庄5丁目
48）

今でも供養がおこ
なわれる

寛文十年頃、武庫庄のフケ田（湿地・泥質地の質の悪い田）を池にするという殿
様の命令に反対した五兵衛は死罪となったが、早馬で中止が命ぜられたのを聞き
違って打ち首となった。人々は悲しみ池になるはずの田に五兵衛さんの墓を建
て、命日に仕事を休み村中で供養した。

市史10、昔と今、尼伝説、尼事典、春
秋94

158 武庫山籠 武庫庄
武庫庄の名産に「武庫山籠（やまかご）」という名産があり、秣や落葉を入れる
ために山村の人が買い求めた。

摂群談

159 八橋
武庫之荘、阪急武庫
之荘駅北側

石橋を八つ渡した八橋という名所があったが現存しない。 摂群談、尼伝説、ＴＯМ

160 武庫の島 西武庫 神功皇后
西武庫は大昔は島で、神功皇后の朝鮮出兵の際、暴風雨にあい、雨宿りをしたと
いう。堤防にはその際濡れた母衣をかけたという「ホーロー松」があった。

口碑、尼伝説、ＴＯМ

161 徳本上人名号碑 守部 徳本上人
名号碑（南武庫之荘6
丁目　中の池公園）

「今法然」と呼ばれた浄土宗の名僧・徳本上人が寛政年間に守部村に来た時、武
庫川の堤が切れそうになっていたのを村人を励まし、決壊を防ぐ方法を指示し
た。人々はその徳をたたえて守部の渡し場の近くに名号碑をたてた。碑の横から
堤防に上がる道を「上人坂」といったという。碑は現在中の池公園に移されてい
る。

福田倖一氏・高田銀蔵氏、つる32、尼
事典

162 種なし蜜柑 守部
江戸時代、守部村の藤右衛門の庭に種なし蜜柑の樹があった。当時は蜜柑には種
があったが、これはそれがなく味がよかったのでもてはやされた。

落穂

163 緋宮作の観音像
観音堂（南武庫之荘
8丁目15）

緋宮光子内親王 観音堂

上守部素盞鳴神社本殿の右にある観音堂は江戸時代まであった神宮寺　松村山寿
福寺の跡とされる。寿福寺は泉涌寺の塔頭戒光院の末寺であった。本尊の聖観音
は後水尾院の皇女緋宮光子内親王御製の張子の観音で、戒光院より贈られたもの
という。緋宮が描いたという十一面観音像の掛け軸とともに秘仏で、毎年8月の
観音踊りの日のみの開帳である。また神社蔵の「おかげ踊り図絵馬」は市文化財
である。

市史5、礼賛

164 泥つき地蔵
泥つき地蔵堂（南武
庫之荘8丁目25）

泥つき地蔵堂
毎年8月24日には
地蔵祭

田植えの時期にふせってしまった老婆の代わりに、日頃から信仰していた地蔵が
代わりに夜のうちに田植えをしてくれた。地蔵の足には泥がついていた。以後
「泥つき地蔵」と呼ばれるようになった。

つる32、尼伝説、ＴＯМ

165
生りものの木が実らな
い

今北
旅人がたくさんなっていた柿や桃を求めたが村人が断ったため、以後実らなく
なった。

解放史、尼伝説

166
珍しい燕子花（かきつ
ばた）

今北
今北村の八左衛門の庭に、白と紫の絞りの花が咲くかきつばたがあった。大変珍
しい花だと城主が「村雲」という名を与えた。

落穂、奇観

167
島中初三衛門のあやめ
池

濱田・今北
濱田と今北との中間に、昔島中三衛門の池があり、あやめの名所として知られて
いた。

大庄誌

168 稲葉千軒
東大島・西大島（今
の稲葉荘のあたり）
今北

現在の稲葉荘のあたりは、昔稲葉寺という寺を中心に千軒もの人家があったが、
荒木村重の乱で焼失した。区画整理をした際、地中から仏像を刻んだ墓石・五輪
塔が、今北の雷池を掘った際には土器が出たという。

大庄誌

169 後醍醐天皇御車止の松 濱田村 後醍醐天皇
濱田の村から尼崎西墓地（西難波町3丁目）に行く途中、濱田川にかかる石橋付
近にあった古い松は、隠岐に流される後醍醐天皇が車を止めたところだという。

大庄誌、尼伝説、ＴＯМ

170 濱田の天皇宿 濱田 後醍醐天皇
後醍醐天皇が隠岐に流される途中、濱田村の寺井家に宿られ、御製を残されたが
火災で焼失し、「天皇宿」の名だけが残った。書き残された文に「津国菜切の里
に宿りて」とあり、濱田村のことだという。

落穂、奇観、大庄誌、尼伝説

171 武内宿祢の墓
濱田（菜切山　菜切
山町１）

武内宿祢
濱田に菜切山という塚状のところがあり、武内宿祢の墓だという。子孫という家
もある。

武庫郡、川千鳥、大庄誌、尼伝説、尼
散歩

172 崇徳上皇と献膳
浜田　松原神社（浜
田町1丁目6）

崇徳上皇 松原神社
松原神社の春祭に
は宮座によって献
膳が行われる。

松原神社のあるあたりは浜田荘と呼ばれ、崇徳上皇の所領があったとされる。讃
岐に流される途中、大風にあった崇徳院は浜田の武内家に泊まられ、鮓・蛤・牡
蠣・まて貝・湯葉・嫁菜・牛蒡・焼米・粽などの料理を差し上げたところ、非常
に喜ばれ「わすれぬの御製」「すくねづかの御製」を賜った。今日でも松原神社
の春祭には献膳が行われている。（浜田荘の北、大北雀部荘は藤原頼長の所領で
あった）

武庫郡、しるべ３、尼伝説、尼散歩、
尼神社、ＴＯМ

173 後鳥羽院の仮御所 浜田　大島 後鳥羽上皇 後鳥羽上皇が隠岐に流される際の仮御所が浜田と大島の間にあったという。 摂群談、尼伝説

174 宝樹院
宝樹院（大島3丁目
17）

桑山重晴 宝樹院

賎ヶ岳の戦いで功をあげ、豊臣秀吉の信任があつかった桑山重晴は、茶人として
も名高く、晩年は仏門に入った。重晴が天正年間に秀吉の念持仏である不動明
王・弁財天を安置し再建したのが宝樹院である。古くは真言宗で宝集院と称した
が、寛永6年、浄土宗となり宝樹院と改めた。秀吉・重晴の木造を蔵し、ともに
市文化財である。

摂群談

175 琴の浦の由来
尼崎の海岸一帯、一
説には東新田のあた
り

菅原道真
菅原道真が太宰府に左遷される途中、尼崎の浦のあたりを他とは違う良い眺め
（異の浦）と称し、歌を詠んだ。それを風雅に「琴の浦」と称したのである。

尼崎志2、尼事典に関連項目



176 琴浦神社の言い伝え 東新田　琴浦神社
琴浦神社（琴浦町
21）

社前を通る船は帆
を降ろし、大名行
列は迂回した。琴
浦社の境内の砂は
毒蛇を防ぐ効果が
あるとして、竹藪
に竹を切りに行く
際には布袋に入れ
て持って行った。

左大臣源融は琴浦神社のあたりにも海水を引き込み「琴の浦」と名付け、風景を
めでたという。現在も琴浦神社の境内、鳥居の東北側に溝のような「潮汲み場」
と呼ばれるところがあるほか、その故事を描いた絵馬もある。『大庄村誌』によ
れば、琴浦社の神額は源融のものとされ、社前を通る船は帆を降ろし、大名行列
は神社の後ろを迂回した。額を外して通ったところ、支障がなかった。また境内
の砂は毒蛇を避ける効果があるという。

三才、摂津志、丸網目、摂群談、摂名
所、笈埃、尼崎志2、尼今昔、大庄
誌、しるべ３、しるべ４、尼伝説、尼
散歩、ＴＯМ

177 雉ヶ坂と礼田
雉ヶ坂（大庄西町2
丁目12・35）

豊臣秀吉・明智光秀 西素戔鳴神社
西素戔鳴神社の氏
子は雉を捕らず、
食べない

明智光秀の伏兵を武庫川の堤の坂にいた雉が飛び立つことで知らせ、豊臣秀吉は
勝利した。そこからこの坂を「雉ヶ坂」という（伏兵がいた町を「待討町＝松内
町」とも）。それに先立ち伏兵を教えた百姓に雉ヶ坂の下に「礼田（いやで
ん）」「礼田池（いやでんいけ）」と呼ばれる田と池を作って与えた。また雉は
神の使いであるとも言ったため、西素戔鳴神社の氏子は雉を捕らず、食べない。

大庄誌、市史10、しるべ２、しるべ
３、昔と今、尼伝説、尼散歩、ＴＯМ

178 御祭神のくじ決め
道意新田、道意神社
（道意町5丁目北）

中野道意・牛頭天
皇・住吉大明神

道意神社
承応2年、大阪海老江の中野道意が尼崎藩の許可を得て道意新田を開発した。そ
の際、神社を勧請することとなり、入植者の出身地である海老江村の牛頭天皇か
野里村の住吉大明神かをくじびきできめたところ牛頭天皇となった。

市史5、ニュース２

179 楠霊神社の由来
楠霊神社（武庫川町
4丁目）

楠霊神社
切ろうとすると害
がある

阪神武庫川駅の南にある大きな楠は、もと墓地に生えており、武庫川改修工事に
伴う移転の際に切ろうとすると人夫が急死したり災難にあったりした。そこで楠
霊祠としてお祭りしたという。また洪水の際にこの木に登り難を逃れたとも、あ
る人が楠のそばを通ったところ霊威に打たれたからともいう。祭神は白龍だとい
う。

大庄誌、ニュース12、尼伝説、尼散
歩、ＴＯМ

180 座頭谷

有馬へ行く座頭が道に迷って行き倒れて死んだ。座頭谷を通るとひだるぼうが付
く。また、昔有馬へ湯治へ行って死ぬと戸板に乗せて帰らずに背に負って帰らね
ばならなかった。六甲山の鬼は死人だと「置いていけ」と言うので、生きている
ように話しかけながら山を越した。

近畿民俗

181 石まら狐 長洲

魚屋が天秤棒を担いで通ると、きれいな女が出てくる。気が付けば魚を全部とら
れて、はじめて狐とわかる。ある魚屋やが石の宝を持っていったところ、案の定
狐が出てきたが、その後悪さをしなくなった。その魚屋が商いに出ると土手の物
陰から「石まら、石まら」と狐が呼んだ。

近畿民俗

182
赤ん坊とアメ（子育て
幽霊）

寺町、日よ辻
日よ辻の飴屋に、夜なると女が飴を買いに来た。それから銭函に石ころや木の葉
が入っている。不思議に思った飴屋のおじいさんが女の後をつけると、寺町の墓
地で姿を消した。しらべると墓の中で赤ん坊が生まれていた。

近畿民俗、尼崎の民話

183 野施行 寺町、長遠寺

大商人とかはでな商売をしている人は寒に入ると野施行をした。水たんごに赤飯
と油揚げを竹の皮包みにしたものを入れてかつぎ、「せんぎょ、せんぎょ、のせ
んぎょー」とはやしながら狐の居そうな穴に置く。稲荷下げが付いてきて、いろ
いろ託宣する。野施行は狐狸だけでなく人間にもよい行事だった。野施行によく
行った長遠寺の狐穴はふたをされている。

近畿民俗

184 成金 成金（浄金）
尼崎の材木問屋、浄金は、1223年に夢で老僧のお告げを受け、京都の千本釈迦堂
へ材木を納めた。

南部再生、義空伝

185 享保の象行列
８代将軍吉宗への献上品としてベトナムから来た二頭の象が江戸へ向かう途中、
尼崎を通過し、人々は固唾をのんで見物した。

南部再生、図説

186 田能の力石 観音堂
観音堂に力石が残されており、「紫雲石　小三郎」と刻印がある。誰も持ち上げ
られなかった石を小三郎という人が持ち上げた記念とされる。石は１８０ｋｇ以
上あるという。

高島慎助｢兵庫の力石｣
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࿑㧝ޔߣࠆߺࠍ㘩ߩஜᐽදജᐫࠆߌ߅ߦขࠅ

 ޔߣࠆߔߦಽ㘃࡯࡝ࠧ࠹ࠞࠍౝኈߺ⚵
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ߡߞߥߦ⏕᣿߇ὐᰳߣ೑ὐࠆࠃߦ༡ᬺᒻᘒޔߣ
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ߥ߇ߺ⚵ࠅขߢ߹ࠇߎޔ߇ߚߞⴕࠍᲧセߣᩏ⺞ߩ
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 ̌㘩ߩஜᐽදജᐫ̍ࠍᵴ↪ࠆ޿ߡߒᣇߣᵴ↪಴

ߩࠄ߆࡞ࡌ࡟ⴕേ࡮⼂⍮࡮⼂ᗧߩߣᣇ޿ߥ޿ߡ᧪
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活動報告 
 

 

 

 

第２回 まちづくり解剖学（2013年 10月 10日） 

 

 

第４回 まちづくり解剖学（2014年 2月 13日） 

 



地域連携推進機構活動報告 

平成 25年度〈まちづくり解剖学 尼崎〉 
  

 平成 22年から本学では、自分たちが立地し
ている地域のことがわからなければ何もわから

ないし、行動に起こすことはできないという思

いから大学をプラットホームにした勉強会を発

足した。地域学習やまちづくりについて地域の

方々、行政の方々からお話を拝聴する〈まちづ

くり解剖学 尼崎〉である。 
さらに平成 25 年、学長を機構長とする「地
域連携推進機構」を発足した。これを核に、学

内の教職員、市役所の職員、地域の方々と一緒

に改めて地域の勉強会を開くこととなった。こ

れが、〈まちづくり解剖学 尼崎〉である。この

年、平成 25 年からは、主催を地域連携推進機
構とし、共催を尼崎市、尼崎商工会議所とで運

営を行っている。 
目的として、 

〇 地域社会、大学、行政それぞれが抱える課

題を共有する。 

〇 これまでの取り組み、問題点・改善点を明

確にしていくことで今後に向けての構想、行

政の役割を理解、自分自身が何をできるのか

考える。 

○ 実施方法は、一つの地域の課題に対して異

なる立場の方々からそれぞれのお話を聞くこ

とで理解を深め、発言することで参加者みん

なの意見を聴き自分の考えをまとめる。 

を掲げ、運営を行っている。 

 

この一年間実施してきた結果としては、 

○ 尼崎市とのこれまでの取り組み、問題点改

善点が明確になり今後に向けての構想、行政

の役割が少し理解でき、自分自身が何をでき

るのか考えることが出来る機会であったが学

科として教員、学生のかかわりについてまで

具体的に思い浮かぶところまで考えつくこと

ができなかった。しかし、方向性が明らかに

なったことで今後の取り組みについて具体化

していきたいと考えます。 

○ もっと学校が（先生方が）抱える課題を共

有できたらと思いました。保護者も教師も地

域の資源を理解してつないでいく役割をもっ

ていることが求められると思います。その力

を、大学で地域と連動させていただいて養成

できたらとも感じました。 

○ 老朽化した集合住宅の再建の話が出ていま

したが、残された生命の量を考え、再建をあ

きらめるという点で限界集落の抱える課題と

の共通点を感じました。今回の話の中で、ま

ちづくりが多様な人々が参加する中で確実に

前に向いている、そのパワーを感じることが

できました。 

○ 若い人を地域へ引き入れようとすれば学校

がキーワードになる、これをどのようにする

かが課題と認識した。 

○ 地域に根ざした大学として、地域住民が元

気になるまちづくりにつながれるようにする

ことが重要だ。 

○ コーディネーターという役割が福祉分野だ

けでなく教育分野にも必要とされていること

が分かった。 

○ 大学で一体何をやっているのかということ

を地域の人たちに知ってもらう手段として、

外に出ていく必要を多いに感じた。その時は、

地域のニーズにこたえたものでなければ、効

果が少ないので、何を求めているのかの調査

が必要である。 

○ 大学の各学科の取り組みを整理しながら連

携する方法を話し合う。 

などの意見が出された。 
 
それぞれのテーマでは、 
〇 町会と小学校区２つのコミュニティがある

ことで地域住民が混乱することはないのだろ

うかと疑問であった。町会→小学校区にコミ

ュニティが交わっていけば、有効的に使えて



行くのだろうと感じた。学生ではない若い世

代（20代前半から 30代前半）をどのように
巻き込んでいくのかが課題だと感じた。 
〇 とてもよくわかりました。特に「地域によ

って高齢者問題も内容がちがう」というとこ

ろまで分析されているのはびっくりしました。

今後の地域の課題にしたいと思います。※（ま

ちの保健室）は３年ほど前に出前講座として

きていただきました。とても好評でした。（園

田南地域包括センターの紹介でした） 

〇 2006-­2008年まで武庫荘総合高に通学して
いたが、食育活動で連携していることを知り

ませんでした。実際に授業を経験してみたか

ったです。また、同じ市内でも、地域ごとに

栄養に差があるということなので、学力と比

例しているのかが気になりました。 
〇 児童教育学科のとりくみの全体がよくわか

った。今後、特に幼保コースのとりくみが幼

教や看護とも連携してとりくんでいけたらい

いなと思いました。また、地域活性化のため

に大学の果たす役割について改めて考えさせ

られた。 

〇 その地域がもともとかかえていた問題が、

より明確になったり、復興を難しくしている

のかと感じました。とくに高齢者が住み慣れ

た土地・家に住み続けることは、日常であっ

ても簡単でないケースもあり、本当に難しい

と感じます。 

などの意見が出されている。 

 

平成 25年実施概要は以下の通りである。 
第 1回 
日時：８月８日(木) 18：15～20：00  
場所：園田学園女子大学 大会議室 
発表者：大江篤教授 
テーマ：尼崎市立杭瀬小学校と本学の連携事業

～杭瀬小学校区センター構想～ 
参加者：23名 

 

第 2回 
日時：１０月１０日(木) 18：15～20：00 
場所：園田学園女子大学 チャティ 
発表者：野呂千鶴子教授 
テーマ：尼崎市を通して学ぶ本学地域看護学（公

衆衛生看護学）教育の特色 
出席者：14名 

 

第 3回 
日時：１２月１２日(木) 18：15～20：00 
場所：園田学園女子大学 チャティ 
発表者：餅美知子准教授 
テーマ：食物栄養学科の地域活動 
参加者：19名 

 

第 4回 
日時：２月１３日(木) 18：15～20：00 
場所：園田学園女子大学 チャティ 
発表者：影浦紀子講師 
テーマ：児童教育学科の地域連携について 
出席者：16名 

 

特別回 
日時：３月２４日(月) 13：30～15：00 
場所：222教室 
発表者：野呂千鶴子教授  
テーマ：住み慣れた地域で安心安全に暮らすた

めの生活環境を考える 
～東日本大震災・豪雨災害被災地における研究

活動～ 
出席者：18名 

 

※ 文中の意見は当日の議論と研究会あとに提

出されたアンケートより析出したものである。 
 

 

 

 

（文責：地域連携推進機構 榎本匡晃） 



【はじめに】 

2013 年 3 月に総務省の「フューチャースク
ール推進事業」が，2014 年 3 月には文部科学
省の「学びのイノベーション事業」が終了しま

す。その成果より，全国の小・中・特別支援学

校のモデル校を中心とした，1 人一台のタブレ
ット端末導入の効果が，明らかになってきまし

た。大阪市などの各自治体もモデル校を選定し

て，「わかりやすい授業」「学力向上」を目指し

た検証をはじめています。しかし，尼崎市はま

だこの分野に着手していません。 
このような背景の中，本研究の目的は，尼崎

市の公立小学校において，将来の 1人一台のタ
ブレット端末導入に向けた足がかりとなるよう

に，タブレット端末を効果的に活用できる授業

場面を抽出することです。 
 

【研究計画】 

以下の手順で，研究を計画・実施しました。 

(1) 2013 年 11 月に，授業での協働学習場面を想

定して，タブレット端末を購入（教師用１台，児童用

８台）しました。低・中・高学年での活用場面を思考

して，研究授業計画を練りました。 

 (2)2013年 12月～2014年 2月の間に，実際に研

究授業でタブレット端末を活用（表１）して，その後

の研究協議で振り返り（計３回実施）を実施しまし

た。 

 (3)2014 年 2 月，尼崎市内の小・中学校に案内し

て，タブレット端末の効果的な活用事例の成果報

告会を名和小学校で開催しました。 

 

【研究成果】 

以下の授業場面で効果を得ることができました。 

・インターネット接続で音声確認でき，英語の聞き

取りに便利 

・興味関心を抱くことができ，意欲的に課題に取り

組めた 

・グループの活用では，教え合いができた 

・思考過程を共有することができた 

・視覚的に内容理解することができた 

・奥行きのある展開図は，タブレットで立体的に確

認することで，イメージが具体化できた 

 

【今後の課題】 

 学年や教科，単元を広げて授業実践を重ね，効

果と課題の抽出を継続していきたい。 

 

 

 

 

活動報告 No.１ 

1人一台タブレット端末実現に向けた ICT活用尼崎市モデルの作成 

研究代表：堀田博史 
研究協力：広岡正昭 

表 1 タブレット端末活用の授業一覧 
月 日 曜日 学年 クラス 教科 単元 

12 6 金 4 1 体育 大なわとび 

12 3/20 火･金 1/2 6 体育/外国語 サッカー/we are good friends!! 

1 23 木 5 5 社会 くらしをささえる情報 

1 31 金 2 2 算数 かけ算 

2 12 水 3 4 社会 尼崎市のしょうかいパンフレットを作ろう 

2 19 水 5 3 総合 情報モラル 

 



【はじめに】 

 市井において頻発するインフルエンザや

ノロウイルス感染症では、ほとんどの患者が

家庭において療養することから、地域におけ

る感染対策が重要であり、手洗いやうがいが

推奨されている。そこで本研究では地域に向

けた手洗い指導の拠点の構築のための準備

として、中高年層を対象とした手洗い指導方

法の検証を行い、有効な手洗い指導の方法を

構築したい。 

 

【研究方法】 

１）研究の趣旨等を説明し、同意が得られた

本学生涯学習センターの受講生を対象に「手

洗い教室」を行い、手洗いの手技の上達、除

菌効果の改善を調べ、手洗いに関する意識や

「手洗い教室」についてのアンケート調査を

行った。 

 

２）「手洗い教室」の概要 

インフルエンザやノロウイルス感染症に

ついて簡単な説明をした後、感染予防の為に

は手洗いが重要であることを伝えた。その後、

蛍光ローションを用いて洗い残しやすい部

分を見つける実験を行い、正しい手洗いを身

につけることが必要であることを実感して

いただいた。手順を示したポスターを使用し

て下記の要点に沿って手洗い方法を指導し

た。 

1、石けんをつけてよく泡立てる 

2、手の平を洗う 

3、手の甲をこする 

4、指と指の間をこする 

5、爪の先を洗う 

6、親指をねじり洗いする 

7、手首を握り洗いする 

8、泡やぬるぬるがなくなるまですすぐ 

10、きれいなタオルで拭く 

 

３）手洗いの除菌効果 

手洗いの前後にパームスタンプＳＣＤ寒

天培地に手のひらを押し当てて細菌を採取

し、37℃で 48時間培養した。 

４）手洗い手技の観察 

手洗いの様子をチェックシートを用いて、

観察して記録する。平・甲・指間・指先・母

指・手首のこすり合わせ、すすぎ、乾燥に分

けてそれぞれ３段階で評価した。 

５）手洗い教室に関するアンケート調査 

 研究協力者に手洗い教室終了後に手洗い

に対する意識の変化や、手洗い教室について

の感想をアンケートにより調査した。 

 

【現在の進捗状況】 

指導用パワーポイント「感染予防のための

手洗い」とポスター「効果的な手洗い方法」

を作成し、12 月から生涯学習センター受講

生へ研究協力の依頼をはじめ、１月に８名、

２月に 11 名を対象に手洗い教室を開催した。

３月現在、収集したデータを整理、分析中で

ある。 

 

活動報告 No.２ 

地域に向けた手洗い指導の拠点の構築 

～手洗い教室の効果の検証～ 

                        研究代表 ：山本恭子 
共同研究員：木村保司、田中響、 

垂水公男、中西衣宮 



【研究目的】 

尼崎市のシティプロモーション指針に、尼

崎市は「①実態と違うイメージを持たれてい

る。②まちの魅力が十分に伝わっていない。

③地域の個性（エリアごとの特徴）が魅力に

結びついていない。④子育てファミリー世帯

の転出超過の原因と考えられる治安や教育の

問題。」の４つの課題があげられている。 
この課題を解決し、魅力あるまちづくりを

推進していくために、地域の資源としての歴

史文化遺産を発掘し、地域住民の手で活用で

きるように基礎的なデータを収集するととも

に、まち歩きやボランティアの人材育成等の

企画を行う。 
【研究計画】 

今年度は、研究期間が限られていたため、

これまで「杭瀬なび。」「杭瀬なび・街あるき

編」を作成した実績をふまえて、小田地区（杭

瀬小学校区）における「残念さん」と全国的

に有名な怪談「播州皿屋敷」の類話であるお

菊伝承の史料調査を実施した。 
また、尼崎市域の伝説に関するこれまでの

文献資料を収集したうえで、活用できる地域

資源のデータベースを目的とした資料収集の

基礎的な研究をすすめた。 
【研究成果】 

① 崎市の伝説データベース 
尼崎市域に伝わる伝説・民話など「フシギ

な話」が一覧できるデータベースの草稿を作

成した（本書 P.4）。尼崎市では、従来から伝
説をまとめた資料が作成されてきた。なかで

も、尼崎郷土史研究会会報『みちしるべ』33
号・34号「特集 尼崎の伝説」や尼崎市立北

図書館編『尼崎の伝説』などがまとまったも

のある。これらの資料を基礎に、他の文献を

渉猟し、一覧できるよう整理した。 
②浄光寺縁起（尼崎市常光寺３丁目）

 この縁起に関して、かつて調査を実施した

尼崎市文化財収蔵庫において資料確認を行っ

た。次年度の年報で史料紹介ができるよう再

調査を検討することとなった。 
③残念さん（尼崎市杭瀬南町） 
残念さんと呼ばれる長州藩士山本文之助

の文献を山口県公文書館で調査するとともに、

現地踏査を実施した。 
④松原神社（尼崎市浜田町） 
松原神社のダンゴノボーという神事につ

いて、氏子がまとめた冊子と関連文書の調査

を実施した。行事の参与観察は大学行事と重

なり、実施できなかった。 
⑤深正院（尼崎市大物町） 
皿屋敷伝承の研究動向を調査するととも

に、深正院での井戸の実地調査、尼崎のお菊

伝承のなかでも古い文献である「銀の笄」（早

稲田大学図書館）を検討した。同史料につい

ては、尼崎郷土史研究会による翻刻があり、

本年報で紹介し、解題を付することができた。 
【今後の課題】 

 地域資源として活用できる伝説 100話を
「尼崎百物語（仮）」として選び、典拠史料の

検討、現地調査の結果など研究成果をふまえ

て、刊行することを目指す。また、杭瀬小学

校区をモデルに活用事例の企画を計画する予

定である。 
 

活動報告 No.３ 

地域資源を活用したまちづくりモデル構築のために基礎的研究 

―歴史文化遺産としての民俗文化財の発掘― 

研究代表 ：大江 篤      
共同研究員：久禮旦雄、久留島元 



【取り組みの背景と動機】  

 日本で出生数の低下がクローズアップされ

た平成元年（1989年）以降、国は少子化を食

い止めるための様々な施策を提示してきた。

国の「子ども・子育てビジョン」では、社会

全体で子育てを支えることを実現するために、

目指すべき社会への政策4本柱と12の主要施

策が、数値目標とともに明らかにされた。そ

の中に、「地域の子育て力の向上」も含まれ、

保育所等での地域子育て支援センター事業や

つどいの広場での子育て支援活動の場の増加

が望まれている。 

 尼崎市ではひとり親世帯が増加傾向にあ

り、親となる人々もそのような家庭で育ち、

自らが親となるまでに多世代との交流経験

を多く持つ人が減少している。そして、その

ことが１つの要因となり、子育てに対する不

安や親役割に迷う状況も目立っている。その

ような親を支え、子どもが地域で健やかに育

っていくためには、子育て支援は欠くことの

できない取組みといえる。しかし、親自身の

背景や生活の多様化に伴い、子育て支援に対

する要望も多様となってきている。そのよう

な多様な要望を踏まえた支援の実現のため

に、支援する側のスキルアップのための学び

は欠かすことができない。そこで、今回の取

り組みでは、子どもの育ちや健康に関する専

門性を有する大学教員が、尼崎市内の子育て

支援にかかわる方々と連携・協働することで、

支援する側の学びに何らかの寄与ができな

いかと考えた。 

なぜなら、子育てに悩む親にとって、身近

で相談できる子育て支援スタッフが、親の

様々な要望を踏まえた質の高いアドバイスや

取組みを実践できることは、親世代（あるい

は育児を担う祖父母世代）にとっては、地域

の中で安心して子育てをすることにつながり、

子どもにとっても良好な親子関係、家族関係

の中で、健やかに生き生きと成長していく（次

世代親としての成長も含め）ことを可能にす

る。またこれらの実践を行う施設で実習やボ

ランティア活動を行う学生にとっても、次世

代の親としての学びとともに、支援する専門

職者としてのロールモデルを学ぶ機会になる

のではないかと考える。 

 

【今年度の成果と今後の取り組み】 

 子育ての当事者、市内の支援者、大学教員、

学生が双方向的に子育てに関する情報や課題

を共有し、解決に向けての連携・協働実践を

行っていくために、大学ＨＰ上に「園女☆子

育てナビ」というサイトを立ち上げた。今後

はこのサイトを活用して、大学内での子育て

支援情報、研修情報、教員や学生のボランテ

ィア情報などを発信していく。研修では各学

科教員の協力を得て学内あるいは要望のある

場所での開催を実現していく。また、学外の

専門家による研修情報も発信していく。そし

て、参加者にその効果を調査し取り組みの成

果を検証する。  

 

活動報告 No.４ 

地域と大学の連携・協働による子ども・子育て支援者の課題解決 

－尼崎市における子ども・子育て支援の実態を踏まえて― 

研究代表 ：竹元惠子 
共同研究員：新井香奈子、藤澤政美、根本順子、 

影浦紀子、黒岩志紀 



【はじめに】  

 高齢化に伴い、日本の人口の年齢構成や世

帯類型の構成は大きく変化し、高齢者の生活

様式や考え方、価値観は多様化している。新

たな価値観を持った高齢者が尊厳を持ちなが

ら、安心して多様な暮らし方ができる地域社

会のあり方が問われている。 

尼崎市総合計画には「高齢者が地域で安心

して暮らせるまち」づくりがあげられ、「高齢

者の豊かな知識・経験・能力が地域福祉の向

上に大きな役割を担えるよう、社会参加の機

会を提供し、ふれあいと生きがいのある地域

社会の形成に努める。」ことが施策として取り

組まれている。 

 園田学園女子大学は 30年以上にわたりシニ

ア層向けに大学を開放し、生涯教育を推進し

てきた歴史がある。  

本研究の目的は園田学園女子大学生涯教育

センターにおけるシニア専修コースで学ぶ高

齢者を対象に、高齢者がこれまでの経験と生

涯学習の成果を地域で生かす具体的な活動に

ついて検討することである。 

【園田学園女子大学生涯学習シニア専修コー

スについて】 

 シニア専修コースは、①生涯学習の機会の

提供②学習が個人の成長になる③社会に貢献

する人材の育成を目的としている。  

 平成 25年度シニア専修コース受講者は 328

名で年々増加傾向にある。女性 161名(49％)、

男性 167 名(51％)で男女の割合はほぼ同じで

ある。高齢者は 286 名(87％)である。受講者

で最も多い年代は 65 歳から 74 歳の前期高齢

者 162 名(57％)である。後期高齢者が 92 名

(32％)で、80歳以上が 44名（13％）である。

居住地は尼崎市が 80名（24％）それ以外が 248

名（76％）であり、市外からの受講者が多い。 

【生涯学習の現状と課題】 

①学生との交流のありかた 

シニア専修コースで学ぶ高齢者は学生との

交流を希望している。大学内での高齢者の存

在意義について可視化する。 

②自己実現型が多い 

 ボランティア、地域活動に熱心な層とはや

や異なる。「福祉」というコースは人気がない。 

【経験と生涯学習成果を地域で生かす方策】 

①学生との相互交流 

シニア専修コース高齢者の社会経験は学生

にとっても有効な資源となる。相互交流を通

して、高齢者の学び続けようとする姿勢や人

生観、これまで生きてきた時代を認識し地域、

尼崎の現状を考える機会にするため教育現場

に今までの経験を伝えるプログラムとして、

人間看護学科高齢者看護関係の授業への参加、

協力等交流の機会を持つ。 

②生涯学習の成果を地域で生かす 

 ボランティア、まちの支援員(尼崎市学校地

域支援本部事業の一環)として地域のニーズ

を受け止め、社会に貢献する人材として地域

福祉の向上に貢献するためには、シニア専修

コース高齢者に今後どのような学習や援助が

必要であるかの調査の継続が必要である。 

【参考文献】 

堀 薫夫（2012）「教育老年学と高齢者学習」学文社  

活動報告 No.５ 

 「高齢者がその人らしく安心して暮らせる尼崎づくり」 

－高齢者がこれまでの経験と生涯学習の成果を地域で生かすための検討－ 

                  研究代表 ：中村陽子 
共同研究員：林谷啓美、福井恭子、 

升田寿賀子、柴田りさ 



【はじめに】 

東日本大震災以降、頻発する地震から、南海トラ

フ大地震の懸念に発展し、防災システムの構築は必

須であるといえる。防災システムの構築にあたり、

東日本大震災から得た教訓のひとつは、防波堤など

人間の作るものには限界があり、瞬時の人の判断や

避難行動が大切であるということである。片田

（2011）は、行政による防災対策などが充実すると

人々の災害に対する意識が減退することを指摘し、

防災教育による社会対応力の強化が必要であると

述べている。 

尼崎市は人口約45万人の中核都市の指定を受け

た都市であり、平成24年の高齢化率は23.4％とほぼ

全国平均と同様であり高齢化が進展している。1995

年の阪神淡路大震災時の被害は、死者50名弱、負傷

者約1000名、家屋の損壊は全壊11000戸、半壊約5万

戸であった。近い将来の発生が予測される南海トラ

フ地震時には、尼崎市の津波予想は3.8ｍであり、

津波よりも家屋倒壊による被害のほうが大きいこ

とが推測される。 

今後起こり得る巨大地震等への備えとして、個人、

地域の防災力を強化することは必須である。超高齢

社会の現代において、大学生は災害時避難誘導等活

動できる資源である。矢守ら（2007）は、防災力を

高めるには「人間力」「生活力」「市民力」の３つ

の力の養成が必要であると述べており、大学におけ

る防災教育はこれら３つの力を高めることを目的

とし、学生を含めた地域の防災力を高めていくこと

必要がある。 

【目的】 

地域における防災活動の実際と課題および本学

学生の防災意識の実態を把握し、地域と大学が連

携した防災活動の試みを通じて、地域防災力を高

めていくことを目的とする。 さらに大学と地域

が連携し地域防災力を高めるための教育プログ

ラム・体制づくりを行う。 

【平成 25年度活動】 

以下の活動を通じて、尼崎の地域の特性を生か

し、地域の防災力を高めるためには学生とともに

何ができるかを模索した。 

1. 尼崎市の地域特性の把握  

既存の資料から市の概要を捉えたうえで、杭

瀬・大庄地区のフィールドワークを行った。 

2. 行政・民間の防災の取り組みの把握  

市および社会福祉協議会の取組みについて、関

係者から情報を得た。 

3. 地域防災活動の把握  

杭瀬小学校を中心とした地区防災の取組みおよ

び大庄地区の「防災カフェ」の取組みについて、

関係者からヒアリングし、意見交換を行った。

また、市主催の「地域防災力向上講座」では 3

地区の活動に参加し、まち歩きと防災マップ作

成といった地区防災教育の実際を体験した。 

【考察・今後の課題】 

25年度はフィールドワークを中心に地域におけ

る防災力を高めるための活動把握を行った。その

結果、地域住民の防災力を高める活動は、定期的

に行うことにより、住民の防災意識を高め、自助、

共助の力を高めていると考える。 

26～27年度は、災害時の資源となり得る本学学

生・教職員が防災力を高めるために必要な教育・

体制は何かについて、以下のように具体的な検討

を行っていく予定である。 

1.各地域での防災活動に参加し、NPO・各地区防

災組織キーパーソンとの交流を深める中で、本

学学生および教職員の防災活動のあり方を模索

する。  

2.他大学の防災教育について情報収集する。  

3.本学防災教育・学生の防災および災害時ボラン

ティア活動のあり方を提言する。  

【文献】 

片田敏孝：WEDGE REPORT「小中学生の生存率 99.8％は奇

跡じゃない「想定外」を生き抜く力 」、2011年04月22

日（Fri） 

矢守克也、諏訪清二、舩木伸江：夢みる防災教育、3-24、

晃洋書房、2007 

矢守克也：防災人間科学、213-229、東京大学出版会、2009 
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 地域と取り組む防災教育 

研究代表 ：野呂千鶴子 
共同研究員：及川裕子、 大江 篤、 山本起世子 

宮田さおり、中世古恵美、升田寿賀子 
 



【はじめに】 

 「食の健康」の実現には、各家庭での取り組

みだけでなく、外食・中食産業も含めた食の環

境整備が重要である。兵庫県ではその一環とし

て、「食の健康」に取り組んでいる店舗を対象

に“食の健康協力店”としての参加登録を募っ

ており、平成23年3月末現在、県内では約6,400

店舗尼崎市内では約240店舗の登録を得ている。

しかし現状では、“食の健康協力店”の活用度

合は十分ではなく、一般市民への認知度も低い

ため、今後一層の普及を検討するにあたり、ま

ずは尼崎市内の協力店舗を対象に、“食の健康

協力店”の現状の取組内容を把握することを目

的として、本調査を行うものである。 

【対象・期間・方法】 

  対象店舗およびアンケート回収率は240店舗

中、120店舗で回収率の高いのは「個人店舗」

で、低いのは「チェーン店」であった。 

期間は、平成 25年 11月～平成 26年 1月に

実施した。方法は、食の健康協力店に対して取

り組み内容についてのアンケートを作成し、郵

送し後日回収した。 

【結果】アンケートから考えられること 

 現状調査から “食の健康協力店”の取り組

みとしてどの施策が浸透しているのかが明確

になった。健康施策の大目標である禁煙は、

54％の店で終日禁煙の実施をしており、メニュ

ーの栄養成分表示は 25.8％であった。 

勧める食へのアプローチでは、野菜や大豆製

品等の日本食由来のメニューを勧めており、逆

に控える食へのアプローチでは、エネルギーや

塩分等と回答した割合が上位を占めた。 

営業形態別に“食の健康協力店”の取り組み

をみてみると、スーパーやコンビニは、店内終

日禁煙、カロリーを控えた料理の提供やメニュ

ーの栄養成分表示の割合が高く、個人やチェー

ン飲食店では、オーダー時に主食の量や野菜を

多く、塩分控えめのサービスがなされていた。 

“食の健康協力店”の今後の取り組みたい項目

についての調査の比較を行ったが、今までの取

り組みに低値を示したスーパーやコンビニが

「ひょうご“食の健康”運動」の PR に興味を

示しはじめた。営業形態別ステッカー・タペス

トリーの貼っている割合は、個人やチェーンの

飲食店、スーパー、コンビニの順であり、個人

の裁量で対応できることが高値に繋がった。営

業形態別ステッカー・タペストリーの貼ってい

ない割合が、コンビニ、スーパー、チェーンの

飲食店の順に高くなり、その理由としては、店

側の認知不足であった。 

【考察】 

今回の調査で、食の健康協力店の取り組みは

多岐にわたっており、営業形態は違うものの、

スーパー・コンビニ・飲食店のチェーン店や個

人の店等、各々の店が、対応出来ることが明確

になれば、利用者がこの情報を受け取り上手に

活用すれば、自らの健康増進につながる。 

今回、ひょうご食の健康運動の一環である食

の健康協力店に対して、現状調査のアンケート

を送付したこともあり、ひょうご食の健康運動

のＰＲ活動の促進の意見が目立ったことは、働

きかけとしては良いタイミングであったので

はないだろうか。  

新たな取り組みを考えている店舗にはつな

がりプロジェクトの授業などで作成したポス

ターなどの媒体を用いて栄養・食事アドバイス

を行うことが本学の食物栄養科の使命だと考

える。次年度は、“食の健康協力店”を活用し

ている方へのアプローチを行いたい。 

活動報告 No.７ 

健康意識の高い町・尼崎の土台づくりと食育の定着について 

研究代表 ：餅美知子 
共同研究者：松葉真、片山麻衣、竹本尚未 

中谷梢、宮本恵里 



【はじめに】 

我々は，2008年から尼崎市庄下川の中流域で，

水質検査や清掃活動，ニューズレターを配布する

などの活動を通じて親水性向上に取り組んでき

た．また，河川環境での健康増進プログラム（中

高年対象）や，季節を見つけるプログラム（幼児

対象）を企画し，ボランティアで参加してくれる

大学生リーダーを募り実施してきた． 

学校における河川学習プログラムは，環境教育

や水難事故防止などさまざまなニーズがあると

思われるが，実際の教育現場では科目の学習目標

に沿ったプログラムが望まれ，一方的なプログラ

ムの提供では，利用が困難であることが多い．本

研究では，庄下川近隣の小学校と連携し，2年生

の生活科のカリキュラム，町たんけんの一部とし

て，河川教育プログラムを考案実施した． 

【プログラム実施要領】 

尼崎市内庄下川近隣の小学校 2 年生 3 クラス

75 名を対象に，学生が 50 分間のプログラムを考

案した．準備実施にあたっては，小学校側の授業

目的にあうように担任グループと綿密に連絡を

とりあった． 
準備：プログラム中に持ち歩く生き物ファイル，

児童用のワークシート，参加賞の｢しょうげがわ

はかせ｣メダル，名札シールを作成した．当日に

プログラムを実行してもらう大学生ボランティ

アリーダーを募り 22 名が参加してくれた．リー

ダーたちの勉強会は 3 回実施し，プログラムの目

的，実際のコースやタイムテーブルの確認，植物

遊びの練習などを行うと共に，意見を求めながら

準備や計画の調整も行った． 
実施：それぞれの児童グループに大学生リーダ

ーを配置し，進行係，補助係，小学校担任，大学

教職員が参加し 2013 年 10 月に実施した．遊歩道

を歩きながら，生き物を探し，ワークシートに発

見シールを貼った．グループごとに植物遊びも取

り入れた．プログラム終了後，児童には，感想の

作文を，大学生リーダーにはアンケートを課した． 

【実施後の大学生リーダーアンケートと児童の

作文】 

大学生リーダーにプログラム中に感じた児童

の様子をたずねたところ，「表情が豊かであった」，

「興奮していた」，「児童たちが楽しいという言葉

を発していた」，「積極的に見つけようと取り組ん

でいた」などを挙げていた．リーダー自身もとて

も楽しんだという回答が多かった．また児童たち

の質問に答えられず，自分自身の勉強不足との反

省の回答もあった．「子どもたちの気づきの力が

すごいと感じた」，「小学校の先生方と一緒に活動

し，児童たちへの声かけの手法が勉強になった」

という意見も得られた． 

参加児童は，庄下川周辺に住んでおり，家族や

友だちと川を訪れたことはあった様子だが，作文

には，「○○は知らなかった」，「○○にびっくり

した」，という記述が多くみられた．植物遊びは，

「ツユクサの花を潰して青い色が出てきてびっ

くりした」，「アカマンマは赤いお米みたいな粒が

ついていてバラバラになる」，「オシロイバナの種

を潰すと白い粉がでてくる」などが記述されてい

た．また，作文とともに描いてある絵もよく観察

されていた．ゴミに関する記述も多くみられた． 

【まとめと展望】 

学生自身が教育機関で求められるニーズに向

き合い，プログラム企画や実施をしていく過程で

多くを学び，それを学業にフィードバックしよう

としている姿勢がみられた．実習等，学外で学ぶ

機会はあるが，学校教育の現場で責任をもって関

われることは，学生にとって大きな教育効果があ

ると考えられる．今後はこの内容をモデルケース

とし，季節ごとのプログラムや，理科教育，環境

教育のプログラム考案に発展させていきたい． 

活動報告 No.８ 

庄下川の河川環境を利用した児童生徒のための親水プログラムの構築実施 

研究代表 ：衣笠治子 
共同研究員：山本起世子、近藤照敏、足立学、 

中井豊、小林裕子、赤井クリ子 



 
 

【はじめに】 

尼崎市は、日本の人口と同様に高齢者・後期高

齢者が増加傾向にあり、団塊の世代が 65 歳に達

する平成26年（2014 年）には、高齢化率が25.6％、

平成 37 年（2025 年）においては 29.6％という

超高齢社会となる
1)
。さらに、単独世帯が多く

2)
、

その世帯においては、地域との関わりが希薄にな

りがちであり、健康の保持や生活に関してのサポ

ート等が課題である。また、現在、日本の高齢者

においてはサルコぺニア（骨格筋減少症）が問題

となっている。それにより、身体能力が低下し、

日常生活の範囲が縮小される。また、転倒しやす

く、骨折すると寝たきりになることが多く、認知

症が悪化する可能性もある。そのような状況にな

らないように、高齢者が現在の身体能力を維持し、

疾患や障害をもちながらも健康にすごすことが

重要である。以上のことから誰もが簡単に取り組

むことができ、コミュニティのきっかけにもなる

運動プログラムを積極的に取り入れる必要があ

る。同時に、「食」に対する意識の向上も重要で

ある。 

本研究の目的は、尼崎市における高齢者のため

のオリジナル音楽・運動を考案し、それを普及す

ることにより尼崎市の高齢者の筋力向上とコミ

ュニティの拡大を目指すことにある。また、高齢

者の食に対する意識の向上も図る。それらを高齢

者と当大学学生との交流の機会とし、街の活性化

につなげていく。 

【1．教育研究計画】 

1)対象：尼崎市に住む 65 歳以上の要介護認定を

受けていない高齢者(以下、A市に住む高齢者と

称す) 

2)平成 25年度の計画 

(1)A市に住む高齢者の音楽に関する調査 

3)平成 26年度の計画 

(1)平成 25年度の調査をもとに作詞・作曲、レコ

ーディングを行い、CDを作成する。 

(2)A 市に住む高齢者に適した筋力向上に関する

運動を考案する。 

(3)音楽と運動を 7 月に完成させ、社会福祉協議

会と連携をとりながら、モデル地区において実

施する。 

(4)平成 26年度の当大学学園祭、地域のイベント

等にて音楽・運動を披露する。 

(5)A市に住む高齢者の体力・身体測定、健康相談

を実施する。 

(6)食に対する意識を明らかにし、その向上プロ

グラムを作成・実践する。 

4)平成 27年度 

(1)運動、体力・身体測定、健康相談、食に関す

るプログラムを実施する。 

(2)体力・身体測定の数値や高齢者の感想などを

もとに音楽、運動について検討する。 

(3)モデル地域を拡大する。 

(4)DVDを作成する。 

【2．平成 25年度の進抄状況】 

1)研究者間での打ち合わせ 

2)尼崎市健康福祉局高齢介護課、社団法人社会福

祉協議会との打ち合わせ 

3)作詞・作曲の打ち合わせ 

4)A 市に住む高齢者の音楽に関する調査の関係書

類作成・生命倫理委員会への提出 

5)平成 25 年度に予定していたＡ市に住む高齢者

の音楽に関する調査は、平成 26 年 4 月、当大

学生命倫理委員会での承認を得た後、社団法人

社会福祉協議会の協力を得て実施する。 

【おわりに】 

平成 25 年度は、研究者間での打ち合わせが主

であった。平成 26 年度は調査・実践が本格始動

する。関係機関と協働・連携しながら少しでも尼

崎市に貢献していきたいと考える。 

【引用文献】 

1)第 5期（平成 24 年度～平成 26年度）高齢者保

健 福 祉 計 画 ・ 介 護 保 険 事 業 計 画 ，

http://www.city.amagasaki.hyogo.jp/dbps_data/_mat

erial_/localhost/sosiki/044/download/plan-hyousi. 

2) 尼崎市企画財政局政策部：尼崎総合計画，85

－86，2013.  

活動報告 No.９ 

尼崎市に住む高齢者のための運動交流プロジェクト開発と実践 

             研究代表：林谷啓美 
共同研究員：藤澤政美、柴田りさ、河原ゆず 



「女子野球」       Zelkove 

私が軟式野球部ということを知っていた先

生からお話をいただいて参加しようと思った

のがきっかけです。 
コンソーシアムの課題の１つとして女子野

球があり、部員や家族などにも相談して取り

組みました。発表直前に緊張が高まりました

が、部員がなだめてくれたりと野球部の仲間

の大切さを実感しました。その結果、部門賞

をいただくことができました。 
賞をいただくことで日本女子プロ野球機構

との繋がりを持つことができました。 
実際に今年の２月に園田学園女子大学のグ

ラウンドの方にディオーネの選手２名がわざ

わざ足を運んできてくださいました。その時

には私たち野球部は賞の副賞としていただい

たディオーネのユニフォームを着て出迎える

ことができました。全員が同じユニフォーム

ということもありとても楽しかったです。プ

ロの選手に打ってもらうノックはとても緊張

しましたが、いつもと違う刺激があり少し成

長したかと思います。これからも女子プロ野

球選手の方と交流をしていきたいと思ってい

ます。 
（人間教育学部児童教育学科３年 長谷川綾子） 

 

「安心・安全・元気！！ 

子どもが自慢できる街～杭瀬～」 

ポップｄｅコーン 

４人グループ、ポップ de コーンは数々の
活動に参加してきましたが、中でも印象的だ

った活動は、杭瀬の街歩きボランティアに参

加したことで生まれた課題を、学生プロジェ

クトコンペという大きな場で発表することが

できたことです。なぜなら、街歩きをしてい

なかったら杭瀬の街に目を向けることがなか

ったし、コンペに参加していなかったら杭瀬

の街を多くの方々に知ってもらいたいという

地域に対する思いも持つことができなかった

からです。また、コンペのプレゼン作成資料

のために訪れた杭瀬小学校で子どもたちにイ

ンタビューをするだけでなく、子どもたちと

会話することもできました。 
 今までの活動を通して教員を目指している

私たち４人は地域のことだけでなく、子ども

たちの様子も知ることもできすごく勉強にな

りました。 
（人間教育学部児童教育学科２年 山﨑萌生） 

 
 
 

学生活動報告 

学生プランコンペに参加して 
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園田学園女子大学 平成 25 年度「地(知)の拠点整備事業」キックオフシンポジウム 

<地域>と<大学>をつなぐ経験値教育プログラム 

 

 

 

 

 

 



園田学園女子大学地域連携推進機構 キックオフシンポジウム 

<地域>と<大学>をつなぐ経験値教育プログラム 

2014年 3月 16日(日) 13：00～ 於・園田学園女子大学 
 

大学 COC事業で大学に望むこと 

・期待すること 

松坂浩史（文部科学省大学改革推進室前室長） 

 

松坂 皆さま、こんにちは。 

ただいま、ご紹介いただきましたとおり文

部科学省の大学改革推進室という所に昨年の

10月までおりまして、この事業の企画から第

一次の採択まで担当して、今は総務課という

所で国会関係の仕事をしていて、なかなか外

に出る機会がないので、今日はいい機会をい

ただきました。本日はキックオフシンポジウ

ムということで、大変お天気も良く気持ちい

い日だと思います。おめでとうございます。 

この COC事業ですけれども、先ほど稲村市

長からのお話にあった、地域に出ていってみ

ると、もっと役に立てないか、自分ができな

かったことというのを感じてほしいというお

話がありましたけど、私も本当にそう思って

います。何年か前に大学の社会貢献というの

が、学校教育法や教育基本法でも書かれる形

で進めていたんですが、どうも大学から地域

に出ていって、教えてやる、っていうと変で

すけれども、上から目線という感じが結構あ

ったというふうに思います。 

私、前に金沢大学に勤務しておったのです

が、そのときにも学生を連れて町に出て行っ

て、というのはあったんです。結果的には、

商店街の活性化とかに行くんですけど、ほと

んど役に立たないアイディアを思いつきで言

って、地域の人からも失笑されるっていうこ

とが繰り返されました。大学生、まだ 18歳、

20歳ぐらい。なかなか経験もないし、社会が

よくわからない中で、できることがすごく少

ないんだ。だから勉強しなければいけないん

だと。地域での課題を拾って、それを大学に

持ってきて、先生にぶつけて、なぜ私がこん

な非力なんだろう、何で私がもっと役に立つ

ことができないんだろう、ということを大学

の中に持ち帰ってもらう。そんな機会になっ

たらいいというふうに思っております。 

こんな事業を文部省でも始めた理由という

か背景なんですけども。もともと、大学とい

うのと地域というのはすごく親しい関係があ

るはずだ、と私たちは思っています。中世の

ヨーロッパで大学には特権を街が与えて、そ

の大学の自治的な組合として大学とか知識が

ある人たちの集団を保護していたと思うんで

すね。そういうのが互いに積み重なっていて、

その過程の中でやっぱり地域の力が落ちれば

大学がなくなる。地域、街の力が強くなれば、

大学が集まる。そういうのがあります。古い

大学ではボローニャ大学とかパリ大学とかい

ろいろありますけど、ボローニャ大学も一時、

ほとんど学生が 1桁という時代もあって、そ

れは街と街の戦いで負けてしまって、ほぼ離

散してしまった。ただ、そこからまた続いて

いるということがあります。地域と大学って、

本当は近い関係だったと思っています。 

日本でも、旧制高校や旧制大学があった時

代には、地域と大学は近かったと思います。

先ほど申し上げたように私は金沢にいたんで

すけど、金沢には旧制第四高等学校があって、

井上靖は旧制第四高等学校出身なわけですが、

その頃の『北の海』という小説には街の中で

騒ぎまくった、そういうような思い出を自伝

的に書いています。 

 たいへん迷惑な連中だったと思うんですけ

れども、やっぱり暖かく街も迎えていたし、

街もどんどん大学や旧制高校を誘致しようと 

 



していたと思います。神戸大学も、もともと

ほとんど神戸市という街がお金を出して大学

を、高等商業学校を作った。そういうような

地域と大学の近しい関係、幸せな関係という

のがあったのではないかな、と思います。 

 だんだん最近になって、最近というか、ず

っと時代が経るに従って、学生も地域に埋没

していきますし、大学もむしろ外に向かって、

地域から離れて。たまたまここにある、あま

り関係ないという、そういう意識がどんどん

強くなっている。特に研究での競争が激しく

なっている時代には、そういう傾向が強くな

ってきていて、日本にはいっぱい大学があり

ますので、いろんな大学が全部そういう意識

を持ってもらってはまずいんじゃないか。と

いうようなことで、この事業を考えるように

なってきました。 

今回こちらの COC事業、文部科学省の事業

の中では売れ行きのいいやつと売れ行きがあ

まり良くないのがあるんですが、今回は全体

で 350大学近い大学から申請をいただきまし

た。その中で 50あまり取ったので、7倍近い

倍率を勝ち抜いて採択ということでは、全国

から寄せられた中でも、特に充実した取り組

みがあるということで評価を受けたのではな

いかというふうに思っています。 

特に兵庫県の中には、こちらも含めて 3カ

所の大学が採択されました。1 県 3 カ所とい

うのはかなり多いというふうに、大学の数か

ら見ても多いと思います。いろいろ歴史のあ

る街が、それぞれ地域、大学の連携がずっと

されていた結果だというふうに思っています。 

とりわけ、こちらの大学の申請書の中で重

点的に挙げられておりましたのは、先ほどご

紹介がありました経験値教育だろうと思いま

す。学生の方が、地域の中で経験を重ねてい

くことで、地域の役に立つ人材になっていく。

そういうことを目指す。そういうものを単に

資格とか、それから能力という点で力を付け

ていくだけではなくて、地域の中にそういう

ものを挙げられていたというふうに思います。 

特に、この医療や福祉、その他、資格を目

指す大学だというふうに申請書から読み取っ

ています。数多くの大学が、そういう大学か

らの申請の中で、こちらの大学にはそういう

意味でのリーディングケース、モデルケース

になっていただきたいという思いが強くござ

います。資格の勉強をするとどうしても、資

格の中で決まっているので、この勉強をした

い。この勉強をしよう。と思って学校に入っ

てくるし、教えるほうも資格が取れなかった

らどうにもならないので、資格の勉強を第一

にする。その他のことはまあ、二の次にして

しまうようなケースもある。それではやっぱ

り大学としては、私たちとしてはもったいな

いというふうに思います。 

先ほど、このシンポジウムが始まるちょっ

と前のお話の中で、大学というものの、教養

の大事さというお話をお伺いしました。やっ

ぱり、大学にいる間はあまり感じない。資格

試験が目の前にあると、ついその資格試験の

ことで勉強してしまいますけれど、本当は出

てからは、教養が展開していく。大学の中で

学ぶ資格は、なければいけない。それはいら

ないとは申し上げるつもりはない。必ずやら

なければならないことと、それ以外のこと、

これがかけ算するような形で豊かな社会人生

活になる、というふうに感じています。そう

いう機会を大学の先生には提供していただい

て、地域の人には、先生方や学生さんから協

力が、お求めがあると思いますので、温かく、

かつ厳しく、できないときにはできないとい

うことをきちんと伝えてもらいたい。お客さ

んとしてではなくて、未来、3年後、5年後に

は地域の仲間になる人たちと思いますので、

そういう温かい目で見てもらいたいというふ

うに思っています。甘いことを言っても、育

つ機会が失われちゃいますので、もっと勉強



してほしい。もっといろんなことができるよ

うになってほしいということをうまく伝えて

ほしいというふうに思います。 

尼崎の街、ちょっと素通りというか、私は

じめて降りたんですが、ちょっと見ていると、

近松門左衛門に非常にゆかりのある街だとい

うふうに聞いています。私、昨日東京で歌舞

伎を見に行ったんですけども、近松門左衛門

といえば、東洋のシェイクスピアですし、諸

外国からすれば、大文豪です。せっかく尼崎

に居ながら、近松門左衛門のお墓参りもせず、

それから作品も読まず、歌舞伎も見ずに出て

いっちゃうということがないようにしてもら

えるといいなと思います。プログラムの中に

も、いくつも地域型の学習というのを拝見し

てるんですけども。私が見る限りでは、芸能

の関係は一つしかなかった。一つでも充分か

もしれませんが、やっぱりそういうものを学

生さんには、持ってもらうというふうに考え

ています。 

地域との関係ということで言えば、私、い

ろんな所に行っているんですが、三重県の教

育委員会で仕事しておりまして、子どもたち

の福祉体験。社会福祉体験、介護体験、そん

な仕事をやらせていただきました。その中で、

子どもたちが地域に行ってお年寄りの介護を、

2、3日ですが、するんです。そのときに、子

どもたちに必ず伝えてほしいことというのは、

やっぱり人間として、当たり前なんですけど、

人間として付き合ってほしい。お客さんじゃ

ないんです。地域でずっと育ってきた方たち、

自分も地域の人間なので。そこに重なりがき

っとあるはずだと。お年寄りの方からは、自

分が出た学校と同じ学校の後輩、70 年、80

年の後輩に出会えて本当に良かったという声

を聞きました。子どものほうもすごく良かっ

たし、おばあちゃんおじいちゃんのほうも、

いやいやかどうかは知りませんが、取りあえ

ず授業の一環として来たんだろうぐらいな感

じだったんですが。同じ学校だというだけで、

気持ちがすごく伝わって、同じ小学校のこと

だとか、こういう大きな災害があったとか、

そういう話を聞くと、ほとんど接点がなかっ

た 2人の間に先輩後輩という関係ができて、

そういうものは子どもたちにとっても大きな

感動になる。そういう話をしている中で、昔

のことをよく知る。昔の地域のことを知って、

その地域が共通点になって、サービスといえ

ないのかもしれませんけども、福祉のサービ

スのところも厚みが出てくる。そういうこと

をぜひ、こちらは社会福祉とかにも強い大学

と聞いてますので、単なる技術ではなく、技

術に加える部分というものを地域から受け取

ってもらえるようになったらいいなというふ

うに思います。 

この事業が目指すところは、地域を学ぶと

いうことですので、地域で学ぶ機会はいろい

ろあると思います。歴史もそうですし、文化

もそうです。また、それから今申し上げたよ

うな実際に働く現場での重なり合いみたいな

もの。そういうものを大学のほうでは意図的

に、昔は漫然と伝わったかもしれませんが、

学生文化があった時代、学内に文化があった

ときはいいんです。今は学生の学内滞在時間

がすごく短くなっていて、授業以外で大学に

居る時間がすごく短くなる傾向があります。

学生と学生とのふれあいも、教室の中のこと

に、かなり収斂してくるという傾向がこれは

もう全国的にいわれていることです。そうい

う中で大学が意識的に地域のほうに中に入っ

てもらって、そういうことを今回の予算で、5

年間しかありませんので、皆さん、その間に

できるだけ地域の人にも大学に入ってきても

らって、そういう流れを作ってもらいたいと

いうふうに思っております。 

今日持ってきている資料は私たちがよく使

っているもので、人口が少なくなっていって、

大学の数が増えていますとか。社会貢献とい



うものが法律上明記されて、教育研究だけで

は足りないんですよということが書いてあり

ます。これから生産人口が減っていく中で、

高齢者の人口が増えていく。将来は生産人口

が半分になっちゃいますので、GDP が全体と

して半分になっちゃう。学生たちには倍稼い

でもらわないといけない。これは、今回の事

業がどういうことを考えてやっているかとい

うことで、ちょっと字が小さいですけど、ご

覧いただければと思います。 

というふうに教育研究社会貢献を、たてに

して考える、地域とか社会貢献で、社会貢献

の枠の中で地域を考えていくわけではなくて、

研究の中でも、教育の中でも地域のことを考

える。そういう大学を目指してもらいたいし、

それを支援したいというふうに思っていると

ころであります。 

これは先ほど申し上げた、342 の申請に対

して、56の採択があったことを示すものです。

採択大学一覧があって、こちらの大学が通っ

たということをご確認いただくというふうに。

今年度もまた、やりますけれども。採択を行

いますけども、空白地がなくなるようにやり

たいなというふうに思っています。 

今回、事業の採択時に、こういうことをお

願いしますということを、1 番目の所だけで

も見ていただければと思うんですが。やっぱ

り全員に必修を進めてもらいたい。『つながり

プロジェクト』が、やはり、尼崎で勉強した

んだから、尼崎でそのあともずっといてもら

う。外から来る人もいるでしょうけど、一回

入ったならばもうここから抜けられない。こ

んなに楽しい所、こんなに生活しやすい所は

ないというふうに思って、定着してもらって。

それが街の強さになると思ってます。大学が

ある街ってこんなにいいんだということが、

文部省としてもぜひそういうふうな気持ちに

なるべくなってもらいたいと。 

私の前居た三重県で、松阪市という近くに

あった三重中京大学というのが実は撤退して

解散してしまいました。それまで地域の人は、

別になくてもいいと思ってたみたいな節があ

るんです。いざなくなってみると、1000人の

若者がそこから居なくなる。1000人が最後に

は 500名しか居なかったんですけど、それで

も 500人もの若い人が松阪という街から居な

くなったときに、いまさらながら皆さんがビ

ックリしていました。あんなに邪険にするこ

とはなかったんじゃないか。地域で支えれば

よかったということを言ってました。ここは

そういうことはないと思いますけれども、そ

ういう地域の声というのはすごく大事にした

いというふうに思います。 

 こんなマークも作って普及をしています。、

大学には知も大事だけれども地も大事という

ことで作っています。これは京都工芸繊維大

学の先生に作ってもらいました。これも地域

プロジェクトの中で出しています。 

 雑駁なお話で恐縮でしたけれども、私たち

としては、大きな大学にも大きくない大学に

も、研究水準の高い大学にも、研究というよ

りは人材育成に力を入れている大学にも、地

域とのつながりの形があると思います。50の

大学、次は 20大学になりますけれども、70、

80ぐらいの大学が皆、地域の中から支えても

らっている大学ということになったらいいと

いうふうに思っております。 

本日のシンポジウム、最後まで楽しみにし

ておりますので、どうぞよろしくお願いしま

す。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

経験値教育－経験値評価システムについて― 

大江篤（本学教授、地域連携推進機構副機構長） 

 

大江 皆さま、どうも本日は、ありがとうご

ざいます。本学の COC事業、経験値教育プロ

グラムにつきまして、お手元のほうに非常に

小さな字で資料を付けておりますが、前のス

ライドを見ながらご説明をさせていただきた

いと思います。 

 まず、本学の取り組みですが、「捨我精進」

という建学の精神がございまして、創立以来

50年、地域に開かれた、地域とともに歩む大

学として尼崎で大学づくりを推進してまいり

ました。その中での教育のコンセプトが「経

験値教育」です。先ほど来出ています「つな

がりプロジェクト」という科目を新設すると

同時に、学生の地域で経験を「経験値」とし

ていかに評価をしていくのか、学生の力を目

に見える形にすることを目指していきたいと

いうのが、今回のプログラムの趣旨というこ

とになります。 

 概略になりますが、多様な尼崎市の地域課

題の中で、「健康づくり」「学校教育」「生涯学

習」「子ども・子育て支援」という本学の学部

構成に合わせた四つのテーマについて、課題

解決に取り組んでいきたいと考えております。

先ほど、松坂様のお話の中にもございました

ように、本学の学部は、人間健康学部、人間

教育学部、短期大学部ということで、国家資

格養成の教育課程を引いております。将来、

女性の専門職を目指した人材育成ということ

で、非常に実習、実験等の多い学部構成でご

ざいます。その中で、全学部横断する経験値

教育を考えましたときに、どのようなことが

できるのかということで、まず大学と短期大

学部を横断する形で、地域理解の導入科目と

してこれは必修ではないんですけども、「大学

社会貢献」という科目を置きました。それか

ら、2 年次生に「つながりプロジェクト」と

いう、これは学英全員が 12から 13クラスに

分かれて必修科目で「つながりプロジェクト」

という課題解決型の演習科目を置く。1年生、

2 年生という大学生活の前半期でこういうプ

ログラムを組んでいくというところが養成課

程である 3 年次、4 年次、国家試験が目の前

に迫る中で、早い時期に専門職以外の多様な

社会体験をしていって学んでいくというのが

経験値教育プログラムでございます。 

まず、教育の面につきまして、少し詳しく見

ていきたいと思います。「知識」を「知恵」に

変えるというのが経験値教育の中心的な内容

でございます。大学で学んだ理論でありますと

か、知識というものを社会で実践させていただ

くことによって、「経験値」を高めていく。そ

の経験値を可視化するためにどのような指標

でとらえるのかということで、人と人とのつな

がりを第一に考えていきたいというのが経験

値評価システムということになります。 

平成 26年度には、「大学の社会貢献」とい

う科目を全学部の共通科目で 1年生、導入科

目として実行いたします。15回。半期の科目

を 1学期、2学期、リピートで行うんですが、

できるだけたくさんの学生が履修するように

指導をしていきたいと思っております。尼崎

市の職員の方に全面的にご協力をいただきま

して、先ほど申しました四つのテーマについ

て、それぞれ尼崎の現状を学生に講義してい

ただくと同時に、最後の 3回で「訪れたい、

住みたい尼崎」という簡単なワークショップ

をいたしまして、コンペ形式のプレゼンテー

ションを学生に行わせる予定にしております。 

実は尼崎市内から通っている、出身の学生

というのがそう多いわけではございませんの

で、どうしても時間割の関係で土曜日になり

ますが、これまでお世話になっている猪名寺、

杭瀬、塚口、それぞれの地域の方にお世話に

なって、フィールドワークを行って、街を見



た上でコンペを実施します。これが導入科目

の概要です。 

これをふまえて、そういった地域の学生の

活動をどう評価していくのかというところで、

地域の皆さんに学生を評価していただくとい

う経験値評価システムを考えております。こ

れは三つの評価から成り立っております。ア

セスメント評価というのは、通常、学生の社

会人基礎力でありますとか、学習力を評価す

るアセスメントを半年に 1回、積み上げるこ

とで学生の成長を見ていきたいと思っており

ます。つぎにプロジェクト評価ですが、これ

は学部、学科、学生によってまちまちですが、

それぞれの研究領域で 1年間、地域課題に取

り組んだ学生に対して自己評価と教員の評価

と地域の方（連携先）にも評価していただい

て学生のその 1年間の取り組みを考える。も

う一つ「つながり評価」を作りました。これ

は後でデモンストレーションをしますが、ス

マートフォンのアプリ、パソコンで毎回地域

の方にボランティア活動、地域活動を学生が

報告すると同時に地域の方から評価をしてい

ただくという積み上げデータベース化できる

システムを構築しております。 

活動した学生は、つながりマップというも

ので、グーグルマップにポイントを置いてい

きます。たくさん活動した学生は、たくさん

の地域の方とつながり、ポイントが見える。

この中で、少しゲーム的な要素と申しますか、

経験値レベルによって学生に称号を与える。

一生懸命頑張った学生には、それだけ見える

形で王冠の数が増えていくと見せ方で、学生

の活動の活性化にもつなげていきたいという

ふうに考えております。それから、担当する

教員は、マップや統計データで、どの学生が

たくさん頑張ったのかが全部見てわかるとい

うことになります。以上が経験値評価システ

ムの特徴だということになります。 

 続きまして、地域の方には非常に簡単です

けれども、星五つでその日の学生の活動を評

価していただいて、いいことも悪いことも含

めて感想をお書きいただくことを考えていま

す。地域の方の評価の積み重ねが、学生たち

の育成にどのような効果があるのかというよ

うなこと。それから、コメントの中でどうい

うふうに学生を見ていただけるのかというこ

とを大学では分析していきたいというふうに

考えております。 

 続きまして、社会貢献ですが、社会貢献の

分野につきましては、平成 26年 4月 1日から

「まちの相談室」という場所を学内に設けま

す。現在、看護学科の「まちの保健室」とい

う地域に開かれた活動が行われているんです

が、地域でのボランティア活動とか、地域の

方からのいろんなお願いを受け止める場とし

ます。その運営を今日も手伝ってくれていま

す学生地域連携委員という組織を立ち上げま

して、学生が中心になって学内に情報発信を

して、地域での活動を企画、運営していくよ

うな地域への窓口を学内に設けます。 

 一方、地域での人材育成ということで、「ま

ちの支援員」の養成を行います。本日の封筒

の中にも入れさせていただいておりますが、

本学の生涯学習は、30年以上にわたって非常

に早くから開かれたプログラムを作っており

ます。たくさん地域の方が学内で学んでいた

だいている大学でもございますので、生涯教

育を軸に置きまして、地域のリーダーのブラ

ッシュアップを図っていただける、地域のニ

ーズを受け止めた人材育成の講座を作ってい

きたいというふうに思っております。 

 最後に研究の分野になるんですが、研究に

つきましては、地域とともに研究をしていく。

先ほどの四つの地域課題を解決をしていくと

いうふうなことで行っていきたいと思ってい

ます。そのために、研究会「まちづくり解剖

学」を開きます。この研究会は、これまで任

意で尼崎のまちづくりのリーダーの方にどう



やればこの街が元気になっていくのかという

構想を検討する研究会だったんですが、COC

の採択を受けまして、定期的に「まちづくり

解剖学」というのを開催しています。教職員、

学生、自治体職員の方、地域の方々。いろん

な方に集まっていただいて、意見交換をする。

自由な議論ができる場所というのを設けて、

この中から研究のテーマも作っていきたいと

いうふうに思っております。第 1 回は昨年 8

月 8日から始まりまして、2カ月に 1回、第

一木曜日の 18時 15分から研究会を行ってい

ます。3月 24日には、看護学科の野呂先生の

防災。東日本大震災の被災地、気仙沼での調

査を踏まえた安心安全に暮らすための生活環

境というテーマの研究会を開きます。 

先月行われた「まちづくり解剖学」は、き

ょう司会をしております学生が取り組んだ、

杭瀬の街の公園づくりを中心に、安心・安全

で住みやすい、学生なりのまちづくりのプラ

ンを発表してもらって、課題を深く研究して

いくというようなスタイルの研究会です。4

月以降も地域の方にも参加をしていただいて、

さまざまなテーマで取り組んでいきたいと考

えております。 

現在、地域志向教育研究ということで、平

成25年度秋から3月末までで九つの研究プロ

ジェクトが立ち上がっております。この九つ

のプロジェクト、それぞれが四つのテーマの

中で尼崎の関係部署の方、地域の方と一緒に

フィールドを決めて研究がスタートしたばか

りのところでございます。 

平成 26年度に、この研究をさらに深めてい

ただいて、今度は地域志向の教育研究ですの

で、「つながりプロジェクト」の必修の科目の

ビジョンの中にご自身、どんな形で授業とし

て取り組むことができるのかというご研究も

していただいて、26年、27年で 28年度から

の「つながりプロジェクト」の授業、地域と

スクラムをきちんと組んだ形で、授業科目の

展開というのができるのではないかというふ

うに考えております。 

ようやく地域志向教育研究が始まり、経験

値評価システムも試行的ではありますが、な

んとか 4月 1日から稼働させ、徐々に広げて

いく形で 27年度には 2000人の学生全員がス

マートフォンを持って地域に出ていって地域

で活動し地域の方々に評価していただくとい

う経験値教育プログラムを推進してまいりた

いというふうに考えております。私のほうの

説明は以上でございます。 

非常に駆け足でわかりにくい説明だったか

と思いますが、本学 COC事業「地域と大学を

つなぐ経験値教育プログラム」の概要説明を

これで終えさせていただきたいと思います。

どうもご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地域連携推進機構キックオフシンポジウム 

第三部 パネルディスカッション 

尼崎市顧問 船木成記 

尼崎商工会議所産業部長 小林史人 

猪名寺自治会会長 内田大造 

杭瀬小学校 PTAOB会副会長 大槻真佐子 

本学教授 大江篤（司会） 

 

大江 それでは第 3部パネルディスカッショ

ンを始めたいと思います。先ほど、隣の 221、

222 の教室で各先生方の地域志向教育研究プ

ロジェクトと、それから経験値評価システム

のデモンストレーションを見学していただい

て、いかがだったでしょうか。まだまだこれ

からという部分もあるんですけれども。 

今日のパネルディスカッションでは、これ

まで本学が市内の商店街や小学校でお世話に

なっている方々にご登壇いただきまして、短

い時間ではありますけれども、40分程度ディ

スカッションをしてまいりたいと思います。 

 まず、せっかくの機会ですので、それぞれ

のお立場、園田学園女子大学とのこれまでの

関わり等を踏まえて自己紹介の形で、大槻さ

んのほうからよろしくお願いします。 

 

大槻 お願いします。私は、もうすぐ 24 歳

になる息子と高校 3 年生になる娘、主人と 4

人暮らしの普通の主婦です。下の娘が入学す

ると同時に私は 6年間、杭瀬小学校の PTAの

副会長を務めさせていただきました。その間

に、大きな周年行事、常光寺小学校、杭瀬小

学校との統合。仮設での学校教育。新校舎が

完成し、学校どうしの引っ越しなど、普段関

わらないことをさせていただきました。落成

式にも携わらせていただき、とても充実した

PTA活動を送らせていただきました。 

子どもが小学校を卒業する時期、ちょうど

主任児童員を引き受けさせていただき、今で

も学校、児童と関わり、6 年目に入ろうとし

ています。 

園田学園女子大学のかたがたとは、4年前、

小学校区学習センターのメンバーとして、そ

れぞれの立場で提案を出し合い、コーディネ

ートをどうできるのか、月に 1度会議をさせ

ていただいております。こちらの学生さんに

は、学校の中で図書ボランティアのお手伝い

をしていただいたり、夏休み中、児童の宿題

を見ていただきまして、子どもたちはとても

喜んでおりました。先生より若かったので、

キャーキャー、キャーキャー男の子が楽しん

でおりました。 

地域のほうでは、秋祭りや商店街の催しな

ど参加していただいています。地域と杭瀬小

学校の取り組みでお餅つき大会が 2月の寒い

土曜日にあったんですけれども、学生さんに

朝早くから来ていただき、お餅をついたり丸

めたり。現場の先生や地域の人、児童と一体

となって過ごさせていただきました。 

先日、大きな防災訓練が杭瀬小学校であっ

たんですけれども、そのときにグラウンドや

教室をどう使うべきだろうかということが大

きな課題に挙がりました。私そのときに、こ

ちらの学生さんのことを思い出しました。杭

瀬小学校の学校内を案内しているときに、こ

ちらの学生さんは自分たちが行ってた小学校

のときの教室と違う。皆さん、そういう感想

を述べられていました。現在の杭瀬小学校は

統合をきっかけに、構造が他の学校と違いま

して、地域が使用できるように作られており

ますので、こちらの学生さんが「すごい、す

ごい」と連発するぐらいの感動でしたので、

こちらの学生さんだったら大人の知恵もあり

ますし、子どもと同様で教室を使うっていう

のは一番中で使っている。子どものような大

人のような子どもたちですので、こちらの学

生さんに何かできないかなということを聞き

たいなって、ふと防災訓練のときに思い出し

ました。たくさんエネルギーを、大学の先生、



大江先生や学生さんにいただいて、私はこれ

からもどんなことができるのかとても楽しみ

にしております。 

 

大江 はい。どうもありがとうございます。

杭瀬小学校は尼崎の南のほうの小学校で、私

どももお世話になって、行くたびに大槻さん

にお世話いただいています。提携大学のカン

タベリー大学の教育学部の学生が来たときも

お世話をいただいております。 

 続きまして、今度は一番北側の端、北部の

猪名寺の自治会長さんを務めておられる内田

さんのほうから自己紹介をお願い致します。 

 

内田 皆さん、初めての方もおられると思い

ますけれども、猪名寺自治会の会長をしてお

ります内田と申します。私たち尼崎の北東部

にある猪名寺は、「住んでみたい、行ってみた

いと憧れる街になる」これを私たちは 2016

年まで達成するために、ステップ計画という

目標を作っていまして、日々そのために創造

的なまちづくりに挑戦しています。その中で、

園田学園女子大学の皆さんにもたびたびボラ

ンティアという立場で協力してもらっていま

す。 

 例えば猪名寺の盆踊り。あるいは餅つき大

会。最近、地域ではコミュニティーが崩壊し

ておるんですね。なかなか昔からの盆踊りも

活気が出ない。餅つきも人が集められない。

そういう状況の中で、私たちはこのコミュニ

ティーの場を盛り上げようと園田学園女子大

学の皆さんには猪名寺の歴史をうちわに登場

させて、猪名寺廃寺をうちわでプリントした

り、あるいは『摂津名所図会』をうちわにし

たりして皆さんに配布する。お店もやってま

す。餅つきでは、二十数名の学生の皆さんが

参加していただいて、お土産に田能のサトイ

モを皆さんにあげました。これ、大変おいし

かったと思うんですけども、いまだにその感

想が来ない（笑）。ちょっと寂しいですけれど

も、アジアの留学生は感想を寄せていただい

て、それを今度、猪名寺便りに配布して、皆

さんに大学とボランティアの皆さんの温かい

ご支援に感謝して、また広げていこうと。 

 それから猪名寺には万葉の時代からずっと

続いている佐璞丘があるんですね。ここを再

生しようということで、万葉の森再生事業と

しているんですけれども、そこでフェスティ

バルを開きました。このときに万葉コンサー

トと万葉の茶会を開きました。この万葉コン

サートの総合をアジア留学生にやっていただ

きました。片言でしたけど、ものすごく受け

ました。非常に素晴らしかった。それと茶道

部の方に万葉の茶会をしてもらったんですね。

着物を着ていただいて、わざわざ。たまたま

ちょっとその日、オチがつきまして。携帯電

話を落とした学生さんがいまして、最後はて

んやわんや致しましたけれど。非常に楽しい

ボランティアをいただきました。 

 それから、地域健康度アップということで、

地域の健康度をアップしようということでア

ンケート調査をしたり、講演をいただいたり、

骨密度調査をしてもらったり、測定してもら

ったり、あるいは健康運動などをやっていた

だきました。 

このように、今、ようやく猪名寺地区と園

田学園と連携の糸ができはじめてします。今

日の COCの拠点事業。大変私は期待しておっ

て、意欲的に猪名寺にそのモデルとして連携

事業を成功させていただきたいし、また、私

たちもそのために全力を尽くそうという、そ

ういう覚悟で今日来ておりますので、ひとつ

よろしくお願い致します。 

 

大江 ありがとうございます。内田さんには

同じように 4年ほど前からお世話になって。

学生の講義にもゲストスピーカーで来ていた

だいて、今年度は内田さんが自治会長をされ



ながら培われたボランティア 10 カ条という

のを授業していただきました。いつも刺激を

与えていただいている、尼崎で一番元気な自

治会長さんかなというふうに思っています。 

 それでは連携先のまず尼崎商工会議所の小

林さんのから自己紹介をお願いします。 

 

小林 失礼致します。尼崎商工会議所の産業

部の小林と申します。よろしくお願い致しま

す。園田学園さんとの事業ということで、私

が始めに関わったことで、平成 22年 6月に先

ほどあいさつで誰かもおっしゃられましたけ

ど、連携協定というものを商工会議所と園田

学園と結びました。その中から何かできない

かということになりまして、その時期に市の

プレ 100周年を迎えるというような大事な時

期でもありまして、会議所としては、商業の

活性化等に出ていきたいということで会長、

副会長が市内商業の創業者を視察するという

事業のスタートで。ちょうどたまたま塚口の

周辺を歩いて、会頭のほうから塚口で全体を

示したマップがないというふうな話がありま

して、それだったらマップ作りを何かできな

いかということで、園田学園さんに相談を致

しまして、大江先生のゼミの方々と協力しな

がら、塚口グルメマップということで、塚口

の北側のマップを作らさせていただきました。

会頭からは塚口全体のマップづくりというこ

とだったんですけれども、いろんな事情もご

ざいまして、このときは塚口の北部だけのマ

ップづくりになったんですけれども。その後、

南塚口のかたがたが自主的にマップづくりを

されたり、あと塚口バルというふうな形で仕

掛けがいったところもございます。 

 続いて杭瀬のマップということで「杭瀬ナ

ビ。」が発案されたり、杭瀬の街歩きという形

で、こういったツールがそれぞれ事業として

成り立っていっております。 

 皆さまのお手元に今日配布されている冊子

があります。その中の 5ページにわれわれの

商工会議所の取り組みが詳しく書かれていま

す。園田さんと一緒にしたというものも書か

れていますから、ご覧いただけたらと思いま

す。 

 私のほうは地域の情報発信等の形で、商業、

工業が元気になれるような仕掛け作りをやっ

ております。ご存じの方もおられるかと思い

ますが、今、「あんかけチャンポン」といった

ような仕掛けも青年部等でやらさせていただ

いておりますので、またご協力願えればと思

っております。本日はよろしくお願いします。 

 

大江 ありがとうございました。本学の最寄

りの駅は阪急塚口駅なんですが、駅の向こう

側なんて行ったことがない学生がほとんどな

んですね。駅と大学の前の往復だけで、大学

のある街も知らないというのが実情でして。

おっしゃるようなグルメマップづくりで、学

生が自分の通っている大学の街を知ることが

できたというような取り組みで、その続きの

杭瀬のマップづくりは杭瀬の小学校のほうと

も付き合いができて、また広がっていってい

るところでございます。 

 では、4 人目に尼崎市の船木顧問から、ご

紹介願います。 

 

船木 はい、ありがとうございます。改めま

して、船木でございます。一応、尼崎市の顧

問という形で、ちょっと席をいただいている

んですけれども。それほど街のことを知って

いるのかなと言われると非常に怪しいところ

なんですが。実は私、1 年前になるんでしょ

うか。2013年の 4月から尼崎市の顧問という

ことで、こちらにお世話になっております。

出身は東京でありまして、本籍地というのも

あれなんですが、博報堂という広告代理店に

おりましてシティプロモーションを含め、少

しそういう領域というのがほしいということ



で、私が担当させていただきました。 

 市全般に関しては、本当に日々さまざまな

委員会とか、委員会でなくてもご相談等々で

園田学園の先生方、それから学生の皆さんに

いろいろご協力をいただいている各部署から

お話をお聞きしておりますが、改めてこの場

から御礼申し上げたいと思っております。 

 私自身は、実はここから歩いて 3分ぐらい

の所に住んでおりまして。雨の日には必ず園

田学園の前からバスで通わせていただいてい

る。それが一番の園田学園に関係あること、

ご縁が近いなというふうに思っているところ

なんですけれども。 

 実は今日この事業に関しましては、非常に

感慨深いという言い方も変なんですが、先ほ

どの文部科学省の松坂室長のほうが 2年前ぐ

らいですかね。まだ事業がちょうどこれから

やるぞ、みたいなディスカッション、ちょう

ど私も東京で参加をさせていただいたという

経験がありまして。それがこちらのほうで採

択をされて、このような場で実際に事業が進

むというのは非常に感慨深いと思ってります。 

 実は私、高知大学に地域共同教育学部の客

員教授をやらせていただいて、地域に学生が

関わるということを地域側からどう考えるの

かということと、大学側がどういうふうに学

生を地域に送りだすのかという。両方を考え

る立場にある。ともすると、どちらかが一方

的に得をするという形で、受け取った側がす

ごい疲弊をするとかいう経験をずっと拝見を

してきていたり、反省をしたりという経験も

あるものですから。そういった観点から、お

話をご一緒できるとうれしいと思ってます。 

 僕のまちづくりの基本的な考え方としては、

その街を好きな人に会うと、その街を好きに

なる。そのような定義が僕の中ではありまし

てですね。ぜひ学生さんに尼崎生まれじゃな

いかもしれないけれども、尼崎でいろんな人

に出会って人生のスイッチが入ったという瞬

間もあれば、きっと将来どこで暮らそうがど

んな人生を歩もうが、でも確実にある人生の

ある瞬間に尼崎という街で自分の人生、少し

記憶がしっかりあるな、という経験をぜひし

てほしい。逆に言えば、そういう場を行政の

ほうも地域のほうも一緒になって作れるとい

いなと思いながら、この COC事業が実りある

ものになるとうれしいと思って今日はこちら

に参加させていただきました。よろしくお願

い致します。 

 

大江 ありがとうございます。自己紹介だけ

で半分の時間が過ぎております。なかなか短

い限られた時間ですが、キックオフというこ

とで、今、自己紹介をしていただいた中にも

さまざまな課題、大学のほうでも考えていか

ないといけないことがあろうかと思いますが。

一つ二つ、話題にしながら、またご意見をい

ただきたいなと思います。 

 まず、先ほどそれぞれのお話の中でも「学

生たちはこういう目線で」というようなお話

もあったんですが、今、実際に大槻さん、内

田さんの所で子どもさんの見守りだとか、高

齢者の問題だとかを抱えておられる中で、こ

この課題が一番、ニーズがあるかなというと

ころがありましたら、簡単で結構ですので言

っていただけたらと思います。 

 

大槻 そうですね。今は子どもよりもおじい

ちゃんおばあちゃんのほうが多くて、私は毎

日、集団登校の小学校で見守りをしているん

ですけれども。幼稚園の子、小学校の子、中

学校の子、高校の子って、毎朝「いってらっ

しゃい」「おはよう」って言ってるんですけど

も、おばあちゃんたち、おじいちゃんたちが

同じ時間帯に病院に行かれますので。知らな

い間にボランティア代わりになっていまして。

おばあちゃんたち、おじいちゃんたちも「い

ってらっしゃい」って最初言ってくれてたん



ですが、顔がわからないと今の子どもたちっ

て、「おはよう」って言うことができないんで

すね。不審者だと間違えますので。だんだん

わかるようになってきているんですが、間の

世代が居ないんです。高校生までは居るんで

すけれども、大学生のお兄ちゃんお姉ちゃん

っていうのが居なくて。杭瀬小学校に子ども

たち、こちらの学生さんが入ったときには、

見たことのないぐらいの喜びようでしたので。

課題っていうと難しいんですけれども、関わ

っていただきたい。いろんな世代が関わって

いただきたいなっていうのがありますね。 

 

大江 ありがとうございます。それぞれの年

齢層の方々はそれぞれのグループがあって、

地域の中でなかなか有機的につながっていか

ない。潤滑油じゃないですけど、学生が入る

ことによってつながりが生まれてきたという

ところなのかなというふうに思いました。 

 では、内田さんのほうから猪名寺の自治体

の課題というのが何か一つありましたら。 

 

内田 一つではなくて、三つあるんです。 

 

大江 三つお願いします。 

 

内田 一つはやっぱり猪名寺地域を活性化

したいと思います。どう活性化するのかです

けれども、猪名寺を万葉の里、万葉観光都市

として再生し、活性化したいというのが私た

ちの夢の一つでもあります。猪名寺は非常に

歴史、文化資源豊かな地域なんです。例えば

紫式部さんの娘さんが『有馬山猪名の篠原風

吹けば いでそよ人を忘れやはする』歌った、

猪名野、その中心的地域なんです。万葉時代

から猪名野というのは非常に有名で、万葉集

あるいは古歌にたびたび登場する地域であり

ます。私たちは、今、この地域を万葉の里と

して、あるいは万葉観光都市として活性化し

ていくために万葉の森再生プロジェクトを作

っております。日々、万葉の森の整地作業を

やっています。それから、猪名寺散策マップ

を作って、私は街歩きをガイドをして歩く。

この期間、何百という人たちが猪名寺を訪れ

ました。これは尼崎と今、共同事業として一

緒にやってるんですけども、ぜひここに園田

学園の皆さんが入っていただいて、食の万葉

の文化。食文化をどう作っていくのか、一緒

に尼崎の一角に癒やされる万葉観光都市が生

まれるようにやっていきたいというのが一つ。 

 二つ目が、お年寄りが健康で元気よく長生

きすることでございます。今、尼崎では年に

1度、集団検診というのがありますけれども。

特定健診。私たちは 100人の高齢者が一度に

集団検診を受けるんです。それで今、尼崎と

タッグを組んで、ずっと健康プロジェクトを

やっているんです。猪名寺は尼崎市と比べる

と、肥満が高い。LDL が、コレステロールが

高い。血糖が高い。そういう分析結果が出た

んですね。この数値を今、改善するために尼

崎と共同して学習会をやっています。いろい

ろやってます。食の学習会。こういう所に、

皆さん尼崎市と猪名寺と大学が組んで、本当

に健康、長寿の猪名寺、モデル事業を実現し

たら私は素晴らしいと思います。ぜひ、皆さ

んの力添え。あるいは地域貢献として一緒に

その問題を解決していただきたい。 

 もう一つは、地震に強いまちづくりでござ

います。南海トラフの地震がいつ起こっても

おかしくない状況でございますけれども、猪

名寺は洪水の心配はないです。震災。伊丹の

洪積台地で、唯一、尼崎では一番高い丘なん

ですね。標高 10メートルが一番高いです。し

かしながら、ここは区画整理事業もやってい

ないので、古い家もたくさんあります。古い

地域ですから。これで倒壊。家屋の倒壊。そ

れから火災が起きると消防車が入れない区域

があるんです。じゃあそのときにどうするの



かということになるんですけれども、私たち

は自主防災会ということで、自主防災会を裁

定して、この 2月に防災訓練を行いました。

200 人が園田北小学校に集まって、耐震の経

験をしたり、蘇生を学んだり、いろいろと災

害のときの対応といろんな体験を致しました。

しかしながら、まだ 200人ということで危機

意識を持っておりません。やはり地域からお

年寄りや障害者をどう避難させるのか。どう

自分でまず命を守るのかということを含めて、

危険箇所はどこにあるのか、どういう問題が

あるのかをえぐり出して、これをこれからや

らなければならない課題でございます。 

 うちは消防団。それから警察、自衛隊、こ

の前の防災訓練は子ども会、老人会、婦人会、

自主会。全部がこれに企画を立てて頑張って

おります。地域のコミュニティーは確立して

おりますので、ぜひ大学の知恵を知の拠点と

して担っていただきたい。ちょっと欲張った

言い方でお話ししましたけれども、よろしく

お願いしたいというふうに思います。 

 

大江 ありがとうございます。本当に地域資

源の問題、それから健康の問題、災害の問題。

日頃から取り組んでおられることで、今日、

大学の側でもぜひ受け止めて、また地域の教

育現場の中でつながりを持っていければとい

うふうに思っております。 

 では、若干視点を変えて、小林さんのほう

から市内の企業でありますとか、事業者のと

ころで抱えている問題を少しお話しいただい

てよろしいでしょうか。 

 

小林 失礼します。尼崎市内の産業というの

は多岐にわたっておりますので、混在性とい

う問題、課題等、絞り込むのが非常に難しい

ところです。われわれ商工会議所の活動とし

て「企業と人が息づく街は美しい」というふ

うな形で、企業に元気になっていただいて、

そこから活性化。にぎわいづくりをした上で

の活性化というふうな取り組みを行っており

ます。その中でも、特に商業という部分には、

大型店の進出であるとか、商店街がシャッタ

ー通りになって非常に厳しい状況になってい

る。あるいは高齢化が進んで若い人がなかな

か事業を承継しないということで、非常にあ

かんなという問題意識はございます。 

そういった中で、商工会議所の取り組みの

中で街歩き支援というふうな形で、例えば産

業観光によって、工場のものづくり体験、職

場体験、そういうものづくりを見ていかれる

経験をしていただくツアーを組んだりしてい

ます。先ほど船木さんも言いましたけれども、

街歩きなんかで元気づけようというような取

り組みもしております。尼崎市内というのは、

それぞれ行政 6地区、さまざまな特徴がござ

いますので、その地区の特徴を生かした何か

キーワードを作りながら取り組んでいかない

とあかんかなというふうな形で今、やったり

しております。その中でバルとか、積極的に

取り組んだりしております。 

それと、あとは尼崎商工会議所の中で今年

度、スーパースイーツという形で尼崎のイメ

ージを変えていこうということを目的に、ス

イーツの街でまちおこしを支援していこうと

いうことをキーワードにやってまいりました。

これにつきましても、園田学園さんの学生さ

んの力を借りながら、スムーズな運営ができ

たことを申し上げますけれども、そういった

形でにぎわいを作らないと、なかなか市とい

うのは元気にならないというところがありま

すので、仕掛けづくりをモットーに致しまし

て取り組んでまいっているという形です。 

 

大江 ありがとうございます。にぎわいづく

りということで、会議所の取り組みに大学の

ほうもできるだけ連携させていただきたいと

ころなんですが、得てして大学から商店街の



活性化とか、そういう所に学生を送るとき、

あまりいい言い方ではないですが、人手が足

りないので学生に手伝ってもらいたい、こち

らは「ボランティアは社会体験になるから」

と出すだけ出してしまって、結局お互い何の

ために行ったのかというふうなことも多くあ

りました。ただ、会議所のほうともお話をさ

せていただく中で、インターシップ等も含め

て、やはり学生のほうも目的意識を持って活

動に参加させていただき、企画をしたりコミ

ュニケーション能力を高めたりというふうな、

今回の COC事業の中の経験値を高めていくよ

うな取り組みになっていけばと思います。 

 今、この地域に実際にお住まいの方々の課

題、それから会議所のほうで事業者さんの持

っておられる街の課題。本当にいろんな課題

がこの街の中にたくさんあるんですけれども、

その中で今、学生が地域に出て、地域で勉強

させていただくというあたりで、船木さんに、

学生が街で学んでいくために、どんな仕掛け

を持っていけば、より学生たちが生き生きと

した街になれるのかなというようなところの

お考えを聞かせていただければと。 

 

船木 すみません。最後にどんな質問になる

んだろうと思って身構えていたんですけれど。

本気で学生に向き合ってくださいと、もうそ

れしかないですね。今の時代、実は若い人た

ちが腕磨きをする機会が実はすごく少なくな

っています。今、働く人、若い人たちで就業

されている方は半分ぐらいなんです。非正規

労働という言い方をしていいのかもしれませ

んが。将来、すごい不安な就職になっており

ます。何を言ってるかというと、計画して就

業キャリアが保てず、将来に不安があるとい

うことなんですね。振り返ってわれわれぐら

いのときの年代で会社に入ることが目的であ

りました。就職したら実は 10年ぐらい、会社

が基本的には言葉は悪いですけど、身の保証

をしてくれていて、その間に経験を積んで気

が付いたら 10 年ぐらいたったら自分の名前

で請求書が出せるような仕事ができるように

なってきた。逆に言うと 10年間遊ばせてくれ

たというのではないんですが、経験する機会

をある種、安定して提供してくれていたと。 

実は今、若い世代、その期間がないんです

ね。能力があれば、ある種成果主義という形

で正社員になれるけれども、なれない人は、

ちょっとわざと強く極端なことを申し上げて

ますが、非正規という形で分かれていくよう

な状況があるんですね。このままだと大変な

ことになります。若い人しかできない機会を

提供できないと 20 年後、30 年後、日本を運

転する人が居ないっていうことになる。その

経験を持たない人が多くなってしまうという

ことですね。今のうちから、ある種、責任を

持ったり、リーダーシップを経験したり、な

いしは失敗をしてもいいでしょう。チャレン

ジをするということを街をあげて提供しなか

ったら、大変なことになる。昔は企業がそれ

を提供してくれていたから、われわれが納得

する結果ができたんですけれども、これから

は企業ももうそういうような状況ではない。 

じゃあ誰が次の時代を育てるのかといった

ら、コミュニティーがそれを提供するしかな

い。コミュニティーって言っているのは、地

域だけではなくて地域を支える産業界を含め、

すべてのステークホルダーですね。一緒にな

って一丸となってその地域で若者を支えてい

く。経験を提供する。育つ。そういう機会を

どれだけ提供できるか。そのためには、実は

インターンシップという言葉が非常に誤解も

あるかもしれないですが、1 週間 2 週間ちょ

っと来てもらって「就業体験させてあげる。

ボランティアさせてあげるよ」という「させ

てあげる」という体験ではなくて、本当に働

くとは何か、生きることは何か、学ぶことは

何かってこの三つが接点になるような体験を



ぜひさせてあげてほしいというふうに思いま

す。そういう体験を提供させてあげられれば、

確実に地域と街と人につながっていきます。

もしかしたらチャレンジして世界に行きたい

と思って尼崎から出て行ってしまうかもしれ

ないけど、でも確実に思いはちゃんと残るん

じゃないかなというふうに思います。仕掛け

は実はあまりなくて、本当に大人が本気で若

い人たちに向き合う。もうそれしかないかな

というふうに思っています。 

 

大江 ありがとうございます。今の船木さん

の言葉、大学のほうも学生と向き合う時間を

たくさんとってやっていく必要があると思い

ます。その一つのシステムに今回、経験値評

価システムということで、地域の方に評価し

ていただく。地域の方に丸投げするのではな

くて地域の方と一緒になって大学の教職員も

合わせて学生と向き合っていきながら評価す

るシステムであるべきだというふうに考えて、

構築をしているところでございます。 

まだまだお話を聞きたいところなんですが、

今日は、杭瀬、猪名寺、商工会議所、それぞ

れ私も関わっている所の方々にご登壇いただ

いています。杭瀬のほうにも、月に 1回何も

なくとも行かせていただいて、いろんな方と

いろんなお話をする中で課題をいただいて帰

って、またご協力させていただいてという形

で。学生だけでなく、我々のほうも地域に足

を運んで、地域の方の話に耳を傾けながら、

これから取り組めていけたらなと考えており

ます。 

ちょっと時間が超過をしているんですけれ

ども、最後に、文部科学省の松坂様のほうか

ら少しコメントをいただければと思います。 

 

松坂 ありがとうございます。これ以上、蛇

足になってしまうとは思いますけれど。今、

皆さんのお話を聞いて、非常に期待していた

だいていることがよくわかりました。期待が

大きければ大きいほど、大学は本当に大変に

なると思います。でも、船木顧問がおっしゃ

ったように、やっぱり大学はここはひとつ、

がんばってもらわないと。できることとでき

ないことがいっぱいあると思いますけれども、

すべては学生のためにという形でぜひ、煮詰

めていただけたらと思います。5 年後、非常

に楽しみにしております。どうもありがとう

ございました。 

 

大江 ありがとうございます。本当に学生数

が 2000 人と非常に小さな女子大学でござい

ます。今回の COCの採択の大学の中でも女子

大学で採択していただいているのは本学のみ

でございます。この中で、本当に今の皆さん

からのお話を聞いて、地域に必要とされる大

学。それからこの大学を拠点に、尼崎がもっ

と元気になっていく。学生もそこで育ててい

ただいて、元気な学生たちを育てていきたい

というふうに思っております。 

では、これで第 3部のディスカッションを

終えたいと思います。本日はお忙しいなか登

壇いただき、お世話になった方々にもう一度

拍手をお願いします。ありがとうございまし

た。 
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人形浄瑠璃における怪異 

井上勝志 

（園田学園女子大学教授、近松研究所所長） 
 
 
近松門左衛門作の浄瑠璃『賀古教信七墓廻』

は、初段で七尺余りの大蜘蛛が登場し、継母・

幼い姫を呑み込み、下半身を切られ乍らも若

君を守ろうとする忠僕と死闘を繰り広げる。

その部分を評して、「惨酷な、怪異な、荒唐無

稽な」などと言われていた。 
ここでは、本作の上演を『外題年鑑』の言

う元禄十五年とした場合、「翌年にはもう「曽

根崎心中」が上演されるという年代に、この

ような惨酷無惨で奇怪極まる幼稚な作品が上

演されるとは、とても信じられない」（『正本

近松全集』）という記述を取りあげる。 
『曽根崎心中』は、醤油屋の手代徳兵衛が

銀二貫目のために東奔西走し、挙げ句の果て

には男の一分はすたり、「死なねばならぬしな」

となる物語、そして、その境地に陥れたのは

「男みがく奴」「日ごろ兄弟同然に語りし奴」

と信頼しきっていた友達の九平次であった、

という内容である。言うまでもなく、上演当

時の出来事を題材とした世話物であるが、浄

瑠璃は本来歴史を語るもので、所謂時代物が

本流である。 
浄瑠璃という芸能の名称の由来でもある

『浄瑠璃御前物語』では、「五輪砕」の怪異が

描かれていた。また、説経でも亡くなった女

性の幽霊との間に子をもうけるという設定が

なされたり、地獄の有様、地獄からの蘇生が

語られたりする。これらの影響も受けた浄瑠

璃の一側面として地獄・極楽をめぐる怪異が

取り込まれるのは、浄瑠璃が生身の人間なら

ざる人形と結びついたこと、そして、その人

形の糸からくりなどを活かせることとも相俟

って、自然の成り行きと言えよう。これは、

宝永期以降においても、歌舞伎の女方の演出

を取り入れて、死霊や生霊が登場する作品や、

中世来の題材を扱い、鬼や異界が語られる作

品もある。これら、この世ならざる世界、人

間ならぬ存在という怪異を描く作品は、人形

操法や舞台装置の発展・工夫を背景に、人形

浄瑠璃という分野における一つの流れとして

存在し続けた。 
その一方で、『曽根崎心中』が上演された。

ここで、当世の物語が持ち込まれると、ある

のか、ないのか、いるのか、いないのかとい

ったものに主眼を置くよりも、あるかもしれ

ないそれらに恐れ、あるいは、希望を託す、

この世での人に重点が移るのは当然である。

地獄の鬼よりこの世の人間、当世の出来事を

取りあげる時代、そして、その作品が大当た

りとなる時代、それが、元禄の末であった。

『曽根崎心中』は、信頼しきっていた友達が

裏切るということを描くことによって、その

ようなことをしてしまう生身の人、あるいは、

そのようなことを考えてしまう人の心、それ

こそが異なもの、つまりは「怪異」である、

と言っているようにも思える。男をみがいて

いた筈の九平次がなぜ徳兵衛を陥れたのかと

いう理由について、近松は何も説明していな

いのである。「我身ながら此心めがじゆうにな

らぬ」（『栬狩剣本地』第三）のが人間であり、

近松作品に登場する、ある種すべての人物は

このような人である。井原西鶴が「人は化け

物、世にないものはなし」と『西鶴諸国ばな

し』の序で述べたのは、元禄という時代を前

にした貞享二年――それは奇しくも義太夫と

近松との初めての提携が成った年でもあった。 
 



 
歌舞伎における怪異 

横山泰子 
（法政大学教授） 

 
 
歌舞伎には多様な化物や幽霊が登場する。

歌舞伎の演目全般に目をやると、動物が人に

化け、植物の精が活躍するなど、人間以外の

存在者が主人公級のはたらきをみせるものが

多い。歌舞伎において、不思議な現象＝怪異

は非常に大きな役割を果たしている。「芸能と

怪異学」という観点から見た時、歌舞伎は考

察しがいのあるジャンルなのである。 
 歌舞伎では、仕掛けを駆使しつつ、役者の

身体的な技能を用いて怪異現象を「写実的」

に表現する。元禄歌舞伎の時代から若女形の

芸としての「怨霊事」が人気を集め、文化文

政期には見物を怖がらせる「怪談狂言」が流

行したが、いずれも仕掛けと役者の身体芸な

くしては成り立たないものであった。仕掛け

が用いられた背景の一つに、江戸時代の科学

技術の発達による。平和な社会のもと、科学

が娯楽に用いられるようになったがゆえに、

歌舞伎の大道具大仕掛けも発展をみせた。役

者の体を天井から吊り下げれば、幽霊の飛行

が表現できるし、水槽の中に飛び込んだ役者

が別の所から濡れずに出てくる仕掛けによっ

て、妖術使いの活躍を見せることができる。

こうした仕掛けを考案し、現実の舞台上で使

えるようにすることが、怪異を表現する芸能

では重要な意味を持った。 
 文化文政期に活躍した役者の初代尾上松助

と三代目尾上菊五郎は、作者の四代目鶴屋南

北と組み、数々の仕掛けを用いて怪談狂言を

成功させた。代表的な演目に『天竺徳兵衛韓

噺』『彩入御伽草』『東海道四谷怪談』『独道中

五十三駅』などがある。大道具や小道具等に

施された特別の仕掛けは秘密とされ、幽霊や

妖怪の演じ方は家の芸として後世に伝えられ

た。歌舞伎では「家の芸」が大事にするが、

怪談狂言も例外ではなかったのである。 
 仕掛けが秘密にされる一方で、見物は仕掛

けの秘密を知りたいと願う。その要求にこた

えるため、幕末には仕掛けの解説本も刊行さ

れた。『御狂言楽屋本説』を読むと、『東海道

四谷怪談』をはじめ、怪談狂言の仕掛けの数々

が絵入りで説明されている。このことは、当

時の歌舞伎愛好者たちがいかに仕掛けに興味

を持っていたかを示すとともに、仕掛けの説

明を許可する歌舞伎制作者サイドの心意気を

も示している。歌舞伎の新創造の精神、すな

わち古い仕掛けが公にされたところで次の仕

掛けを考案するので問題なしという姿勢のあ

らわれと考えられる。一見素朴な仕掛けのよ

うだが、電気や機械に頼りすぎている現代人

には、かえって思いつかないような奇抜なも

のも多い。 
 また、怪異を表現する芸能として「女形」

の役割も重要である。女性の起こす怪異現象

を「写実的」に表現する時、女性が演ずる方

がより「写実的」になる。歌舞伎では、男性

が女性の役をつとめるため、映画や新劇のよ

うな「写実的」な描写はできない。だが、女

形という不自然な存在はそれ自体が超自然的

であり、女性の幽霊のような役柄を演ずる際

には有利な面がある。女形それ自体が不思議

な存在であるから、かえって不思議な存在者

を表現することができるのだ。 
 
 
 
 
 
 
 



 

能と鎮魂 

永原順子 

  （高知工業高等専門学校准教授） 
 

 

能は、よく「鎮魂の芸能」と言われる。確

かに、亡霊や怨霊などが多く登場し、それら

が成仏を願ったり、調伏されたりする。 

中世において「鎮魂」とは、「フシギなコ

ト」すなわち怪異を、祈祷やまつりあげなど

の公的な手段によって解決することである。

山田氏によると、国家の鎮魂の意識（1）とは、

「霊魂の鎮魂は純粋に精神的問題にあるの

ではなく、政治的問題と密接にからみついて

いた」とある。 

能における鎮魂と、国家的な鎮魂は同じだ

ろうか？ 

「不思議やな・・」「不思議の御事かな」

など、「不思議」という言葉は能にもよく出

てくる。恠異学会で語られる「フシギなコト」

に共通する点もあるが、能の場合は公のもの

ではなく、個人の感情やその場に限られた私

的なものである。能の話が終わればその「フ

シギなコト」は一応の解決を見る。 

また、能はドラマであるということも忘れ

てはいけない。人びとが生々しく感じる「フ

シギなコト」を畏れてまつりあげるというの

ではなく、物語として成立したものを舞台に

あげているのである。もっと言うと、「フシ

ギなコト」の怪異や脅威を受け身的に反応す

るのと違い、「フシギなコト」を積極的に描

いている、という違いとなろう。もちろんそ

の姿勢は、能に先行する物語や絵巻などにも

共通する。 

よって、さきほどの疑問に対する答えは

NO である。能は鎮魂の芸能ではない。鎮魂

というよりはむしろ、“魂”のあり方につい

て当時の人々（作者、役者、観客など）が表

現したのが能という形式なのであろう。 

国家における「怪異」「鎮魂」とは異質な

ものがそこにはある。その異質なものを組み

立てていったのは、当時の人々の「魂」に対

する興味である。彼らは当時における知識、

思想に裏付けられた当時の“科学”で、非常

に理性的に「魂」を料理し、表現したのであ

る。 

“科学”？と首をかしげる方もいらっしゃ

るかもしれないが、考えてみれば、怪異も科

学も、「フシギなコト」をなんとか解き明か

したいという人間の欲望が出発点なのであ

る。解き明かす手法や結果は異なるが、どち

らも人知の及ばぬ領域に挑戦した人びとの

足跡である。ひょっとすると、技術大国ニッ

ポンを支えている柱の一つはそのあたりに

あるのかもしれない。 

ただし。怪異と科学の共通点は他にもある。

何かを解き明かせばさらに未知の領域が広

がっていく。闇はつきない。「フシギなコト」

に畏れながらも手を伸ばし、挑戦し、そして

また次の「フシギなコト」が・・・というサ

イクルは遥か昔から行われ、そしてこれから

も続いていく。芸能もその一つである。その

豊潤な繰り返しの世界から様々な文化や技

術が生まれたことを忘れてはならない。 

 
 
（1） 山田雄司「源頼朝の怨霊観」『中世仏教の展

開とその基盤』2002.7、pp.281~305 

 
 
 



 
鉢叩きの七兵衛考 

―折口信夫の芸能論・私論― 

村上紀夫 
（東アジア恠異学会会員） 

 
 
事務局から与えられた課題は「折口信夫の

鎮魂論を芸能史の視点から批判せよ」という

ものであった。近世を主たるフィールドとす

る報告者の力量を大きく超えるものであり、

今回は自分なりに折口の芸能論・鎮魂論を整

理することで責めを塞ぎたいと思う。 
 聊か奇妙な表題は、柳田と折口が対談した

ときに「まれびと」に話題が及んだときの柳

田の発言のなかで飛び出した言葉である。マ

レビトの中に祖霊とか祖先神という観念は含

まれるかという問いに対して、折口は「常世

国なる死の島、常世の国に集まるのが、祖先

の霊魂で…男と女と、各一種類の霊魂に帰し

てしまい、簡単になってしま」い、「個性ある

祖先を眺めません」と答えた。これに対して、

柳田が投げかけたのが「常世から来たとみる

か、または鉢たたきの七兵衛と見るか、受け

方だけの事情ではなかっただろうか」という、

冷笑ともいえる発言であった。 
 折口は芸能研究を「何事も発生学風に研究

して行く」と宣言した。「発生学」とは生物学

の一分野であり、当時影響力を持っていた社

会ダーウィニズムが背景にある。折口はヘッ

ケルなどの影響のもと芸能の「発生」につい

て思索を重ねた。ここで折口は、文化の多元

的な発生を否定しているわけではない。ただ、

方法論として、便宜上は一括して“一民族の

原始信仰”として論じるという方法をとった。

その結果、「私の研究の立場は、常に発生に傾

いてゐる」という折口自身も一元論的な議論

をするようになる。 

 さて、ここでもう一度冒頭で見た折口と柳

田との対談を振り返る。折口は「常世の国」

にいる個性をもたない「男と女と、各一種類

の霊魂」が「単に村の祖先として戻ってくる」

のがマレビトであり、後に「分割して考える」

ようになるという。一方で、柳田の議論はま

ったく逆だ。「家々の一族というものが自分の

祖先を祀り…優勝劣敗みたいなものがあって

…優れた神ならばよその神様でも、客神でも

祀っていい、というふうになった」という。

家どうしの交渉のなかで「優勝劣敗」、すなわ

ち神の淘汰が行われていくということになる

という多元論である。 
 対談後、折口の死の前年に公刊された「民

族史観における他界観念」は、上野誠が指摘

するように柳田への回答であろう。柳田の祖

霊論をふまえて、「近世神道家の合理論」以下

切り捨てて「もつと複雑な霊的存在の、錯雑

混淆」を指摘する。そこでは、上野も指摘し

ているように祖霊も多様な霊魂のひとつとす

る多元的霊魂論・多元的他界論が展開する。 
 対談の際の論点を敢えて整理すれば、折口

は一元論・柳田が多元論であった。しかるに、

ここでは折口は柳田を一元論の枠に押し込め

て、多元論によって批判しているのである。

折口が対談の時と攻守を代え、多元論の立場

から相手の批判しているとすれば、「ぶれ」と

みることもできるだろう。だが、実際には折

口自身が多元的な発生は認識していた。一回

転して、原点にもどったにすぎない。 
 
 
 
 
 
 
 
 



【第一部コメント 榎村寛之斎宮歴史博物館学芸普及課長】 

室町時代から確認される古浄瑠璃は芸能の民

が語る唱導文学と呼ばれるもので、その内容は

ごった煮のエンターティメントであった。井上

報告でもあったように歴史物語や寺社の霊験譚

を中心に、残酷さやエロティシズム、スペクタ

クル、怪奇趣味を伴うものである。浄瑠璃の中

にはその延長線上にある「スペクタクルなフシ

ギ」を扱うものがあったが、元禄時代から「人

の心のフシギ」がテーマとして登場してくる。

『曽根崎心中』の、なぜ死ななければならない

のか、なぜ裏切られるのか、というテーマは一

種のサイコホラー、怪談としても理解される。

これは一つの作品の中に併存する。例えば『平

家女護ヶ嶋』では、俊寛の「凡夫心」という近

代にも通じる要素と、俊寛により渡海した千鳥

の惨殺という残酷描写がともに語られる。 

横山報告が扱った 1800 年代の歌舞伎はスペ

クタクル要素を継承している。鶴屋南北が描く

それはエンターティメントとしての怪異であり、

役者が演じることで幽霊はキャラクター化して

いく。鎮魂や恐怖とは切り離されるのである。 

では元禄時代に成立した後者のテーマはどう

なるのか。南北を継承したとされる河竹黙阿弥

は怪談を書かない。三遊亭円朝の原作を歌舞伎

化した『真景累ヶ淵』はリアリズムの中の怪談

話として、この路線を継承したともいえる。 

ただ、これは横山報告が論じた江戸歌舞伎に

限った話である。上方歌舞伎では、たとえば『怪

談乳房榎』という同じく円朝の原作による作品

がある。市川右団次など、ケレン味の強い役者

の流れは現在の市川猿之助につながる。こちら

の流れをどう位置づけるかについては今後の課

題となろう。 

【第二部コメント 大江篤園田学園女子大学教授】 

怪異学のスタンスとして、現在の我々の言葉

と、歴史的に構成されてきた言葉とは使い方が

違っており、その違いを抑えていく必要がある

ということがある。 

「怪異」もその一つで、本来の意味は「フシ

ギなコト」を政治的に説明する上で用いられた

言葉であった。「祟り」や「怨霊」も同様で、「怨

霊」は政治的な問題の中で語られ、その語りは

情報の発信と受信の枠組みのなかで理解される

べきものである。見えないものをどう説明する

かは時代ごとに変化していくのであり、「能」も

その時代に即したあり方であったのだろう。 

折口信夫の語る「鎮魂」も、今日我々が考え

る「慰霊」のニュアンスとは異なる。折口の発

想は古代の「鎮魂祭」であり、魂が弱まると体

から遊離するので、それを体の中に落ち着かせ

る必要があるという理解がもとになっている。

このほかに『令集解』の中に、墳墓に仕える「遊

部」という、「凶厲魂」を鎮める存在が確認され、

彼らが芸能を行うとされている。これらの記事

から折口の鎮魂論は組み立てられている。 

古代における「慰霊」としての「鎮魂」とい

う理解は、1970年代から、たとえば梅原猛氏『隠

された十字架』などによって提示され、一般化

していったもので、この議論が出た背景には靖

国神社の法制化問題があったと思われる。現在、

東日本大震災について、NHK のドキュメンタ

リーなどで「死者の出現」などの語りが取り上

げられ、それと関係して東北の盆踊りなどが取

り上げられる。しかし盆踊りは死者を慰めるも

のか、死者そのものを演じているのかというこ

とは議論が残るところである。もう少し丁寧な

議論が求められるところであろう。 

園田学園女子大学地域連携推進機構・東アジア恠異学会主催フォーラム「芸能と怪異学」 

パネルディスカッション記録 



【第三部 討論】 

大江篤氏を司会として討論が行われた。 

まず、会場からの質問ペーパーへの回答が行

われた。そのなかで、登壇者全員への質問とし

て、見えないもの、わからないものの理解につ

いて近代科学と近代以前のあり方はどう違うの

かと質問があった。 

井上氏は、浄瑠璃の『曽根崎心中』について、

心中事件に関する速報性では歌舞伎に劣るため、

心情への解釈で観客の共感を呼ぶものとした。

そして、事実性の積み重ねが科学だとするなら

ばそのアプローチは科学とは異なるものだとし

た。横山氏は、寺田寅彦の随筆「化け物の進化」

において、自然界の不思議さを百鬼夜行絵巻、

怪談・怪異は科学教育だとされていることから、

解釈は異なるがその姿勢はそれほど差はないの

ではないかと述べた。それに関連して永原氏は、

能において、驚きは演出として用いられている。

音や地響き、花びらが突然降るといった不思議

なことは現れるきっかけとして用いられている

ことを述べた。村上氏は、柳田國男・折口信夫

の研究の原点には神秘体験があり、彼らはそれ

に論理的解釈を加えようとする中で学問を作り

上げていったことを指摘した。 

最後に榎村氏は、四氏の発信者の観点とは異

なる受信者の視点から考えたい、として、恠異

学会が扱うテーマとしての「権力」の問題と関

わる「天人相関説」について述べた。それは災

害などの現象をどうとらえ対処するかは政治の

責任であるという思想であるが、これは権力者

が知識を持って現象を説明することで民衆を支

配するために用いられ、このような怪異につい

ての権力と民衆との関係は室町時代以降解体し、

江戸時代以降は民間の学者が担うようになった

というのが恠異学会の現在の成果であるとした。

その上で、わからないことについての説明を求

める人々は、説明の内容よりも説明する個人へ

の興味を強く持つ、それは説明を権力者に求め

るという姿勢と通底するところだが、近年の科

学報道について同様にも見られ、それは王権が

本来持っていた情報とメディアが科学者とマス

コミに分有されることによるところも大きい。

ネガティブな意味でも古代と現代には変わらな

いところがある、と論じた。 

続いて第一部の内容についての討論が行われ

た。横山氏は井上氏に対し、①『賀古教信七墓

廻』はどのように評価されているのか、②また

それを研究対象とした理由について質問があっ

た。井上氏は、①近松研究者でなければ知らな

い作品であり、研究者の世界でも全集の解説で

なければ言及されない作品である。近松の時代

は新作を上演していく時代であり、人気がある

と再演が繰り返され古典化していくが、『賀古教

～』に関しては再演がないので人気がなかった

のであろう、但し『曽根崎心中』も事件性が中

心の作品で、近代になるまで再演がなかったこ

とは注意しておきたい、と述べた。そして『賀

古教～』が人気がなかった理由として、残酷さ

や地蔵菩薩の出現などの描写が評価されなかっ

たからではないかとした。また、②これを研究

対象としたのは近松が尼崎を扱っている作品を

調べたところ、まず『天神記』、ついでこの作品

ぐらいしか尼崎を扱っていないことに気付き、

そこから研究を始めたと述べた。 

続いて井上氏から横山氏に対し、歌舞伎では

役者の得意・不得意にあわせてあて書きを行う

ことがあるが、尾上松助と鶴屋南北の怪談狂言

は二人あってのものか、それとも同じ時代に似

たような存在はいたのかという質問があった。

横山氏は、松助は普通の芝居は不得手だったよ

うで、南北もそれまで不遇であったことからす

ると、二人が出会ったことが重要であったよう

に思うとし、その上で時代的な背景として、香

川雅信氏がいう「妖怪革命」、すなわち妖怪は娯

楽であるという意識が都市部に広く共有される

という現象がこれ以前に起こっており、それゆ



え、芝居がエンターティメントとしての怪異を

取り入れやすかったのであろうとした。更に横

山氏は榎村氏のコメントに対して、円朝の作品

を歌舞伎化したのがケレンが得意な上方の役者

であったことは重要で、江戸歌舞伎は明治以降

変質し、仕掛けを用いる芝居を上演しないよう

になり、『四谷怪談』も古いケレンの演出は上方

によく残っている。権力志向というか、中央の

流行が影響しやすい江戸歌舞伎に対して、上方

歌舞伎をどう扱うかは重要であるとした。 

第二部の内容に関する討論では、村上氏から

永原氏に対し、複式夢幻能の、どんなテーマで

も魂の語りとして扱えるという枠組みの優秀さ

は世阿弥によるものか、その位置づけについて

質問があった。永原氏からは、今後の課題とし

たいが、ただ夢幻能が枠組みとしてすぐれてい

るかは、そこからの変質として生者のみが登場

する作品もあるので一概には言えないと思う。

むしろシテとワキという関係の安定性と柔軟性

をとらえるべきとの答えがあった。 

続いて永原氏から村上氏の報告で課題となっ

た「受け手・観客の問題」に関連して質問があ

った。その場を支配する空気に従って「信じて

いるふり」をする、その空気の支配はどこから

くるのか、社会・経済との関係なのか、芸能に

関する「半笑いの余裕」はどこから来るのか。

村上氏は、むしろそれこそが芸能の本質ではな

いか、たとえばホラーをホラーたらしめている

のはうそだと知りながらも、あるかも知れない

というところにある。万歳師が手ひどく追い出

された時に発する呪いの言葉の事例をあげ、「半

笑い」の裏返しとして「半分本気」の恐怖があ

り、そのあたりに演じ手と観客の無言の了解を

考えるヒントがあるのではないか、と答えた。 

最後に司会から榎村氏に今回のシンポジウム

全体について発言が求められた。 

榎村氏は、井上氏が指摘した近松の時代の屋

根のない芝居小屋と、現在も地方の芝居に残る

南北の時代の屋根のある芝居小屋との違いから、

一定のスポンサーがいることで成立するのが南

北の時代の芝居であり、仕掛けのある芝居はそ

れを前提として成立するのではないかとして、

情報・メディアの問題にスポンサーを加えて考

えるべきだと述べた。 

その上で折口が若いころ見た芝居役者に、市

川右団次という人物がいたことを紹介した。同

じ市川小団次の養子であった左団次が江戸に出

てリアリズムを重んじる芝居で評価されたのに

対して、ケレンを得意とするが故に評価が低か

ったこと、また折口は随筆「まちかどの戦死者」

で役者の中村魁車の大阪大空襲での死を女形の

美しい死と現実の醜い死を二重写しにして描い

ているが、その魁車は歌舞伎小屋、即ちスポン

サーの子から役者になり、初代中村鴈次郎の相

手役の一人で、中村梅玉は妻が似合うが魁車は

妾が似合うとされており、独特の色気があった

ことを指摘し、ケレンや色気、微妙なズレを折

口は愛したのだとした。そして、この微妙なズ

レの一つである女形の独特の空気というのは、

男性の芸能である能から来た可能性があり、そ

れは足利義満と世阿弥のように男色関係が伴う

ものであった。折口も同性愛者であり、芸能者

もマジョリティの支持を受けるマイノリティで

あることを考えるならば、芸能と差別という問

題にも直面することになるだろう、と述べた。 

最後に芸能の多様性に現れる時代性の違いと

いう問題や、芸能を見る観客に共通する「半笑

いの余裕」といった視点は、今後、中世後期以

降の怪異学を考える上でも重要なポイントにな

るのではないか、として議論をしめくくった。 

 

 

 

 

（文責：久禮旦雄  

三重大学非常勤講師・東アジア恠異学会会員） 
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地域連携推進機構 統括会議記録 

 

【尼崎市】 

尼崎市企画財政局政策部：立石孝裕課長 

尼崎市企画財政局政策部：高村美帆 

【尼崎商工会議所】  

尼崎商工会議所産業部：小林史人部長 

３名 

 

【地域連携推進機構運営委員】 

人間健康学部：山本起世子教授 

総合健康学科：藤澤政美准教授 

食物栄養学科：餅美知子准教授 

人間看護学科：野呂千鶴子教授 

人間看護学科：竹元恵子准教授 

児童教育学科：影浦紀子講師 

生活文化学科：永村悦子准教授 

幼児教育学科：倉科勇三准教授 

児童教育学科：大江 篤教授 

【地域連携推進機構事務局】 

地域連携推進機構：榎本匡晃課長 

教学支援部学術研究支援課：西田英一 

１１名 

 

第 1回 統括会議 

日時：平成 25 年 6 月 13 日  

17：00～18：00 

場所：園田学園女子大学特別会議室 

出席者：15 名 

議題： 

(1)地(知)の拠点整備事業申請について 

(2)連携プロジェクトについて  

 

第 2回 統括会議(第 5回 運営委員会) 

日時：平成 25 年 7 月 11 日 

17：30～18：10 

場所：園田学園女子大学特別会議室 

出席者：14 名 

議題： 

(1) 地(知)の拠点整備事業１次審査通過について 

(2) その他 ボランティア報告 

 

第３回 統括会議 

日時：平成 25 年 8 月 8 日 

17：00～18：00       

場所：園田学園女子大学大会議室 

出席者：12 名 

議題： 

(1) 地(知)の拠点整備事業採択の報告 

(2) 8 月 7 日文部科学省採択大学対象説明会について

報告  

(3) まちの支援員について 

(4) その他 ボランティア報告 

 

第４回 統括会議 

日時：平成 25 年 9 月 5 日 

17：00～18：00       

場所：園田学園女子大学大会議室 

出席者：11 名 

議題： 

(1) 地(知)の拠点整備事業採択についての対応状況

報告 

対応状況回答（資料）  

(2)地域志向教育研究応募 

地域学修科目から 

 地域看護 

食育 

健康 

公民館講座 

語学教育（国際交流）  

(3) まちの支援員   

 総合生涯学習センターの状況 報告 

 

その他  

(１)報告  

① 中央公民館市民講座 

② 湯遊サミット 

③ 大庄公民館 防災計画 

④ 歴史の旅 in 尼崎 

⑤ けやき祭学外参加者 

⑥ 尼いもボランティア 

⑦ 塚口お見合いイベント 

⑧ 武庫川コスモス園 

 



第５回 統括会議(第 8 回 運営委員会) 

開催日：平成 25 年 10 月 10 日（木） 

  17:00～18:00 

場所：５号館３階大会議室 

出席者：13 名 

議題： 

(1) 地域志向教育研究申請の現状（報告） 

申請プロジェクト一覧表（10/3 資料）  

(2）アセスメント項目について 

 

その他  

(１)報告  

① 中央公民館市民講座 

② 湯遊サミット 

③ 大庄公民館 防災計画 

④ 歴史の旅 in 尼崎 

⑤ けやき祭学外参加 

⑥ 尼いもボランティア 

⑦ 武庫川コスモス園 

⑧ 市報あまがさき 11 月号座談会 

 

第６回 統括会議 

日時：平成 25 年 11 月 14 日 

17：00～18：00       

場所：園田学園女子大学特別会議室 

出席者：13 名 

議題： 

(1) 地域志向教育研究申請の現状（報告） 

申請プロジェクト一覧表  

(2）アセスメント項目について 

(3) 外部評価委員会（11/1）実施について報告 

(4) 文部科学省主催シンポジウム（11/8）「地域再生

と地（知）の拠点としての大学への期待～大学と地

域が連携したひとづくり、まちづくり地域再生への

歩み～」報告 

 

その他  

(１)研究結果の帰属 

(2) ボランティア報告  

 

 

 

第７回 統括会議 

日時：平成 25 年 12 月 12 日 

17：00～18：00 

場所：園田学園女子大学特別会議室 

出席者：13 名 

議題 

(1) 地域志向教育研究について  

(2) 地域志向教育研究申請の現状（報告） 

(3)平成 26 年度地域志向教育研究募集について 

(4) 経験値評価システムについて 

(5)広報用パンフレット 

(6) ボランティア報告  

(7) i-Pad 利用 

(8)まちの支援員養成講座、年度末シンポジウム 

 

第８回 統括会議 

日時：平成 26 年 1 月 9 日 

17：00～18：00       

場所：園田学園女子大学特別会議室 

出席者：13 名 

議題： 

(1) 地域志向教育研究申請の現状（報告） 

(2)そのだの地域連携 VOL.3 について 

(3)経験値評価システム広報用チラシ（報告） 

(4)年度末シンポジウム詳細説明 

(5)ボランティア報告 

 

その他  

まちの支援員養成講座(案)＝準備講座として 

地(知)の拠点整備事業ロゴシール（案） 

地域福祉推進計画 概要版 

 

第９回 統括会議 

日時：平成 26 年 2 月 13 日 

17：00～18：00 

場所：園田学園女子大学特別会議室 

出席者：12 名 

議題： 

(1)文部科学省 平成 26 年度 COC 説明会等（報告） 

(2)大学の社会貢献シラバスについて 

(3)経験値評価システム進捗状況について 

(4)年度末シンポジウムについて 



(5)社会福祉協議会との協議について 

 地域志向教育研究申請の現状（報告）  

(6)「まちづくり解剖学 尼崎」 について 

(7)そのだの地域連携 VOL.3 について 

ホームページについて 

(8) ボランティア報告 

（記録：榎本匡晃） 

 

 地域連携推進機構 運営委員会記録 

 

【地域連携推進機構運営委員】 

人間健康学部：山本起世子教授 

総合健康学科：藤澤政美准教授 

食物栄養学科：餅美和子准教授 

人間看護学科：野呂千鶴子准教授 

人間看護学科：竹元恵子准教授 

児童教育学科：影浦紀子講師 

生活文化学科：永村悦子准教授 

幼児教育学科：倉科勇三准教授 

児童教育学科：大江篤教授（委員長） 

9 名 

【地域連携推進機構事務局】  

教務課     ：中塚真由美課長 

 学生課     ：竹腰健吾課長 

 ｷｬﾘｱ支援課   ：上野香寿美課長 

 総合生涯学習ｾﾝﾀｰ：桝井かず美課長 

 教務課     ：雑喉隆宏 

 学術研究支援課 ：西田英一 

 地域連携推進機構：榎本匡晃課長 

7 名 

計 16 名 

 

第１回 運営委員会 

開催日：平成 25 年 4 月 25 日（木） 

 17:00～18:10 

場所：１号館２階 第２会議室 

出席者：9 名 

１、大江委員長より説明 

・ 地（知）の拠点整備事業の概要 

・ 本学の方向性について 

・ 本学の組織体制、事業概要イメージ、尼崎市

との連携のあり方 

（尼崎市の各地区特性と現在の連携内容、今後

考えられる連携例等） 

・ 尼崎市との現在の連携状況、部局等の説明 

 

２、出席者からの意見・質問等 

・ カリキュラム変更に関する内容 

・ 組織に関する内容（学生委員を配置した方が

いいのではないか等） 

・ 予算内容について 

 

３、次回の部会開催に向けての依頼 

・ 概要の具体化、可視化と申請書作成に向けて

下記内容を委員に依頼 

・ カリキュラムツリー（マップ）の作成（どの科

目がどの科目とつながっているか等） 

・ 尼崎市との具体的な連携イメージについて 

 

第２回 運営委員会 

開催日：平成 25 年 5 月 2 日（木） 

17:00～18:10 

場所：５号館２階 特別会議室 

出席者：8 名 

１、大江委員長より配布資料の説明 

・ 文部科学省第２期教育振興基本計画（答申）

について 

・ 互助、共助による活力あるコミュニティーの

形成 

・ 課題探求力の修得 

   ↓ 

ＣＯＣ構想について 

・ 学部・学科を超えた横断的なものに 

・ ５年後には１２プロジェクト 

・ 経験値教育の可視化 

新しい教育評価システム構築の必要性 

人・地域とのつながりを数値化できないか 

・ 予算の考え方の説明 

・ 委員への依頼 

授業名 

カリキュラムツリー 

２年生でのプロジェクト 



経験値の指標 

・ カリキュラムは平成 27 年度以降しばらく変

更をしないという前提。 

 

２、出席者からの意見・質問等 

・ 看護学科のカリキュラムツリー、資料の説明、

まちの保健室の内規説明（竹元） 

・ 看護学科での実際に行っている市内各地域と

の連携（野呂） 

園田地区での健康教育 

武庫地区復興支援住宅での出前講座 

大庄地区でのまちの保健室、等 

・ ２年次のプロジェクトは必修ではなく選択科

目の方がよいのではないか（山本） 

時間割の工夫。学部共通科目への追加等の方

法もあるのではないか 

 ↓ 

１年間しっかり行う科目と夏休み期間など

の３日間でやる科目の組合せも考えられる。 

・ 看護学科の地域実習等を通じて、市内各地区

毎の地域特性・課題が見えてきている（野呂） 

・ データ類については市からもらうなどして客

観性の高いものを使う方がいいのではないか

（藤澤委員） 

・ 授業には５年が経過した後も含めて教員が必

ず同行して指導しなければならないのか（餅） 

 

３、次回の部会開催に向けての依頼 

下記内容を委員に依頼 

・ カリキュラムツリーの作成 

・ 2 年次生での授業名（案） 

・ 経験値の指標（案） 

・ 考えられるプロジェクト（他学科との連携の

プロジェクト） 

＊看護学科はまちの保健室、地域看護へ至る関連

科目名･内容（実習ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱなど）及び関連公共

機関名 

 

 

 

 

第３回 運営委員会 

開催日：平成 25 年 5 月 9 日（木） 

17：00～18：10 

場所：５号館２階 特別会議室 

出席者：9 名 

１、大江委員長より配布資料等の説明 

・ 先週の依頼事項の確認 

・ 明日以降のスケジュールの確認 

 

２、１・２年次での取り組み内容についての確認 

・ 竹元委員の資料について説明 

・ シンプルに「つながりプロジェクト」という

名前でもよいのではないか（山本） 

・ 指示されないと動くことのできない学生が多

いので、自分で考えて工夫させる仕組みづく

りが必要 

・ 最初から12プロジェクトでなくてもよいのか 

→よい 

・ 学科の専門分野をベースに考えてもよいのか 

→よい 

 

考えられるプロジェクト案の説明 

● 基礎学力定着のための支援 

● 子育て支援 

● 公民館における市民企画講座（地域現代学講

座）への参画 

● 杭瀬小学校区連携会議による地域づくり 

● 災害時の対処、防災に向けての取組み 

● 障害児・者、健康障害を持つ人が住みやすい

街づくりとレスパイトサービス 

● まちの保健室での子育て支援 

 

・ 商店街活性化のプロジェクトも学科によって

いろいろな視点でできるのではないか（野呂） 

・ 総合健康学科で行っている、庄下川を綺麗に

する環境のプロジェクトがあってもいいので

はないか（山本） 

         ↓ 

総健としてはゼミ単位で行っているため授業にし

にくい。スポーツ関係はクラブ単位で行っている

こともあり課題が多い。実際に関わるには基礎学



力を身につけてからでないと単なる遊びに終わっ

てしまう恐れがある。 

環境に関しては総合健康学科の学びと直接的に関

係が薄く感じられるので学部・学科のラインナッ

プとある程度リンクさせておいた方がいいのでは

ないか（藤澤） 

・ ウォーキングマップづくりなどもできるので

はないか 

→様々な学科が関わることができる。 

 

３、その他 

下記内容を委員に依頼 

・ 様式の制約上、シラバスの科目の見直しを週

明けくらいまでに 

・ 明日以降のスケジュールの説明 

 

第４回 運営委員会 

開催日：平成 25 年 5 月 16 日（木） 

 17:00～18:10 

場所：５号館２階 特別会議室 

出席者：11 名 

１、大江委員長より今後のスケジュールの説明 

・ 先週の依頼事項の確認 

・ 明日以降のスケジュールの確認 

 

２、申請資料の説明 

（ポイントの説明） 

 

３、事業名称の決定 

９案の中から選定 

・ 「まち」という表記は意味合いをどう捉える

か変わってく（山本） 

・ 事業名称が地（知）というものなので、地域、

大学という文言が入っている方がいいのでは

ないか（藤澤） 

・ キャリア支援のＧＰの時もわかりやすさがポ

イントであったよう（大江） 

以上のような意見の結果、「〈地域〉と〈大学〉を

つなぐ経験値教育プログラム」  に決定した。 

 

４、各委員からの意見 

・ 様式１で記載する連携先は尼崎商工会議所だ

けでよいか 

・ 様式２で尼崎の危機的な状況をもっと記載し

た方がいいのではないか 

・ 児童教育学科や幼児教育学科が現在行ってい

る活動もいくつか書けるのではないか 

・ 同じことを記載しているのであれば数値を合

わせておく必要がある 

・ Ｐ15 の自治体との関わり箇所は山本委員が

修正 

・ Ｐ10 の教育組織は教育組織の説明になって

いない 

・ 尼崎特有の地名などにはルビをいれるなどし

た方がよい 

 

５、その他 

これから申請までのスケジュールについて説明 

・ 意見等あれば、土曜日中にもらえれば反映し

たい 

・ 外部資金が何かあれば教えてほしい 

・ 今回もし申請に通らなくても、方針は決まっ

ているので科目等は立ち上げていく予定 

 

第５回 運営委員会（第 2 回 統括会議） 

開催日：平成 25 年 7 月 11 日（木） 

  17:00～17:30 

場所：５号館３階 特別会議室 

出席者：10 名 

１、大江委員長より報告 

・ １次審査通過の報告 

・ 面接審査について連絡 

● 日時は 7 月 19 日 15 時～ 

● 出席者は学長、大江委員長、榎本課長、尼崎

市と尼崎市商工会議所からそれぞれ１名を予定し

ているが人選については明日までに連絡が来る予

定 

●面接審査に向けてのスケジュール確認 7 月 14

日 10 時 40 分からリハーサル 

 

２、今後の進め方についての確認 

・ 平成 27 年度、28 年度に向けての確認事項 



● 統括会議とプロジェクト準備勉強会を月１回

のペースで開催 

● 学生地域連携推進委員の選出について。２学

期からスタートさせたい 

●「大学と社会貢献」科目について 

7月 17日にカリキュラム委員会と共通教育委員会

を開催予定 

・ 次年度の概要 

●金曜日４限を予定しており、委員の各先生方に

は２回から４回程度の回数で尼崎市と連携した授

業をコーディネートしていただきたいと考えてい

る 

 

３、その他 

下記内容を委員に依頼 

・ 大学コンソーシアムひょうご神戸の学生プロジ

ェクトプランコンペ 2013 への参画 

・ ビジネスプランコンペ edge2014 への参画 

面接審査に向けての留意事項等 

・ 過去の GP では取り組みが全学体制であるか

ということと、予算終了後の継続性について

質問があった 

・ 面接審査では横のつながりと教学改革を前面

にしていくのがよいのではないか 

 

第６回 運営委員会 

開催日：平成 25 年 8 月 8 日（木） 

12:25～12:55 

場所：５号館３階 大会議室 

出席者：12 名 

１、大江委員長より報告 

地（知）の拠点整備事業採択の報告 

●文部科学省から示された 13 項目について説明

（ポイントのみ抜粋） 

・ 「大学の社会貢献」科目は必修化すること 

・ 履修人数、履修科目数など数値化が求められ

ている 

・ 文部科学省からの視察も入る予定 

・ ケースワーク、フィールドワーク、課題解決

型、アクティブラーニングなどの授業を実施

していく必要 

●組織構成についての説明 

・ 別紙の組織図の通り８月 12 日付で辞令を発

令したい 

・ 組織図記載の部門長についても依頼をしたい 

・ 事務方については契約職員を１名採用するが、

補助終了後も継続して人事配置を行う必要が

ある 

・ 地域志向教育研究費審査も担当いただかなけ

ればならない 

●その他 

・ FDやSDなど何人の人に学長が説明を行ったの

かなど数値を報告する必要 

・ アンケートについては授業評価アンケートと

ともに WEB にて実施予定 

・ TA（SA）の予算については上級生が下級生

の授業に入る形態は可能 

 

２、今後の進め方についての確認 

●「大学社会貢献」の内容は早急に詰めていく必

要がある 

●経験値評価システムは児童教育学科で試験的に

無料実施するリアセックのジェネリックスキルの

指標を取り入れることができないかも合わせて検

討していく 

●５年間の中で連携地域を伊丹や西宮などに広げ

ていくことは可能 

 

３、その他 

●大学コンソーシアムひょうご神戸の学生プロジ

ェクトプランコンペには吉永先生、軟式野球部、

児童教育学科の３組が応募をしてくれる予定 

 

第７回 運営委員会 

開催日：平成 25 年 9 月 19 日（木）  

10:45～11：35 

場所：１号館２階 第３会議室 

出席者：13 名 

１、地域志向研究費について 

●本年度中に 25 万円×10 件を予定 

●締切は 9/27 

 提出予定案 



・ 大江先生 杭瀬小学校区まちづくり活性化プ

ロジェクト 

・ 堀田先生 小中学校の教員向けの教育総合セ

ンターとの情報機器の教育での有効活用 

・ 人間看護学科から高齢者向け 

・ 人間看護学科から在宅のものを調整中（なけ

れば、子育て支援竹元先生が申請） 

・ 保健士の業務の影響力（未定） 

・ 栄養士の再教育（未定） 

・ 小学生向け環境教育（未定） 

 

質問 

・ 研修会の開催というものでもいいのか 

 ↓ 

生涯学習センターとの連携の中で構築していくこ

とが望ましい 

明日（9/20）尼崎市立石課長との打ち合わせ時に

確認する 

 

２、TA について 

●３名分の予算をとっている 

●推薦の依頼 

契約事務職員は、研究員として４月からの公募を

考えている。 

当面はルーティンワークとして非常勤の雇用とす

る。 

 

３、経験値評価システムについて 

●半年間でシステムを構築しなければならない 

●客観的なアセスメントが必要でデータベース化

を視野にいれたもの 

雑喉氏よりコンペの経緯とプレゼン内容について

報告・説明 

それぞれの業者の提案を比較・検討した結果ニッセ

イ・コム株式会社に決定 

 

４、その他 

●外部評価委員決定の進捗状況と人選の考え方に

ついて 

・ 市民では１名公認会計士にお願いしたい 

・ ９月中に決定したい 

●地域連携学生委員会について 

 まちの相談室との連携を視野に入れて学生会の

下に設置し、自主運営とする。 

●新しい名刺作成について 

 

第８回 運営委員会(第 5 回 統括会議) 

開催日：平成 25 年 10 月 10 日（木） 

16:40～17:00 

場所：５号館３階大会議室 

出席者：13 名 

１、地域志向研究申請９プロジェクトについて 

・ 添付資料の①、③、⑨の学校教育については、

尼崎市教育委員会学校教育部長と話し合う機

会を持ち、了解を得た。 

但し、これをモデルとして全市の学校に波及

効果を望む方向へ進めてほしいとの要請があ

った。 

・ 10 プロジェクトを採択予定であったが、申請

が 9 プロジェクトしかなかった。全て修正の

うえ採択とする。また、連携先はこの後の統

括会議上で明らかにし、連携先との協議によ

り研究内容の修正を行う。 

・ 地域志向教育研究だけのタイトルとし、まち

づくりプロジェクトの名称はしばらく付けな

いでおく。開講していない科目の名称を使う

ことで誤解を招く。 

・ それぞれの申請の将来性や広がり、学生との

関連性は尼崎市との連携部署と協議のうえ、

決定していく。 

 

２、経験値評価システムについて 

・ アセスメントの決定を先生方にあらかじめ選

定をお願いした。 

その結果、知的好奇心、自律性、規範遵守、

社会的能動性、多様性理解、共感的態度、情

報収集・活用力、問題発見力、論理的思考/

判断力、計画・実行力、自己表現力、意見交

換力・調整力の社会人基礎力１２項目に加え

省察力(振り返る力）の１３項目とする。これ

を５項目に表記直しレダーチャートへの表

記とする。 



・ 評価手段として ①設問による評価、②シラ

バスによる評価、③経験値評価システムによ

る評価、④例外的評価と考えているが、②の

シラバスによる評価をとった①、③、④の手

段をとる。 

 

３、TA について 

 

第９回 運営委員会 

開催日：平成 26 年 2 月 6 日（木） 

 17:30～18:30 

場所：１号館２階 第３会議室 

出席者：11 名 

１、議題 

(1)平成 26 年度 地(知)の拠点整備事業について

（報告） 文部科学省 説明会（1/17）に出席  

・ COC 事業 平成 26 年度 20 大学 計 70 大学 

平成 27 年度は無い。 

・ 計画通り実施できていない大学は補助金減額

の可能性もある。 

・ 大学教育再生加速プログラム事業 44 件の

採択。本学も応募を検討。 

・ 社会人や女性の学び直し教育プログラム －

36 プログラム×3 か所 注視していきたい。 

・ 2 月 18 日（火）の文科省のパネルディスカッ

ションに COC 採択大学として参加。 

・ 本学が採択された理由として 経験値評価シ

ステム。 

 

経験値評価システムの進捗状況 

・ 未修整の箇所があるが、現状としては概要が

できてきた。詳細版参考。 

・ 使用方法の一般社会人向けチラシなど参考。 

 

シンポジウム 3 月 16 日実施 

・ 尼崎市船木顧問、商工会議所小林部長、市民代

表猪名寺自治会長内田氏 他 

・ パンフレット二つ折り→三つ折りのもの作成

中。 

 

シラバス 

・ 地域志向科目の数を増やす。 

1 年＝大学の社会貢献 

2 年＝つながりプロジェクト 

3 年・4 年に現状ある科目の中で地域志向科目

を設定。 

短大においても 1 年＝女性と社会、2 年＝地

域志向科目。 

 

 (2) 地(知)の拠点整備事業について（協議） 

経験値評価システムの名称 

→学生が使用して納得のできる名称に、当面は経

験値評価システムをそのまま使用。園田学園女

子大学を検索すれば必然的に経験値評価システ

ムとして上位に出てくる。またそのようにしな

ければならない。 

系統だった科目を取得した者に対して本学独自の

称号を与える。その名称を今後協議。 

 

(3) 地(知)の拠点整備事業について（今後） 

TA の体制 

平成 26 年度開始に向けて体制が決まりつつある。

名簿、勤務等の一覧表を後日整理して提出する。 

 

まちの相談室 

予定は 1 回～2 回/週 場所は未定  

ハンドブックへの文言を丁寧にわかりやすく。未

定では学生が混乱する。 

学生向けハンドブックに経験値評価システムを紹

介する。2 月 20 日締め切り。 

 

(4)その他  

地域からの要請 

・ 尼崎青年会議所 55 周年記念行事を開催す

るにあたって学生の力を企画の段階からお願

いしたい。 

・ ㈱北海 インターンシップからスタートした

提携を行いたい。 

・ 兵庫県警 特別な支援を必要とする小学生へ

のボランティア要請。 

それらを進めていきたい。 

 



生命倫理委員会の回答 

・ 簡易化は認めない。通常通り分科会を通して

本会議にかけることとする。ただし生命倫理

委員会の開催回数を月 1 回から 2 回に増やし

て迅速化を図る。 

 

第１０回 運営委員会 

開催日時：平成 26 年 2 月 20 日 

 17：30～18：30 

場所：園田学園女子大学特別会議室 

出席者：14 名 

1、議題： 

(1)地(知)の拠点整備事業アンケートについて（協

議） 

全学生：卒業対象学生は卒業式（3/13）に実施。

在学生は新年度オリエンテーション時に実施。

（3/27.28） 

教職員：４月中旬までに実施。 

教員対象は教授会、職員対象はメールボックス利

用。 

 

(2)選定取組全国シンポジウムについて（報告） 

 2/18(火)に実施の件名に参加。 

 ・次年度は２０件程度に減少。 

  

(3) 全国ネットワーク化事業 地(知)の拠点整備

事業シンポジウムについて 

・ 大江委員長、山本、榎本が参加。 

・  

（記録：榎本匡晃） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年度大学合同教授会 記録 

 

平成 25 年 6 月 13 日 

報告：平成 25 年度「地（知）の拠点整備事業」に

ついて 

報告者：学長（教学支援部長） 

出席者：70 名 

 

平成 25 年 8 月 8 日 

報告：平成 25 年度「地（知）の拠点整備事業」選

定結果について 

報告者：教学支援部長 

出席者：64 名 

 

平成 25 年 9 月 5 日 

報告：地（知）の拠点整備事業について 

報告者：地域連携推進機構運営委員長 

 尼崎市企画財政局まちづくり企画・調査担当 

出席者：64 名 

 

平成 26 年 1 月 16 日 

報告：「地域連携推進機構規程」「地域連携推進機

構運営委員会規程」 

報告者：地域連携推進機構副機構長 

出席者：70 名 

 

平成 26 年 2 月 13 日 

報告：地（知）の拠点整備事業キックオフシンポ

ジウムについて 

報告者：地域連携推進機構副機構長 

出席者：63 名 

 

平成 26 年 3 月 20 日 

報告：大学 COC キックオフシンポジウム実施に

ついて 

地（知）の拠点整備事業アンケートについて 

報告者：地域連携推進機構副機構長 

出席者：58 名 

 

 



 

 平成 25年度 短期大学部教授会 

 

平成 25 年 6 月 13 日 

報告：平成 25 年度「地（知）の拠点整備事業」に

ついて 

報告者：学長（教学支援部長） 

出席者：22 名 

 

平成 25 年 8 月 8 日 

報告：平成 25 年度「地（知）の拠点整備事業」選

定結果について 

報告者：教学支援部長 

出席者：22 名 

 

平成 25 年 9 月 5 日 

報告：地（知）の拠点整備事業について 

報告者：地域連携推進機構運営委員長 

尼崎市企画財政局まちづくり企画・調査担当 

出席者：23 名 

 

平成 26 年 1 月 16 日 

報告：「地域連携推進機構規程」「地域連携推進機構

運営委員会規程」 

報告者：地域連携推進機構副機構長 

出席者：24 名 

 

平成 26 年 2 月 13 日 

報告：地（知）の拠点整備事業キックオフシンポジ

ウムについて 

報告者：地域連携推進機構副機構長 

出席者：21 名 

 

平成 26 年 3 月 20 日 

報告：大学 COC キックオフシンポジウム実施につ

いて 

 地（知）の拠点整備事業アンケートについて 

報告者：地域連携推進機構副機構長 

出席者：20 名 

 

 

 
 平成 25年度 評議会 

 

平成 25 年 4 月 4 日 

報告：平成 25 年度「地（知）の拠点整備事業」

の公募について 

報告者：学術研究支援課長 

出席者：23 名+同席者 8 名 

 

平成 25 年 6 月 6 日 

報告：平成 25 年度「地（知）の拠点整備事業」 

報告者：地域連会推進機構副機構長 

出席者：21 名+同席者 7 名 

 

平成 25 年 7 月 4 日 

報告：「地（知）の拠点整備事業」の第一次審査

通過の報告 

報告者：学術研究支援課長 

出席者：22 名+同席者 7 名 

 

平成 26 年 1 月 9 日 

報告：地域連携推進機構規程 

 地域連携推進機構運営委員会規程 

 地（知）の拠点整備事業の進捗状況について 

報告者：地域連携推進機構課長 

出席者：20 名+同席者 7 名 

 

平成 26 年 3 月 6 日 

報告：地（知）の拠点整備事業〈地域〉と〈大学〉

をつなぐ経験値評価システムキックオフシン

ポジウムについて  

 地（知）の拠点整備事業アンケート実施につい

て 

報告者：地域連携推進機構課長 

出席者：21 名+同席者 8 名 
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な
れ
ハ
他
出

た
し
䣮
つ

不
叶

か
な
ハ
す

䣍
倅

せ
が
れ 

久
太
郎
と
女
房ほ

う

ふ
た
り
つ
れ
に
て
朝
比
奈

あ

さ

ひ

な

藤
兵
衛
か
屋
敷
へ 

欠
込

か
け
こ
ミ

て
次
第

し

た

い

を
申
䣍
御お

吟
味

き

ん

ミ

な
し
被
下
候
様
に
歎な

け

き

訴
う
つ
た
へ

け
れ 

は
䣍
藤
兵
衛
此
由
聞

届

き
ゝ
と
ゝ
け

䣍
詮
義

セ

ん

き

致
い
た
し

遣
す

つ
か
ハ
す

へ
き
由
申
て
親
子 

と
も
返
し
䣍
目
付
役

め
つ
け
や
く

を
呼よ

ん

て
内
々
吟
味
さ
セ
し
所
明
白
に
相 

し
れ
其

趣
お
も
む
き

言

上

こ
ん
し
や
う

に
及

お
よ
ふ

ふ
䣍
大
膳
亮
殿
御
立
腹

り
つ
ふ
く

つ
よ
く
家
来 

と
い
へ
共
女
の
事
也
䣍

聊
い
さ
ゝ
か

の
誤

あ
や
ま

り
に
老
母

ろ

う

ぼ

諸
共

も
ろ
と
も

命
い
の
ち

を
取
䣍
其
上
入に

う 
 
 

䣔
二
五
オ  

水す
い

を
隠か

く

し
井
戸
を
埋ん

め
䣍
出

奔

し
ゆ
つ
ほ
ん

と

偽
い
つ
わ
り

領

内

り
䣯
う
な
い

の
町
人
を
預
申
付 

難
義

な

ん

き

致
さ
セ
し
段た

ん

家
老

か

ろ

う

職
し
䣯
く

に
似
合

に

や

ハ

さ
る
の
振
廻

ふ
る
ま
い

言
語

ご

ん

ご 

同
断

と
ふ
た
ん

不
届

ふ
と
ゝ
き

至
極

し

こ

く

な
れ
ハ
䣍
一
家
中
の
見
せ
し
め
切
腹

せ
つ
ふ
く

申
付
へ
し 

と
仰

お
ゝ
せ

被
出

い
た
さ
れ

け
れ
は
䣍
役
人
中
玄
番
か
屋
敷
へ
立
越

た
ち
こ
し

䣍
仰
の

趣
お
も
む
き 

き
述の

へ

け
れ
ハ
䣍
玄
番
は
い
も
ふ
し
け
れ
共
䣍
申
訳ハ

け

立た
ゝ

須す

旧
悪

き
う
あ
く

遁
れ

の

か

れ 
な
く
切
腹

せ
つ
ふ
く

に
及お

よ

ひ
䣍
一
子
と
て
も
な
け
れ
ハ
家い

へ

断
絶

た
ん
せ
つ

し
け
る 

是
に
仍よ

つ

て
蝋
燭

ら
う
そ
く

屋
久
兵
衛
誤

あ
や
ま

り
な
し
と
い
へ
共
䣍
玄
番
の 

家い
え

断
絶

た
ん
せ
つ

せ
し
事
な
れ
は
䣍
御
領

内

り
䣯
う
な
い

住
居

す

ま

い

之
義
ハ
遠
慮

え
ん
り
䣯 

 
 
 
 
 
 
 
 

䣔
二
五
ウ 

致
す
へ
き
旨
申
被
渡
け
れ
は
䣍
家
内
を
仕
廻

し

ま

い

し
る
へ
の
方
有
ハ 

大
坂
表
へ
出
行
け
り 



に
て
も
い
た
わ
り
又
詫
言

わ
ひ
ご
と

な
さ
は
䣍
手
討

て

う

ち

に
す
へ
し
と
怒
り

い

か

り

け
れ
は 

家
来
共
恐
を
な
し
䣍
お
米
か
手
足
を
縄な

わ

に
て
か
ら
け
䣍
庭に

わ

の 
 
 
 
 
 
 

䣔
一
九
ウ 

古
井

ふ

る

い

へ
逆さ

か

に
釣つ

り

け
る
ハ
目
も
当あ

て

ら
れ
ぬ
事
共
也
䣍
玄
番
ハ
久
右
衛
門
に 

向
ひ
請
人
に
ハ
女
か
白
状
次
第
計
ら
ふ
旨
有
ハ
䣍
今
日
ハ
先
帰
る
へ
し 

母
ハ
庭
へ
呼
て
娘
の
体
を
見
せ
白
状
さ
す
へ
し
䣍
詫
言
ハ
い
か
や
う
に 

申
共
取
上
る
事
無
用
也
と
あ
ら
ゝ
か
に
言
付
奥
へ
入
け
れ
ハ
䣍
家
内
ハ 

手
に
汗あ

せ

握に
き

り
恐
れ
を
な
し
䣍
久
右
衛
門
ハ
勝
手
へ
出
䣍
旦
那
立
腹
つ
よ
け
れ 

は
某
か
為
に
不
及
䣍
請
人
久
兵
衛
今
日
ハ
用
事
な
け
れ
は
先
帰
る
へ
し 

追
て
沙
汰
す
へ
し
と
追
帰
し
䣍
母
を
奥
庭
へ
廻
し
け
れ
は
䣍
此
体
を 

一
目
見
る
よ
り
は
つ
と
い
ふ
て
井
戸
の
側か

わ

へ
走
り
よ
り
䣍
乱
心

ら
ん
し
ん

の
如ご

と

く
身
を 

䣔
二
〇
オ 

も
め
バ
䣍
娘
ハ
苦
し
み
に
絶た

へ

す
お
め
き
叫さ

け

ふ
母
ハ
声
を
上
て
情
な
き 

事
を
仕
出
し
斯
る
責
苦

せ

め

く

を
受
る
と
ハ
い
か
成
前
世
の
む
く
ひ 

そ
と
井
戸
の
側か

ハ

へ
立
寄
䣍
声
も
出
し
ま
す
泣
居

な

き

い

た
り
䣍
お
米
ハ
下
よ
り 

苦
し
け
な
る
声
に
て
䣍
母
様
助
て
被
下
と
さ
も

哀
あ
わ
れ

成
泣
声
䣍
母 

ハ
是
非
な
く
助

た
す
け

ん
と
掾
側

え
ん
か
ハ

へ
手
を
付
て
何
程
御
全
義
被
成 

て
も
工
ミ

た

く

ミ

な
き
事
な
れ
は
䣍
外
に
申
訳
と
て
ハ
な
し
䣍
何
卒
御
慈 

悲
に
命
御
助

た
す
け

被
下
ま
セ
と
手
を
合
泣な

き

詫わ
ひ

る
を
䣍
玄
番
掾え

ん

か 

わ
へ
立
出
に
く
き
老お

い

ほ
れ
め
䣍

某
そ
れ
か
し

に
毒
害

ど
く
が
い

を
セ
し
女
い
か
や
う 

 
 
 
 

䣔
二
〇
ウ 

詫
る
共
助

た
す
け

る
い
わ
れ
な
し
䣍
押
付
あ
の
縄
を
切
落
し

き
り
お
と
し

井
の
底そ

こ

へ 

し
つ
め
䣍
思
ひ
し
ら
せ
ん
と
奥
へ
入
ん
と
す
る
䣍
母
ハ
手
を

述
つ
か
へ

し
玄
番 

か
裾

は
か
ま

に
取
付
を
䣍
面
動

め
ん
ど
ふ

也
と
踵

き
ひ
す

に
て
顔か

を

を
け
上
振
切

ふ
り
き
り

て
奥
へ
入
䣍
病 

後
の
母
親
眉ま

ゆ

間
を
し
た
ゝ
か
に
蹴け

ら
れ
目め

呉く
れ

心
も
消き

へ

て
よ
ろ
〳
〵 

と
庭に

わ

へ
倒た

お

れ
け
る
に
䣍
飛
石

と
ひ
い
し

に
て
あ
た
ま
を
つ
よ
く
打
䣍
其
儘ま

ゝ 

気
絶

い
き
た
へ

し
け
る
か
䣍
暫

し
は
ら

く
し
て
起お

き

上
り
我
を
さ
へ
斯か

く

む
こ
き
仕 

方
な
れ
は
何
程
い
ふ
共
娘
ハ
助

た
す
け

ま
じ
䣍
い
か
に
お
主

お

し

う

な
れ
は
迚と

て

纔
ハ
つ
か

の 

事
を
あ
の
や
う
に
情
な
き
浮う

き

め
を
見
せ
䣍
其
上
命
を
取
ん
と
ハ 

 
 
 
 
 

䣔
二
一
オ 

余
り
成
非
義
不
道
の
恨
ハ
な
き
物
か
と
う
よ
く
な
被
成
や
う
是セ 

非ひ

に
娘
を
す
く
わ
ん
と
立
上
り
身
を
あ
せ
り
し
か
䣍
又
井
戸
側か

ハ 

に
取
付
娘
ハ
い
か
に
と
見
れ
は
䣍
半
日

は
ん
し
つ

余
あ
ま
り

り
も

逆
サ
カ
サ
マ

に
釣
置

つ
り
お
き

し 

事
な
れ
ハ
䣍
惣
身

そ

ふ

ミ

の
血
あ
た
ま
へ
下
り
腫
上
り
䣍
目
口

め

く

ち

よ
り
血
流
れ

ち

な

か

れ 

け
れ
ハ
䣍
母
親
二
目
共
見
も
や
ら
す
娘

む
す
め

を
引
上
助

た
す
け

ん
と
䣍
か
よ
わ
き
老お

い 

の
力

ち
か
ら

に
て
縄な

わ

に
手
を
掛か

け

引
上
ん
と
す
れ
共
少

し
䣯
う

も
う
こ
か
す
䣍
井
戸
側か

ハ

へ
足あ

し 

を
踏ふ

ミ

か
け
縄な

わ

を
た
く
ら
ん
と
む
り
に
力

ち
か
ら

を
入
け
る
に
䣍
古
井

ふ

る

い

の
事
な
れ
は 

井
筒
の
土
き
わ
朽く

ち

居
け
る
故
䣍
井
戸
か
わ
く
つ
れ
其
身
も
落お

ち

る 
 
 
 
 
 

䣔
二
一
ウ 

故
䣍
是
ハ
と
縄
へ
取
付
け
る
に
䣍
四
方

し

ほ

う

よ
り
か
わ
も
土つ

ち

も
崩く

す

れ
込こ

ミ

二
人
か
重
り

お

も

り 

に
縄な

わ

も
切き

れ

䣍
母は

ゝ

親
・
娘

む
す
め

諸も
ろ

共と
も

に
水
底

み
な
そ
こ

へ
落お

ち

入
け
る
䣍
其
ひ
ゝ
き 

す
さ
ま
敷
聞
へ
し
故
䣍
玄
番

け

ん

ば

始
は
し
め

久
右
衛
門
何
事
そ
と
駈

付

い
そ
き
つ
き

見
れ 

は
䣍
井
戸
か
わ
崩く

す

れ
縄な

わ

も
切
お
米よ

ね

も
母
も
見
へ
す
䣍
扨
ハ
親
子
共 

井
戸
へ
落お

ち

し
よ
と

驚
お
と
ろ
き

さ
わ
き
䣍
早
く
引
上
よ
と
下
知
す
れ
は
階
子

は

し

ご 

よ
縄な

わ

よ
と
ひ
し
め
く
中
が
わ
の
崩く

す

れ
し
故
に
や
䣍
あ
た
り
の
土
井
戸
へ 

な
だ
れ
込こ

ミ

み
䣍
急き

う

に
上
へ

あ

ぐ

へ

き
や
う
な
か
り
し
に
䣍
玄
番
此
体

こ
の
て
い

を
見
て 

詮セ
ん

方か
た

な
く
や
思
る
け
ん
䣍
最
早

も

は

や

死
骸

し

が

い

を
上
る
に
不
及

ふ
お
ハ
す

次
第

し

た

い

に
此 

 
 
 
 
 

䣔
二
二
オ 

井
戸

い

と

埋
め

ん

め

て
仕
廻

し

ま

へ

と
大
勢

お
ゝ
セ
い

人
を
懸か

け

て
暫
時

さ

ん

じ

に
埋

う
す
ミ

つ
ふ
し
䣍
家 

内
の
男
女
此
沙
汰
難か

た

く
申
す
間
敷
と
厳
敷

き
ひ
し
く

口く
ち

を
留と

め

䣍
夜
に 

入
け
れ
は
䣍
玄
番
邪
替

し

や

ち

を
廻め

く

ら
し
久
右
衛
門
を
呼
て
ケ
様
〳
〵
に
せ
よ 

と
私
語

さ
ゝ
や
き

け
れ
は
䣍
久
右
衛
門
か
し
こ
ま
り
䣍
夜
の
明
る
を
そ
待
居
た
り 

 
 
 

喜
多
玄
番
切
腹
之
事 

 
 
 
 

附
蝋
燭
屋
久
兵
衛
大
坂
へ
出
る
事 

斯か
く

と
ハ
不
知

し

ら

す

蝋
燭

ら
う
そ
く

屋
久
兵
衛
ハ
従
弟

め

い

お
米よ

ね

か
難
義

な

ん

き

と
伯
母

お

ば

も 

帰
ら
さ
れ
は
猶
も
屋
敷
へ
詫
言

わ
び
こ
と

せ
ん
と
身
こ
し
ら
へ
す
る
所
へ
玄
番
か 

 

䣔
二
二
ウ 



然
る
に
喜
多
玄
番
ハ
大
膳
亮
殿
御
心
に
叶
ひ
出
頭
第
一
に 

て
家
中
を
な
ひ
け
し
故
其
心
自
然

し

せ

ん

と
お
ご
り
我
意

が

い

の
振ふ

る 

舞ま
い

多お
お

か
り
し
に
䣍
此
度
若
君
を
養
君
と
な
し

弥
い
よ
い
よ

威い

を 

振ふ
る

ハ
ん
と
思
ひ
言
上
に
及
ひ
し
所
䣍
朝
比
奈
是
を
察さ

つ

し 

其
詞
を
も
と
き
し
故
䣍
大
殿
御
心
付
し
に
や
䣍
藤
兵
衛
か
進 

め
に
随し

た

か
わ
せ
給
ひ
て
若
君
の
御
名
も
定
り
䣍
夫
よ
り
玄
番
ハ 

不
首
尾

ふ

し

ゆ

ひ

と
成
し
故
䣍
我
身
の
誤

あ
や
ま

り
を
返
り
見
す
し
て
䣍
藤
兵
へ
を 

妬
恨

に

く

ミ

䣍
何
卒
し
て
仇あ

た

を
な
さ
ん
と
心
懸か

け

け
れ
共
䣍
忠

誠

ち
䣮
う
せ
い

智
勇

ち

ゆ

う

の 

朝
比
奈
な
れ
ハ
䣍
な
す
へ
き
謀と

が

も
な
く
只
心
の
中
に
も
た
へ
苦
し
み 

と
か
も
な
き
家
来
共
を
厳
敷

き
ひ
し
く

叱
し
か
り

ち
ら
し
け
れ
は
䣍
家
内
の
男

は
し
た 

女
も
恐
れ
恨

う
ら
ミ

け
る
䣍
折
節

お
り
ふ
し

六ろ
く

軒け
ん

や
よ
り
奉
公
に
来
り
し
お
よ
ね 

と
い
へ
る
針

妙

し
ん
ミ
よ
う

廿
余あ

ま

り
に
て
美
麗

ひ

そ

う

成
生
れ
付
成
し
か
ハ
玄
番 
 
 
 
 

  

䣔
一
七
オ 

心
を
懸
䣍
是
を
口
説

く

と

く

け
れ
共
お
と
な
し
き
者
故
聞
不
入
打
過
し
に
䣍
此 

程
母
の
病
気
と
て
暇

い
と
ま

を
貰
ひ

も

ら

ひ

䣍
二
・
三
日
も
宿
へ
下
り
居 

け
る
に
䣍
快
気

か

い

き

仕
り
し
迚と

て

玄
番
屋
敷
へ
戻
り

も

ど

り

䣍
翌よ

く

日
の 

朝あ
さ

給
仕

き
䣮
う
じ

に
出い

て

け
る
所
䣍
宵よ

ひ

に
縫ぬ

い

物
せ

も

の

せ

し
絹
針

き
ぬ
ば
り

を
髪か

ミ

の
ま 

け
め
に
差
置
け
る
か
䣍
い
か
ゝ
し
て
落
け
る
や
䣍
汁し

る

を
替
け
る 

時
椀わ

ん

の
中
へ
落
入
し
を
不
知
居
け
る
に
䣍
玄
番
ハ
汁
を 

吸
て
此
針
を
見
付
大
き
に
怒
り

い

か

り

䣍
茶
の
間
・
台

所

た
い
ど
こ
ろ

の
下 

女
迄
こ
と
〳
〵
く
呼
付
䣍
汁
の
中
へ
針
を
入
我
に
呑の

ま

せ
ん
と 

 
 
 
 
 
 

䣔
一
七
ウ 

謀
は
䥹
か
䥺
り

し
ハ
と
い
つ
か
仕
業

し

わ

さ

成
そ
䣍
真
直

ま
つ
す
ぐ

に
申
へ
し
と
云
ハ
皆
々

驚
お
と
ろ
き 

曾か
つ

て
左
様
の
覚
な
し
と
云
訳
す
れ
は
䣍
お
米
夫
に
心
付
髪か

ミ 

を
み
れ
ハ
差
置
た
る
針
見
へ
す
䣍
扨
ハ
落
け
る
よ
と
正

直

し
䣯
う
し
き

成 

者
な
れ
は
䣍
其
針
ハ
私
夕
へ
縫
物
を
致
髪
に
差

忘わ
す

れ
候
ひ
し
か 

御
給
仕

き

う

じ

の
節
落
し
と
存
る
也
䣍
不
調
法

ふ
ち
や
う
ほ
う

の
段
御
ゆ
る
し
被
下 

へ
し
と
顔か

を

を
赤
め
差さ

し

う
つ
む
き
て
詫わ

ひ

け
れ
は
䣍
外
の
女
共
胸む

ね

を 

た
い
て
勝
手
ニ
入
䣍
玄
番
眼

ま
な
こ

を
い
か
ら
し
扨
ハ
己

お
の
れ

か
仕
業

し

は

さ

よ
な 

主
人
へ
毒
害

ど
く
が
い

す
る
女
一
寸
も
う
こ
く
な
と
䣍
急
に
家
長

ヲ

と

ナ

久
打 

 
 
 
 
 
 

䣔
一
八
オ 

久
右
衛
門
を
呼
付

よ
ひ
つ
け

け
䣍
此
女
ハ
我
に
毒
害

ど
く
が
い

を
な
す
曲
者

く
せ
も
の

也
䣍
縄な

わ

掛か
け

て 

押
込

お
し
こ
ミ

置
へ
し
䣍
彼
か
宿
・
親
類

し
ん
る
い

共
呼
寄

よ
び
よ
せ

置お
く

へ
し
䣍
我
ハ
登
城

と
し
よ
う 

す
れ
は
帰
宅
の
節
吟
味
す
へ
し
と
申
渡
䣍
其
身
ハ
登
城

と
し
䣯
う

し
け
る 

久
右
衛
門
ハ
主
命
な
れ
ハ
お
米
に
縄な

わ

を
懸か

け

一
間
に
押
込
様
子
を
尋
れ
は 

お
米
涙
に
呉
て
䣍
右
の
次
第
を
物
語
䣍
麁
相

そ

ゝ

ふ

に
て
針は

り

を
落お

と

セ
し 

計
に
て
䣍
外
の
心
に
て
ハ
曾か

つ

な
し
と
詫わ

ひ

け
れ
は
䣍
久
右
衛
門
尤
と
思
る
な
り 

烈は
け

し
さ
䣍
主
人
な
れ
は
私
に
ゆ
る
さ
ん
事
も
な
ら
す
䣍
請
人
・
親
を
呼
に 

遣
し
け
れ
は
䣍
受
人
蝋
燭
屋

ら
う
そ
く
や

久
兵
衛
・
お
米
か
母
何
事
や
ら
ん
と
来 

 
 
 

䣔
一
八
ウ 

け
れ
は
䣍
久
右
衛
門
立
合
て
様
子
を
咄
御
短

慮

た
ん
り
䣯
う

成
主
人
な
れ
ハ
い
か
や
う
に 

仰
付
ら
れ
ん
も
計

難

は
か
り
か
た

し
と
云
聞
せ
け
れ
は
䣍
共
々
に
侘
言

わ
ひ
こ
と

セ
ん
と 

待
居
た
る
所
へ
玄
番
帰
宅
仕
け
れ
ハ
䣍
久
右
衛
門
待
受

ま
ち
う
け

御
留
守
の
中 

詮
義

せ

ん

き

仕
候
所
へ
お
米
義
曾か

つ

て
別
心

へ
つ
し
ん

な
く
䣍
全
く

ま
䣬
た
く

麁
相

そ

ゝ

う

の
事
な
れ 

は
䣍
何
卒
御
宥
免

し
や
め
ん

被
下
候
様
に
請
人
・
親
共
相
願
候
と
取
な
し
け
れ
ハ 

玄
番
少
し
も
承

引

し
䣯
う
い
ん

せ
す
䣍
常
々
し
ふ
と
き
女
な
れ
は
中
々
一
通 

の
事
に
て
ハ
白
状
せ
ま
し
䣍
彼か

の

め
か
宿や

ど

へ
帰
し
中
に
何
者
に
そ
頼 

れ
䣍
我
を
殺
害

さ
つ
か
い

セ
ん
と
計
し
に
相
違
な
し
䣍
此
上
ハ
自
身
に

じ

し

ん

吟
味 

 
 
 
 

䣔
一
九
オ 

せ
ん
と
下
部

し

も

べ

共
に
云
付
䣍
奥
庭

お
く
に
わ

へ
引
出
さ
セ
䣍
其
身
ハ
掾
側

え
ん
か
ハ

へ
立
出 

己
平
日
主
命

お
の
れ
へ
い
し
つ
し
う
め
い

に
随

し
た
が

わ
す
䣍
あ
ま
つ
さ
へ
毒
害

ど
く
か
い

を
な
さ
ん
と

謀
は
か
り
し 

事
言
語
同
断

ご
ん
ご
ど
ふ
た
ん

也
䣍
其
分
に
て
ハ
白
状
せ
ま
し
䣍
あ
れ
成
古
井
へ 

逆さ
か

さ
ま
に
つ
り
置
へ
し
と
下
知
し
け
れ
は
䣍
お
米
声
を
上
只 

御
ゆ
る
し
と
の
ミ
泣な

き

さ
け
ふ
䣍
久
右
衛
門
も
余
り

あ

ま

り

気
の
毒
に
思
る
䣍
猶
も 

諌
い
さ
め

ん
と
す
る
に
䣍
玄
番
大
声こ

へ

に
て
早
く
逆さ

か

様
に
つ
る
へ
し
䣍
少
し 



い
ひ
け
る
者
の
召
使
庄
吉
と
い
ふ
者
䣍
小
便へ

ん

た
こ
に
草
花

く
さ
は
な

を
懸か

け 
て
小
籠

こ

か

こ

に
買
物
を
入
䣍
誠
に
見
苦
し
き
体
に
て
件
の
人
々
の 

休
居
た
る
あ
た
り
へ
彼
荷

か

の

に

を
お
ろ
し
䣍
た
は
こ
を
呑の

ミ

居
け
る
を
は 

藤
兵
衛
つ
く
〳
〵
と
見
て
䣍
玄
番
に
向
ひ
今
朝
よ
り
見
廻
り
し 

中
に
是
程
見
苦
敷

ミ
く
る
し
き

者
い
ま
た
見
当あ

た

ら
す
䣍
是
こ
そ
至
極

し

こ

く 

の
烏
帽
子

え

ぼ

し

親
な
ら
ん
と
い
へ
は
䣍
玄
番
も
い
か
に
も
申
さ
る
ゝ
通
り 

 
 
 

䣔
一
三
ウ 

今
朝
よ
り
彼
程
見
苦
敷
も
の
い
ま
た
見
当
た
ら
す
と
同
敷
側そ

バ 

へ
行
て
䣍
其
方
ハ
当
御
下
に
て
何
れ
の
村
䣍
何
と
申
者
成
そ
と
尋 

け
れ
ハ
䣍
彼か

の

見
苦
敷

ミ
く
る
し
き

も
の
答こ

た

へ
て
私
事
ハ
三
段
田
村
の
百

性

ひ
䣭
く
し
や
う

䥹
マ
マ
䥺 

孫
左
衛
門
と
申
者
の
丁
稚

で

䣬

ち

庄
吉
と
申
者
也
と
い
へ
ハ
䣍
然
ら
ハ
其 

方
を
我
々
見
込
て
頼
た
き
子
細

し

さ

い

有
之

こ
れ
あ
る

間
苦
し
う
な
し 

先
こ
な
た
へ
来
る
へ
し
と
て
䣍
床
机

し
䣯
う
き

の
前
に
伴と

も

ひ
け
り 

何
心
も
な
く
人
々
の
休
居
給
ふ
床
机

し
䣯
う
き

の
前
へ
来
䣍
不
思
議

ふ

し

ぎ

そ
ふ 

に
見
廻
し
う
つ
く
ま
り
居
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

䣔
一
四
オ 

 
 
 

三
段
田
村
庄
吉
烏
帽
子
親
に
成
事 

 
 
 
 

附
御
扶
持
を
下
さ
る
ゝ
事 

扨
藤
兵
衛
庄
吉
へ
申
け
る
ハ
其
方
を
呼
し
事
外
の
義
に 

て
も
な
し
䣍
爰こ

こ

に
お
は
し
ま
す
御
子
へ
名
を
付
て
貰
ひ

も

ら

い

た
し 

大
義
な
か
ら
烏
帽
子
親
を
勤

つ
と
め

呉く
れ

よ
と
い
へ
は
䣍
庄
吉
ハ
至
極

し

こ

く

愚ぐ 

な
る
生
れ
付
故
䣍
大
き
に

驚
お
と
ろ
き

返
答

へ
ん
と
ふ

に
も
不
及

お
よ
ハ
す

䣍
立
て
行
を 

玄
番
待
と
声こ

へ

を
か
け
其
方
何
と
聞
や
䣍
藤
兵
衛
殿
申
さ
る
ゝ 

通
あ
の
御
子
に
名
を
付
申
な
は
䣍
御
ほ
う
ひ
を
下
さ
る
へ
し 

 
 
 
 
 

䣔
一
四
ウ 

其
方
ハ
大
き
成
仕
合
者
也
䣍
早
く
御
名
を
工
夫
仕
る
へ
し
と
い
へ
ハ 

庄
吉
曾か

つ

て
聞
不
入
能

き
ゝ
い
れ
す
よ
い

か
け
ん
に
な
ふ
り
給
へ
䣍
名
を
付
さ
セ
て 

跡
に
て
脇
指

わ
き
さ
し

に
て
切
ふ
と
言ゆ

ふ

積
り

つ

も

り

や
と
た
ご
を
荷
ひ
逃に

け 

出
さ
ん
と
す
る
を
䣍
藤
兵
衛
引
と
ゝ
め
笑
ひ
を
ふ
く
ミ
䣍
不
審

ふ

し

ん

尤
も
な
り 

心
を
静し

ず

め
て

某
そ
れ
が
し

か
詞

こ
と
ハ

を
得と

く

と
聞
へ
し
䣍
あ
の
和
子
ハ
当
年
つ
ち
の 

御
生
れ
な
れ
は
䣍
百
性
に
名
を
付
さ
せ
ん
と
思
ひ
待
居
た
る
所
へ 

其
方
か
来
懸
り
し
故
䣍
幸
ひ
と
頼
し
也
䣍
全

ま
䣬
た

く
余よ

の
事
に
非あ

ら 

す
䣍
我
は
御
家
中
朝
比
奈
藤
兵
衛
也
䣍
空
言

そ
ら
こ
と

を
い
ふ
へ
き
か
と 

 
 
 
 
 

䣔
一
五
オ 

さ
も

丹に
？

う
わ
に
得
心
さ
セ
け
れ
は
䣍
漸や

う

々
呑
込

の
ミ
こ
ミ

て
そ
ふ
言
訳わ

け

な
ら
ハ 

得
と
い
ひ
給
ハ
て
我
ハ
大
き
に

驚
お
と
ろ
き

た
り
と
䣍
た
ご
を
お
ろ
し
恐
れ 

け
も
な
く
若
君
の
御
側そ

ば

へ
寄
て
䣍
扨
々
う
つ
く
し
き
御
子
よ
な 

左
あ
ら
ハ
し
か
り
給
ふ
な
䣍
こ
ち
の
親
方
の
子
か
市
蔵
な
れ
は
䣍
そ
ん 

な
ら
仁
蔵
よ
と
御
名
を
付
け
る
䣍
矢
立
取
出
し
其
通
認

し
た
た

メ 

追お
つ

て
ほ
う
ひ
す
へ
し
と
い
へ
は
䣍
忝
し
と
悦
ひ
た
こ
を
か
た
け
立
帰 

ぬ
䣍
夫
よ
り
若
君
ハ
御
乗
物
に
て
御
帰
館

き
く
わ
ん

有
䣍
藤
兵
衛
・
玄
番
両 

士
一
々
右
之
次
第
言
上
に
及
ひ
け
れ
は
䣍
大
殿
殊
外
御
機
嫌

き

け

ん 
 
 
 
 
 
 

䣔
一
五
ウ 

に
て
大
蔵
か
子
二
ツ
の
蔵
至
極
宜
敷
名
な
り
䣍
子
孫

し

そ

ん

繁

昌

は
ん
し
や
う 

の
印
吉
事
成
と
御
悦
ひ
有
て
䣍
藤
兵
衛
に
は
別へ

つ

し
て
太
義 

な
り
と
厚あ

つ

き
御
意
を
蒙

こ
う
む

り
夫
よ
り
御
嫡

孫

ち
䣭
く
そ
ん

様
今
日
よ
り
仁
蔵 

様
と
号
給
る
へ
し
と
御
領
内
へ
御
触ふ

れ

有
一
両
日
過
て
朝
比
奈 

か
屋
敷
へ
三
段
田
村
庄
吉
を
呼
寄
䣍
此
程
若
君
様
へ
御
名
を
付 

奉
り
し
御
ほ
う
ひ
と
有
て
庄
吉
一
代
弐
人
扶
持
御
前
よ
り 

下
し
置
る
ゝ
旨む

ね

自
身

じ

し

ん

申
被
渡
け
る
庄
吉
有
難が

た

し
と
御 

礼
を
申
上
帰
り
ぬ
䣍
此
若
君
御
成
長
の
後
大
蔵
太
輔
殿
御
家か 

 
 
 
 
 
 

䣔
一
六
オ 

督と
く

を
紲つ

が

せ
ら
れ
青
山
播
磨
守

は
り
ま
の
か
ミ

殿
と
申
せ
し
ハ
此
仁
蔵
と
の
ゝ 

御
事
な
り 

喜
多
玄
番
非
道
を
行
ふ
事 

 

附
針
妙
お
よ
ね
同
母
入
水
之
事 



不
幸

ふ

こ

う

に
し
て
失う

し

ひ
ぬ
䣍
さ
れ
は
世
話
に
子
育

そ
だ
ち

ち
の
な
き
者
は 

 
他
人
の
名
を
も
ら
ひ
又
賤
敷

い
や
し
き

育
そ
だ
て

抔な
ど

す
る
と
聞
及
ふ
䣍
ケ
様 

の
た
と
へ
取
に
た
ら
す
と
い
へ
共
䣍
子
孫
の
繁

盛

は
ん
し
䣯
う

を
思
ふ
ゆ
へ 

至
極

し

ご

く

賤
し
き

い

や

し

き

者
を
親お

や

と
名
付
育

そ
た
て

な
ハ
成セ

い

人
も
す
へ
き
か
と
䣍
夫 

故
名
を
も
付
す
差
置
た
り
䣍
両
人
存
寄
あ
ら
ハ
申
へ
し
と

宣
の
た
ま

へ
ハ 

喜
多
玄
番
申
け
る
ハ
御
尤
の
思
召
に
付
䣍
し
か
し
一
城
の
若
君
賤い

や 

し
き
者
を
親
と
名
付
育
ら
れ
ん
事
勿
体 ・

な
き
御
事
な
れ
は 

近
頃
恐
れ
な
か
ら
御
誕
生
の
若
君
私
方
へ
引
取
奉
り

倅
せ
が
れ

と 
 
 
 
 
 

  

䣔
一
〇
ウ 

名
付
手
軽
く

て

か

る

く

育
そ
た
て

奉
り ？

な
ハ
御
成

長

せ
い
ち
䣯
う

う
た
か
ひ
な
し
䣍
尤
昼
夜 

付
添
申
事
な
れ
ハ
疎
略

そ
り
䣭
く

仕
へ
き
や
う
是
な
し

憚
は
ば
か
り

な
か
ら
御
免め

ん 

の
蒙
り

こ
ふ
む
り

䣍
私
親
分
に
相
成
申
へ
し
と
言
上
し
け
り
䣍
朝
比
奈 

藤
兵
衛
は
殿
の
仰
䣍
又
玄
番
か
詞
を
つ
く
〳
〵
と
聞
て
暫
く
思 

案
し
䣍
玄
番
向
ひ
其
元
の
言
上
一
理
有
と
い
へ
共
䣍
某
所 

存
に
落
す
䣍
賤
敷
育
ら
れ
ん
と
有
に
䣍
其
元
養
君

よ
を
く
ん

に
い
た 

さ
る
ゝ
時
ハ
䣍
賤い

や

し
き
と
申
者
に
不
非

ひ

セ

ず

䣍
君
臣

く
ん
し
ん

と
ハ
へ
た
つ
れ
は 

大
録ろ

く

を
給
り
執
権

し
䣬
け
ん

の
数
に
列れ

䣬

す
䣍
い
は
ん
や

侍
さ
む
ら
い

ハ
陪
臣

は
い
し
ん

と
い
へ 

 
 
 
 

䣔
一
一
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と
も
八
位
の
位
に
当
る
へ
し
䣍
其
上
に
若
君
を
引
取
養
育

よ
う
い
く 

あ
ら
ハ
家
中
の
面
々
ふ
し
ん
を
な
し
䣍
心
得
違
の
事
も
あ
ら
ハ 

後
々

の
ち
の
ち

に
至
て
貴
殿
あ
や
ま
り
成
へ
し
䣍
君
臣
和
合
の
道
に 

あ
ら
す
此
義
甚
た
然
る
へ
か
ら
す
䣍
拙
者
存
す
る
ハ
大
切
の
若
君 

な
れ
ハ
賤
敷

い
や
し
き

育
そ
だ
て

申
さ
ん
事
是
又
宜
し
か
ら
す
䣍
さ
れ
は
烏え 

帽
子

ぼ

し

親
と
申
て
名
を
付
る
事
至
て
重
き
事
な
れ
は
䣍
吉
日
を 

え
ら
み
若
君
の
御
供
申
御
領
内
を
廻
り
䣍
下
賎

げ

せ

ん

の
者
を
見 

立
彼
に
御
名
を
付
さ
セ
䣍
え
ほ
し
親
と
頼
な
ハ
是
御
望
の
通 

 
 
 
 
 
 

䣔
一
一
ウ 

賤
し
き
を
以
す
る
古
例

こ

れ

い

成
へ
し
と
詞
を
正
敷

た
ゝ
し
く

申
け
れ
ハ
䣍
大
殿 

聞
し
召
れ
藤
兵
衛
か
仕
方
至
極
面
白
し
䣍
其
義
宜
し 

か
る
へ
し
䣍
玄
番
か
了

簡

り
よ
う
け
ん

我
も
不
承
知
也
䣍
急
き
吉
日
を
撰

え
ら
び 

近
々
其
通
計
ら
ふ
へ
し
䣍
両
人
孫
を
伴
ひ
領
分
を
廻
り
宜
敷 

致
へ
し
と
仰
被
付
け
れ
は
䣍
両
人
か
し
こ
ま
り
奉
御
前
を
退た

い 

出し
つ

し
䣍
其
用
意
を
な
し
け
る
䣍
さ
し
も
出
頭

し
つ
と
ふ

第
一
の
喜
多
な
れ 

と
も
此
時
藤
兵
衛
か
忠
言
に
く
し
か
れ
䣍
不
首
尾

ふ

し

䣮

び

の
体て

い

偏
ひ
と
へ

に 

藤
兵
へ
か
わ
さ
な
り
と
憤

り

い
き
と
ふ
り

思
ひ
け
れ
共
䣍
仰
を
請
し
事 

 
 
 
 
 
 

䣔
一
二
オ 

な
れ
ハ
と
も
に
支
度

し

た

く

を
な
し
夫
よ
り
吉
日
を
撰え

ら

み
延
宝
六
年 

己

午

正
し
く
は
戊
午

十
月
十
八
日
乳
母

ん

ば

を
始
女
中
余
多

あ

ま

た

態わ
ざ

と
軽
く

か

る

く

出
立 

藤
兵
衛
・
玄
番
も
袴
・

は

か

ま

羽
織

は

お

り

に
例れ

つ(

列
カ)

に
付
添そ

い

は
る
か
跡
よ
り
乗 

物
二
・
三
丁
奥
付
の
者
共
御
供
に
て
忍
ひ
の
御
心
な
れ
ハ
䣍
町
在 

と
も
に
触ふ

れ

も
な
く
尼あ

ま

が
崎さ

き

中
を
御
廻
り
有
て
䣍
辰
巳
へ
出
西
町
へ 

懸
り
䣍
出
屋
敷
へ
入
ら
せ
給
し
䣍
暫

し
ハ
ら

く
御
休
足

こ
き
う
そ
く

有
へ
し
と
乳
母 

若
君
を
い
た
き
て
茶
や
の
床
机

し
䣯
う
ぎ

に
腰こ

し

を
掛
け

か

け

れ
は
䣍
両
人
も
休 

居
け
る
䣍
玄
番
申
け
る
ハ
是
迄
参
道
す
か
ら
も
賤
者

ひ
ん
し
や

も
余
多

あ

ま

た 
 
 
 
 
 
 

䣔
一
二
ウ 

相
見
へ
し
に
其
沙
汰
に
不
及

お
よ
バ
す

䣍
御
幼
君

よ
う
く
ん

の
御
供
申
て
か
や
う
に 

う
か
〳
〵
と
歩
行

あ

る

き

廻
る
事
其
意
得
す
䣍
能よ

ひ

か
け
ん
に
人
を
見
立 

烏
帽
子

え

ぼ

し

親
と
せ
ら
る
へ
し
と
遠

慮

え
ん
り
よ
う

も
な
く
い
へ
ハ
䣍
藤
兵
へ
に
つ 

こ
と
笑
ひ
䣍
仰
の
通
是
迄
貧
賤

ひ
ん
せ
ん

の
者
余
多

あ

ま

た

見
当
る
と 

い
へ
共
多
く
町
家
の
者
也
䣍
商
人
ハ
有
徳
と
い
へ
共
商
売
に 

掛
て
ハ
穢

け
が
れ

を
い
と
わ
す
䣍
然
ハ
夫
を
以
烏
帽
子

え

ぼ

し

親
に
ハ
成
難

な
り
か
た

し 
又
百
性
ハ
貧
敷

い
や
し
き

と
い
へ
共
䣍
国
の
百
性
と
呼よ

ば

れ
国
家
の
根
元

こ
ん
け
ん 

と
い
ひ
䣍
殊
に
若
君
つ
ち
の
へ
の
土
の
御
誕
生
な
れ
は
旁
々

か
た
か
た 

 
 
 
 
 
 

䣔
一
三
オ 

以
て
百
性
の
賤
敷

い
や
し
き

者
を
見
立
御
名
を
付
さ
セ
ん
と
見
合 

 

せ
し
と
咄
居
け
る
半

な
か
バ

へ
向
ふ
の
道
よ
り
䣍
三
段
田
村
百
性
孫
右
衛
門
と 



細さ
い

い
か
や
う
の
筋
に
て
候
や
と
宣

お
ぼ
し

け
れ
ハ
藤
兵
衛
答

コ
タ
ヘ

て
さ
れ
は
其 

故
ハ
鎌
倉

か
ま
く
ら

源
二
位

け

ん

に

い

頼
朝

よ
り
と
も

公こ
う

六
十
余
州

よ

し

う

の
武
将

ぶ
し
䣯
う

に
そ
な
は
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

䣔
七
オ 

給
ひ
て
よ
り
以
来
北

条

ほ
う
じ
䣯
う

・
足
利

あ
し
か
ゝ

・
織
田

お

た

・
豊
臣

と
よ
と
ミ

に
至い

た

る
迄
凡
三
十 

余
代
を
し
ろ
し
召
と
い
へ
共
䣍
諸
国
の
動ど

う

乱ら
ん

や
む
時
な
く
所
々
に 

反

逆

ほ
ん
き
䣭
く

の
心
さ
し
を
発は

䣬

せ
し
者
数
を
不
知
䣍
是
天
理
の
な
す
所 

と
ハ
い
ひ
な
か
ら
国く

に

政ま
さ

行
届
さ
る
故
也
䣍
然
る
に
玄
慮

け
ん
り
䣯

法
印

ほ
う
い
ん

建
武

け

ん

ぶ 

の
乱

書

ら
ん
し
䣯
を

以
て
太
平
記
と
名
付
る
事
䣍
本
朝
の
書
に
於
て
治
乱
を 

弁
へ
さ
る
あ
や
ま
り
也
䣍
摂
戦

セ
つ
セ
ん

以
来
の
書
籍
太
平
記
と
も
号 

す
へ
き
所
也
䣎 

仁
君
の
神
武
英
文
を
以
四
海
を
し
つ
め 

怠
徳
院
の
徳
明
英
智
に
て
䣍
日
本
国
中
の
大
小
名
外と

様
御 

 
 
 
 
 
 
 
 

䣔
七
ウ 

普
代

ふ

た

い

に
限か

ぎ

ら
す
国
主

こ
く
し
䣮

よ
り
領
主
迄ま

て

江
戸
に
於
て
屋
敷
を
被
下 

不
残
其
屋
敷
へ
在
府ふ

を
さ
せ
て
䣍
御
公
役
勤
務

け

？

？

無
之
節
も 

式
日
の
出
仕
仰
出
さ
れ
䣍
又
領
国
へ
入
部
の
砌
ハ
奥
方
若
殿
姫
君 

等
を
江
戸
屋
敷
に
残
し
置
䣍
在
国
休
足
の
御
暇
御
拝
領
有
事 

是 

怠
徳
公
の
遠
を
お
も
ん
計
給
ひ
先
代
の
武
将
に
ハ
諸
国 

の
大
名
随
う
ふ
と
い
へ
共
䣍
妻
子
眷け

ん

そ
く

䥹

属

䥺

を
領
分
国
々
に
残
し
置 

其
身
計
京
鎌
倉
へ
出
仕
を
な
し
䣍
本
国
に
て
我
侭ま

ゝ

ニ
隣り

ん

国
と 

争

論

し
よ
く
ろ
ん

し
終つ

い

に
ハ
謀
反

む

ほ

ん

の

企
く
わ
た
て

る
輩
も
有
之
し
故
䣍
御
当
代 

 
 
 
 
 
 
 

䣔
八
オ 

に
至
䣬
て
妻
子
江
戸
に
留
て
人
質
と
な
し
給
ふ
故
元
和
年
中 

よ
り
以
来
国
中
の
大
小
名
隠
謀

い

ん

む

を
お
こ
す
事
あ
た
わ
す
䣍
誠
に 

古
今
の
治
世
天
下
泰
平
国
土
民
安
楽
か
な
る
と
ハ
当
時
の
事 

成
る
へ
し
䣍
去
ハ
大
殿
在
国
な
れ
ハ
若
殿
ハ
江
戸
に
詰
父
子
交
代

こ
う
た
い

を 

な
し
給
ふ
事
䣍
御
当
家
の
御
格
式

か
く
し
き

な
れ
は
嫡
孫

ち
䣭
くｿ

ﾝ

無
之
に
於
て
ハ
国 

隠
居
成
難
し
去
ハ
入
部
の
節
父
子
御
同
国
ま
し
ま
す
と
い
へ
共 

江
戸
屋
敷
に
奥
方
孫
御
を
人
質
に
差
置
事
故
䣍
国
隠
居 

叶
ふ
也
䣍
然
ハ
御
前
に
ハ
未
御
嫡

孫

ち
䣭
く
そ
ん

ま
し
ま
さ
ね
ハ
恐
な
か
ら
此
願 

 
 
 

䣔
八
ウ 

調
ひ
か
た
か
る
へ
し
と
弁
舌

べ
ん
ゼ
つ

水
の
流
る
ゝ
如
く
に
延
け
れ
は
䣍
一
座
の
面 

々
是
を
聞
䣍
実け

に

も
流
石

り
う
せ
き

ハ
忠

成

ち
う
し
や
う

の
執

権

し
ゆ
つ
け
ん

程
有
と
感
心

か
ん
し
ん

浅
か
ら 

す
䣍
大
膳
亮
殿
委
細
を
聞
届
ら
れ
一
々
理
に
当
り
た
る
諫
言

か
ん
け
ん 

至
極
な
り
䣍
我
も
孫
二
人
迄
持
し
か
共
䣍
い
か
成
事
に
や
育

そ
た
ち

難
く 

当
才
に
て
相
果
国
隠
居
の
望
も
不
叶
䣍
近
頃
残
念
成
事
共 

と
御
涙

な
ミ
た

く
ミ
給
ふ
出
頭
の
家
老
喜
多
玄
番
席せ

き

を
進

す
す
ミ

申 

上
け
る
ハ
䣍
其
義
ハ
御
愁
歎

し
う
た
ん

に
及
ふ
へ
か
ら
す
䣍
若
殿
大
蔵
太
輔 

様
京
都
よ
り
召
抱
ら
れ
候
お
益ま

す

殿
と
申
御
妾

し
よ
う

懐
く
わ
い

妊た
い

致 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

䣔
九
オ 

さ
れ
臨り

ん

月
に
程
近
し
䣍
め
て
度
御
男
子
御
誕

生

た
ん
し
や
う

御
座
有 

へ
し
䣍
其
上
に
て
ハ
御
望

の
ぞ
み

の
通
り
国
御
隠

居

い
ん
き
䣯
う

被
遊
然
る
へ
し 

と
言
上
し
け
れ
ハ
䣍
大
膳
亮
殿
殊
の
ふ
御
喜
悦

き

え

つ

有
て
仰
け
る 

は
䣍
も
し
男
子
出
生
せ
ハ
我
存
寄
の
旨
有
と
宣

の
た
ま

ひ
奥お

く 

御
殿

こ

て

ん

へ
入
給
ひ
け
れ
ハ
䣍
諸
役
人
各
々

お
の
お
の

式
礼

し
き
れ
い

し
て
退た

い

出
し
け
る 

 
 
 

青
山
家
若
殿
御
誕

生

た
ん
し
䣯
う

之
事 

 
 
 
 

附
朝
比
奈

あ

さ

ひ

な

喜
多
仰
を
請
る
事 

 

然
る
に
若
殿
大
蔵
太
輔
殿 

当
時
江
戸
参
勤
也 

 

御
国
妾

し
䣯
う

お
ま
す
殿 

 
 
 

䣔
九
ウ 

懐

妊

く
わ
い
た
い

月つ
き

満ミ
ち

て
御
男
子
出
生
有
け
れ
は
䣍
早
速
江
戸
表
へ
注 

進
是
有
䣍
大
殿
大
膳
亮
殿
を
始
一
家
中
の
悦
ひ
な
ゝ
め 

な
ら
す
䣍
七
夜
の
御
祝
義
相
済
䣍
誕
生
の
若
君
御
名
の
義
大 

殿
様
よ
り
御
付
進し

ん

ぜ
ら
る
へ
き
旨
を
役
人
中
言

上

こ
ん
し
よ
う

に
及お

よ

ひ
け 

る
所
に
大
膳
亮
殿
仰
被
出
け
る
ハ
䣍
先
比

セ
ん
こ
ろ

存
寄
と
い
ひ
し
ハ 

其
事
也
䣍
名
ハ
追
て
付
へ
し
と
て
打
捨

う
ち
す
て

お
か
れ
䣍
御
宮
参
り
等 

も
相
済
日
数
を
経
て
䣍
藤
兵
衛
・
玄
番

け

ん

ば

両
人
を
召
れ
大
殿 

仰
け
る
ハ
其
方
共
存
の
通
先
達
て
孫ま

ご

を
も
ふ
け
し
か
共 

 
 
 
 
 
 
 
 

䣔
一
〇
オ 



附
り
佐
野
へ
新
八
帰

か
へ
る

る
事 

一
䣍
新
八
江
戸
に
お
い
て
再さ

い

訴そ
う

之
事 

附
り
願

書

く
わ
ん
し
よ

御お
ん

返
へ

か

へ

し
之
事 

一
䣍
新
八
訴
状

そ
し
や
う

を
書
直

か
き
な
を

す
事 

附
り
別
家

べ

つ

け

源
兵
衛
江
戸
へ
下
る
事 

一
䣍
八
人
の
手
代
江
戸
下
る
事 

附
り
木
津
屋
吉
兵
衛
江
戸
へ
御
召
之
事 

一
䣍
吉
兵
衛
江
戸
表

お
も
て

不
首
尾

ふ

し

ゆ

ひ

之
事  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

䣔
四
オ 

附
り
嶋
田
作
太
夫
賄
賂
を
取
事 

一
䣍
嶋
田
作
太
夫

偽
い
つ
わ
り

て
御
目
見
え
之
事 

附
り
深
川
智
眼

ち

が

ん

和

尚

お
し
し
や
う

頼
た
の
む

ま
る
ゝ
事 

一
䣍
長
順

な

せ

勘
兵
衛
蜜み

つ

䥹
マ
マ
䥺
計
之
事 

附
り
手
代
両
人
役や

く

人
え
立た

ち

入
事 

一
䣍
吉
兵
衛
女
房ほ

う

お
里さ

と

放
埓

ほ
う
ら
つ

の
事 

附
り
手
代
治
吉
お
里
よ
り
金
貰

か
ね
も
ろ

ふ
事 

一
䣍
吉
兵
衛
役や

く

人
え
付

届

つ
け
と
ゝ
け

之
御
吟
味

ご

き

ん

ミ

之
事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

䣔
四
ウ 

附
り
馬
場

は

ゝ

両
人
召
捕

め
し
と
ら

る
ゝ
事 

一
䣍
吉
兵
衛
三
ケ
津
御
払

ば
ら
い

に
那 な
る
事 

附
り
新
八
大
切
四
方
に
発ほ

つ

す
る
事 

一
䣍
堺
屋
後
家
妙

栄

ミ
よ
う
え
き

の
事 

附
り
文
字

も

ん

し

割わ
り

御
捌
之
事 

一
䣍
千
切
屋
忠
五
郎
屋
根
よ
り
落
る
事 

附
り
解け

死
人
を
頼願

カ

ふ
事 

一
䣍
糀

か
う
じ

町や

槌
屋

つ

ち

や

へ
浪
人
来
る
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

䣔
五
オ 

附
り
金
子
か
た
ら
る
ゝ
事 

一
䣍
駕
籠

か

ご

舁か
き

左
兵
衛
金
子
拾
ふ
事 

附
り
河
内
守
様
御
捌
之
事  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

䣔
五
ウ 

銀
之
笄 

 
 

青
山
大
膳
亮

あ
を
や
ま
た
い
せ
ん
の
す
け

殿
在
城
之
事 

 
 
 

附
朝
比
奈
藤
兵
衛
明
言
之
事 

抑
そ
も
そ
も

摂
州

せ
つ
し
う

尼

崎

あ
ま
が
さ
き

の
城

主

し
や
う
し
う

青
山

あ
を
や
ま

大
膳
亮

た
い
セ
ん
の
す
け

幸
成

ゆ
キ
ト
シ

と
申 さ

る

は 

播
磨
守

は
り
ま
の
か
ミ

豊
原

と
よ
は
ら

忠
成

た
ゝ
な
り

の
二
男

じ

な

ん

大
蔵

お
ゝ
く
ら

大
夫

た

ゆ

ふ

幸
成

ゆ
き
と
し

御
老 

中
役
也

嫡
子

ち
䣭
く
し 

に
て
寛
永

か
ん
え
い

十
二
年

じ
䣮
う
に
ね
ん

よ
り
青
山
家

あ
お
や
ま
け

是こ
れ

を
領
す

り
䣯
う
す

䣍
禄ろ

く

四
万
八
千
石 

な
り
䣍
大
膳

た
い
セ
ん

亮

殿

の
か
み
と
の

御
在ざ

い

国
の
砌
国
家
老

み
ぎ
り
く
に
か
ろ
う

小
出

こ

い

で

弥
左
衛
門
朝
比

あ

さ

ひ 

奈な

藤
兵
衛
・
喜
多
玄
番
頭

き
た
げ
ん
ば
の
か
ミ

・
鈴
木

す

ゞ

き

新
右
衛
門
・
佐
藤

さ

と

う

将

監

し
䣯
う
げ
ん 

 
 
 
 
 
 
 

䣔
六
オ 

其
外
年
寄

と
し
よ
り

諸
役

し
䣯
や
く

人
を
召

し
䣯
う

れ
䣍
大
膳
亮

だ
い
ぜ
ん
の
か
ミ

殿
仰

お
ゝ
せ

出
さ
れ 

け
る
ハ
予よ

も
年
平
頭
に
あ
ま
れ
ハ
参
勤

さ
ん
き
ん

交
代

こ
う
た
い

も
六
ケ
敷 

其
上
嫡
子

ち
䣭
く
し

大
蔵
太
捕

た

ゆ

う

御
目
見
へ
任
官

に
ん
か
ん

等
も
仰
付
ら
れ 

し
事
な
れ
ハ
我
お
も
ん
見
る
に
行
年
の
程
も
計

難

は
か
り
が
た

け 

れ
ハ
当
時
在
国
な
れ
は
病
気

び
䣯
う
き

を
申
立
隠
居

い
ん
き
䣯

す
べ
し
と 

思
ふ
也
䣍
其そ

の

旨む
ね

何い
つ

れ
相
心
得
江
戸
表

お
も
て

へ
申
遣
し
願

ね
か
い

奉
る
へ
し 

と
の
給
へ
ハ
䣍
家
老
朝
比
奈
藤
兵
衛
進
ミ
出
申
け
る
ハ
御
尤
の 

御
上
意
承
知
仕
候
得
共
䣍
御
隠
居

い
ん
き
䣯

之
義
ハ
両
殿
様

り
䣯
う
と
の
さ
ま

御
同
所 

 
 
 
 
 
 
 

䣔
六
ウ 

の
節
江
戸
に
於お

い

て
御
月
番

つ
き
ば
ん

御
老
中

ご
ろ
う
し
う

様
へ
願

書

ぐ
わ
ん
し
䣯

差
上
ら
れ 

御
父
子

ふ

し

様
御
召
の
上
仰
出
さ
る
ゝ
大
切

た
い
せ
つ

の
義
な
れ
は
中
々
御 

国
本
よ
り
御
病
気

び
䣯
う
き

と
申
上
䣍
直す

ぐ

に
隠
居

い
ん
き
䣯

の
願

ね
が
い

と
申
事
決

け
䣬
し

し
て 

相
叶
か
た
き
義
也
䣍
御
参
勤

さ
ん
き
ん

の
砌

ミ
き
り

御
一
門
様
方
御
相
談
の
上
御
願 

然
る
へ
し
䣍
扨
又
御
国
隠
居
と
申
事
至

い
た
つ

て
六
ケ
敷

む
つ
か
し
き

訳わ
け

是こ
れ

有
登と 

い
へ
は
鈴
木

す

ず

き

新
右
衛
門
御
中
言

ご
ち
う
ご
ん

な
か
ら
御
国
隠
居
六
ケ
敷
と
申
子 し 



早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
䣕
き
む
の
笄
䣖 

 

釈
文
作
成 

尼
崎
郷
土
史
研
究
会 

古
文
書
解
読
ク
ラ
ス 

䣕
き
む
の
笄
䣖 

 

銀ぎ
ん

の

笄
か
ん
ざ
し

序じ
䣯 

元
文
の
始
よ
り
寛
保
・
延
享
の
終
ま
で
予 

武
林
高
屋
に
遊
ん
で
正
し
く
見
聞
し
て
珍 

事
秘
説
を
具
に
実
記
す
䣍
尤
雑
談
世
上
に 

あ
ま
ね
し
と
い
え
と
も
鳥
類
の
手
に
握
ら
ざ
る
が 

如
し
䣍
包
隠
し
て
有
之
故
䣍
銀
の
笄
と
あ
ら
た
に 

題
号
し
䣍
初
中
後
篇
三
十
巻
好
人
の
耳
を 

あ
ら
わ
ん
と
書
写
し
む
る
也                        

 
 
 
 
 
 

     

䣔
一
オ 

烏
帽
子
親 

 

寛
延
末
年
菊
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

撰
者 

 

正
木
残
光 

  

青
山
大
膳
亮
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

䣔
一
ウ 

銀ぎ
ん

の

笄
こ
う
が
い

目
録

も
く
ろ
く 

一
䣍
青
山
大
膳
亮
殿

あ
を
ヤ
ま
だ
い
ゼ
ん
か
み
ど
の

在

城

ざ
い
じ
や
う

の
事こ

と 

附
り
朝
比
奈

あ

さ

ひ

な

藤
兵
衛
明
言ご

ん

の
事こ

と 

一
䣍
青
山
家

あ
を
や
ま
け

若
殿

わ
か
と
の

御お

誕

生

た
ん
し
や
う

の
事 

附
り
朝
比
奈

あ

さ

ひ

な

喜
多

き

だ

仰
お
ゝ
せ

を
請

う
く
る

る
事 

 
 

一
䣍
三
段
田
村

さ

ん

た

む

ら

庄
吉
烏
帽
子

へ

ぼ

し

親お
や

に
成
る
事 

附
り
御
扶
持
下
さ
る
ゝ
事 

一
䣍
喜
多

き

だ

玄
番

げ

ん

ば

非
道

ひ

ど

う

を

行
お
こ
の
う

事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

䣔
二
オ 

附
り
針

妙

し
ん
ミ
ヤ
う

お
よ
ね
・
同
母
入
水

に
う
す
い

の
事 

一
䣍
喜
多

き

た

玄
番

げ

ん

ば

切
腹

せ
つ
ふ
く

の
事 

附
り
蝋
燭

ら
う
そ
く

屋
久
兵
衛
大
坂
え
出
る
事 

一
䣍
辰
巳
屋
久
左
衛
門
発
端

ぼ
つ
た
ん

の
事 

附
り
四
ツ

よ

つ

宝
銀

ほ
う
き
ん

に
て
高
利

こ

う

り

を
得え

る
事 

一
䣍
久
左
衛
門
新
町
え
通
ふ

か

よ

う

事 

附
り
隠

居

い
ん
き
や
う

久
鉄て

つ

異
見

い

け

ん

之
事 

一
䣍
太
夫
大
蔵

お
ゝ
く
ら

同
道
に
て
上
京
の
事 

附
り
森
田

も

り

た

娘
む
す
め

離
縁

り

え

ん

の
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

䣔
二
ウ 

一
䣍
木
津
屋
吉
兵
衛
難

病

な
ん
ひ
や
う

の
事 

附
り
兄あ

に

茂
兵
衛
木
津
屋
の
家
を

継
つ
ぐ

事 

一
䣍
木
津
屋
吉
兵
衛
高
慢

こ
う
ま
ん

之
事 

附
り
妾

し
や
う

お
里よ

し

生
立

お
い
た
ち

の
事 

一
䣍
新
難
波

し
ん
な
ん
ば

町
小
学
堂

か
く
と
う

を
建
る
事 

附
り
御
咎

と
か
め

に
逢お

ゝ

ふ
事 

一
䣍
木
津
屋
吉
兵
衛
上
京
の
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

䣔
三
オ 

附
り
鳥
居
図
書

づ

し

よ

と
名な

を
下
さ
る
事 

一
䣍
吉
兵
衛
御
装

束

し
よ
う
ぞ
く

拝

領

は
い
り
や
う

の
事 

附
り
正
月
堂

上

と
う
し
や
う

の
学か

く

初
を
す
る
事 

一
䣍
吉
兵
衛
我
意

か

い

を
振
廻

ふ
り
ま
う

事 
附
り
辰
巳
屋
新
八
出

訴

し
䣮
䣬
し
や
う

の
事 

一
䣍
吉
兵
衛
新
八
に
言
込

い
ゝ
こ
め

ら
る
ゝ
事 

附
り
辰
巳
屋
木
津
屋
手
代
相
続

そ
う
ぞ
く

の
事 

一
䣍
上
田
三
郎
右
衛
門
挨
拶

あ
い
さ
つ

の
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

䣔
三
ウ 



い
う
䣎
な
お
䣍䣕
石
楠
堂
随
筆
䣖
で
は
虫
が
発
生
し
た
場
所
を
䣓
源
正
院
䣔
と
す
る
が
䣍

こ
れ
は
青
山
氏
の
あ
と
尼
崎
藩
主
と
な
䣬
た
桜
井
松
平
氏
の
菩
提
寺
䣓
深
正
院
䣔
が

正
し
い
と
思
わ
れ
る
䣎 

䣕
尼
崎
志
䣖
で
は
䣓
深
正
院
䣔
の
項
目
に
皿
屋
敷
伝
承
を
紹
介
し
䣍
䣓
尼
崎
に
傳

は
る
皿
屋
敷
の
怪
は
䣍
小
説
䣓
銀
の
こ
う
が
い
䣔
よ
り
流
布
し
た
も
の
か
と
思
ふ
䣔

と
す
る8

䣎
し
か
し
䣓
右
侍
女
お
米
の
引
受
人
関
係
よ
り
一
半
の
責
任
を
生
じ
て
䣍
大

阪
に
遁
走
し
䣍
後
更
に
家
を
大
阪
に
興
す
こ
と
よ
り
䣍
そ
の
家
が
大
阪
加
島
屋
の
成

り
立
ち
に
渉
つ
て
行
く
䣔
と
す
る
記
述
は
不
審
で
あ
る
䣎
加
島
屋
は
尼
崎
出
身
と
し

て
知
ら
れ
る
豪
商
だ
が
䣍
辰
巳
屋
と
の
関
わ
り
は
管
見
の
か
ぎ
り
未
詳
で
あ
る
䣎 

し
か
し
䣕
尼
崎
志
䣖
に
は
䣓
脚
色
さ
れ
た
る
取
材
の
底
に
一
片
の
事
実
を
含
む
䣔

と
も
指
摘
さ
れ
る
䣎
実
は
尼
崎
青
山
氏
に
は
䣓
貴
田
玄
蕃
䣔䣓
朝
比
奈
藤
兵
衛
䣔
と
い

う
二
家
老
が
仕
え
て
い
た
䣎
初
代
貴
田
玄
蕃
は
肥
後
の
加
藤
清
正
家
が
改
易
さ
れ
た

の
ち
䣍
青
山
氏
に
仕
え
重
き
を
な
し
た
䣎
し
か
し
玄
蕃
の
長
男
兵
助
の
家
は
元
禄
二

年
䥹
一
六
八
九
䥺
に
改
易
さ
れ
䣍
次
男
采
女
が
跡
を
継
い
で
い
る
䣎
こ
れ
が
伝
承
の

背
景
に
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
䣍貴
田
氏
自
体
は
そ
の
後
も
青
山
氏
の
転
封
に
従
い
䣍

幕
末
䣍
明
治
維
新
ま
で
家
老
職
と
し
て
続
く9

䣎 

実
録
怪
談
で
䣓
亡
ん
だ
䣔
と
さ
れ
る
家
が
実
は
存
続
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
珍

し
く
は
な
い
が
䣍
な
ぜ
䣓
き
だ
玄
蕃
䣔
と
䣓
お
菊
虫
䣔
を
結
ぶ
伝
承
が
地
元
に
長
く

伝
承
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
䣎
ま
た
䣍䣕
銀
の
笄
䣖
が
辰
巳
屋
の
出
自
を
尼
崎
と

結
び
つ
け
た
経
緯
も
わ
か
䣬
て
い
な
い
䣎 

今
後
䣍
考
察
す
べ
き
課
題
は
多
い
が
䣍
こ
れ
ま
で
は
䣕
銀
の
笄
䣖
本
文
も
普
及
し

て
い
な
か
䣬
た
た
め
䣍
安
易
に
䣕
尼
崎
志
䣖
の
記
述
を
踏
襲
し
た
り
䣍
誤
読
し
た
か

た
ち
で
要
約
し
た
り
す
る
も
の
が
散
見
さ
れ
た10

䣎 

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
䣍
尼
崎
市
郷
土
史
研
究
会
の
方
々
が
作
成
さ
れ

た
翻
刻
の
成
果
に
䣍
解
題
を
付
し
て
公
開
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
䣬
た
䣎
今
回

の
掲
載
は
䣍
青
山
幸
督
の
誕
生
か
ら
䣍
お
米
の
死
䣍
喜
多
玄
蕃
切
腹
ま
で
の
五
章
ぶ

ん
で
あ
る
䣎
全
文
の
公
開
は
他
日
を
期
し
た
い
が
䣍
尼
崎
の
伝
承
研
究
の
基
礎
文
献

と
し
て
䣍
地
元
の
伝
承
に
関
心
を
持
つ
方
々
に
ひ
ろ
く
資
す
る
内
容
と
思
う
䣎 

久
留
島
元
䥹
同
志
社
大
学
非
常
勤
講
師
䥺  

                                        

          

 
1 

①
内
山
美
樹
子
䣓
辰
巳
屋
一
件
の
虚
像
と
実
像
䢣
大
岡
越
前
守
忠
相
日
記
・
銀
の

笄
・
女
舞
剣
紅
楓
を
め
ぐ
䣬
て
䢣
䣔䣕
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
䣖
二
九

䥹
一
九
八
四
年
三
月
䥺䣍
②
同
䣓
䣕
銀
の
笄
䣖
と
䣕
棹
歌
木
津
川
八
景
䣖
䢣
付
・
浄
瑠

璃
に
お
け
る
䣓
大
岡
政
談
䣔
な
い
し
政
談
も
の
に
つ
い
て
䢣
䣔䣕
近
世
文
芸 

研
究
と

評
論
䣖
二
六
䥹
一
九
八
四
年
六
月
䥺 

2 

䣕
大
阪
市
史
䣖
第
一
巻
䣓
幕
吏
の
汚
行
䣔
六
〇
五
頁
䥹
大
阪
市
役
所
䣍
一
九
一
三

年
初
版
䣎
一
九
七
八
年
復
刻
䥺 

3 

䣕
宮
武
外
骨
著
作
集
䣖
第
四
巻
䥹
河
出
書
房
新
社
䣍
一
九
八
五
年
䥺
四
六
頁
䣎 

4 

前
掲
䣍
内
山
美
樹
子
②
の
ほ
か
䣍
菊
地
庸
介
䣕
近
世
実
録
の
研
究
䢣
成
長
と
展
開

䢣
䣖䥹
汲
古
書
院
䣍
二
〇
〇
八
年
䥺
に
言
及
が
あ
る
䣎 

5 

䣕
国
書
人
名
辞
典 

第
四
巻
䣖
䥹
岩
波
書
店
䣍
一
九
九
八
年
䥺
三
六
八
頁
䣎 

6 

宮
本
又
次
䣕
大
坂
町
人
䣖䥹
弘
文
館
䣍
一
九
五
七
年
䥺
䣍
の
ち
䣕
宮
本
又
次
著
作
集

七 

豪
商
と
大
阪
䣖
䥹
講
談
社
䣍
一
九
七
八
年
䥺 

7

䣓
石
楠
堂
随
筆
䣔 

䣕
太
田
南
畝
全
集
第
十
巻
䣖䥹
岩
波
書
店
䣍
一
九
八
六
年
䥺 

䣓
お
菊
虫
䣔
伝
承
に
つ
い
て
は
①
今
井
秀
和
䣓
お
菊
虫
に
つ
い
て
䣔
䣕
日
本
文
学

論
集
䣖
二
九
䥹
二
〇
〇
五
年
三
月
䥺
䣍
②
同
䣓
お
菊
虫
伝
承
の
成
立
と
伝
播
䣔䣕
日
本

文
学
論
集
䣖
三
一
䥹
二
〇
〇
七
年
三
月
䥺
を
参
照
䣎 

8 
永
尾
利
三
郎
䣕
尼
崎
志 

第
一
篇
䣖䥹
尼
崎
市
䣍
一
九
三
〇
年
䣍
の
ち
一
九
七
四
年

復
刻
䥺
三
五
二
頁
䣎 

9 

境
眞
旗
男
䣓
尼
崎
と
熊
本
を
結
ぶ
貴
田
玄
蕃
䣔䣕
地
域
史
研
究
䣖
三
九
・
一
䥹
二
〇

〇
九
年
九
月
䥺 

10 

柏
原
夫
佐
子
䣓
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
き
い
た
話
䢣
兵
庫
県
尼
崎
の
民
俗
䢣
䣔
䣕
近
畿

民
俗
䣖
五
五
䥹
一
九
七
二
年
二
月
䥺
な
ど
䣎 
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